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12月6日(水)

開 会挨拶 平1尺 威男(極 地研)

陸 ヒ生物セ ッシ ョン 北 極域 の陸上 生物

座 長 増 沢 武弘(静 岡大)、 大 山 佳邦(極 地研)

95fド度調 査実施tl!,1要

増沢 武 弘(静 岡大)

01

02

03

極域お よび 日本列島におけ るチ ョウ ノス ケソウ(Dryas　octoρerala)群落の構造

増沢 武弘(静 岡 大)、 神田 啓史(極 地研)、 西 谷 里 美(都 立大)

ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 に お け る 土 壌 呼 吸 速 度:植 生 遷 移 に 伴 う変 化

/」、}」ミ|k掌(』1∫ 榮石刀二)、!弓1」1与 イ∫糸己子・(者ド、ン:ノく)、 ク＼二){こ篤　 (liLI－大)、

」曽沢 武;Y!、(静 岡 大)

ス ピ ッ ツ ベ ル ゲ ン 島 に お け る 氷 河 イミ端 域 の'ヒ壌 小 型節 足 動 物9『羊集

|土r田 勝 ・(奥 羽 大 〉 、 ノく山f圭 邦(極 地 石ノD

討論
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、
f

j

八
1
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ﾉ
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04

05

06

座 長 小 泉 博(農 環石ID

Conservation　 genetics　 and　 biodiversity　 of　 arctic　 vasculai'　 plants:　 lessons　 from　 molecular　 and

evolutionary　 studies.

　 Brochmann,　 C.　 (Univ.　 OSIo,　 NORWAY)

Soil　 microbiological　 arid　 botanical　 observations　 at　Taimyr　 Peninsula　 and　 Severnaja　 Semlja-

　 　 B61ter,　 M.　 (Univ.　 Kie1,　 GERMANY),　 Kanda,　 H.(NIPR)

Activity　 of　 lichens　 under　 the　 influence　 of　 snow　 and　 ice.

　 　 Kappen,　 L.　 (Botanisches　 Inst.　 der　 CAU,　 GERMANY)

コ ー ヒ ー ブ レ イ ク

ポ ス タ ー 発 表1.陸 一ヒ生 物 セ ッ シ ョ ン

懇親会

1

1000-1010

1010-1210

1010-1025

1025-1055

1055-1125

ll25-ll55

1155-1210

1210-1330

1330-1400

1400-1430

1430-1500

1500-1515

1515-1645

1730-1900



12月7日(木)

塩 遅 生 セ ッ シ ョ ン 日'斤 の 大 仁 ≡
。1'・J－こ とJAREに よ る 漏 洋 生 、の ト ピ ッ ク ス

座長 渡辺 研 太郎(極 地研)

07

08

09

1991/92年(JARE33)～1995/96年(JARE37)間 のSIEFS研 究 計 画 関 連 の 活 動 状 況

福 地 光 男(極 地 研 〉

白鳳丸KH-94-4次 南 大洋航海 の研究概 要

川口 弘 一一・(東 大 ・海洋研)

1994/95年 開洋 丸 による南極海 オキア ミ生態 系調査航 海の概要

永延 幹 男(遠 水研)

OlO　 A　 Review　 of　recent　 ANARE　 marine　 biological　 cruises.　 Has　 the　new　 ship　 perfo㎜ed?

　 　 　 　 Hosie,　 G.W.,　 Marchant,　 H.J.,　 Mare,　 W.d.1.,　 Nicol,　 S.,　Pauly　 T.,　Wmiams,　 R.

　 　 　　 　 　 (Australian　 Antarctic　 Division)

昼食

座 一 八 ・ 疋 石 ・　 Hosie　 G
.W.　 AustralianAntarcticDivision

Ol　l　 The　 potential　 role　of　melted　 "Brown　 Ice"　as　sources　 of　ammonia　 and　chelators　 to　the　surface

　 　 　 waters　 of　the　Weddell　 Sea,　 Antarctica.

　 　 　 　 Brandini,　 F.　(CEM/UFPR,　 BRASIL),　 Baumann,　 M.E.M.(AWI,　 GERMANY)

Ol2　 ThezooplanktoncommunitystructureofPrydzBay,January-February1993,Wherearethekrill?

　 　 　 　 Hosie,　 GW.,　 Cochran,　 T.G.　 (Australian　 Antarctic　 Division)

013　 RespirationandoxidativephosphorylationinisolatedmithochondriafromAntarcticfish

　　　　　tissues　 and　organs.

　 　 　 　 　 Sugizaki,　 M.,　 Lucchiari,　 P.　H.,　Bacila,　 M.　 (UNESP,　 BRAZIL)

1000-1030

1030-llOO

1100-1130

1130-1200

1200-1300

コ ー ヒ ー ブ レ イ ク

ポス ター発表　 II.海 洋生物セ ッシ ョン

1300-1330

1330-1400

1400-1430

1430-1500

1500-1650

一2一



12月6日(水)

ポ スター発表

陸上生物 セ ッション

A氷 河後退域 の陸一ヒ群集 座長:増 沢 武 弘(静 岡 大)

Pl　　 ス ピッツベ ルゲ ン島におけ る土壌微 生物 バ イオマス:植 生遷移 にf半う変化

別宮 有紀子(都 立大)、 久米 篤(早 大)、 小 泉 博(農 環研)

P2カ ナダ北 極圏エ ルズ ミア島の植生 に関す る地生態学的研究

小 泉 武栄(東 京学 芸 大)

P3氷 河後退域のユキ ノシ タ科植物の シュー ト形態の解析

久米 篤(早 ノ〈)、 伊野 良 夫(早 ノ〈〉、増沢 武弘(静 岡大)

P4ム カゴ トラ ノオの繁殖特性

西谷 里 丈(都 、ン大)、 増 沢 武弘(静 岡 大)

B.高 山帯の植物 座 長:大 谷 修 司(島 根 大〉

P5

P6

P7

P8

P9

富 上山 高 山 帯 に 生 育 す る ヤ ハ ズ ヒ ゴ タ イ(Satlssurea　triptera)　#i(i落の 生 理 生 態 学 的 研 究

1{lli,11ilイゴfk∫・(静 岡 ノく)、 増}'尺 武 弘(静 岡 ノく)

富1:III高 山 帯}こ 生 育 す る コ タ ヌ キ ラ ン(Corex　 doenitzii>の ラヒ着

ノ舌くi午1～|1'iljlj(系{≧fリ1:ノくこ)、 」}脅言∫ミ　 iil・kこら1∠、(}1}1}Igrijノ＼こ)、 ・k|{||}|11¥≠二史(千 面ζ圭也イi/F)

環 境 操 作 に 対 す る 高 山 植 物 の 成 長 反 応:立 山 に お け るOTCを 用 い た 実 験 に つ い て

坪 田 麻 実 子(富II」 大)、 和 田 直 也(富 山 大 〉 、 小 島 覚(富 山 大)

高 山 植 生 か ら み た 地 球 温 暖 化 の 研 究 一 中 央 ア ル プ ス 木 曾 駒 ケ 岳 に お け る フ ェ ノ ロ ジ ー お よ び 気 象 モ

ニ タ リ ン グー

中 新 田 育 ∫・(東 ノく)、 水 野 一 晴(都 立 大)、 高 岡 貞 夫 、 飯 島 慈 裕(都 、:ノ:大)、増 澤 μ}|:、

福 興 聡 、 山 本 聡 子(東 京 農 工 大)、 小 林 真 吾、 山 本 貴仁(愛 媛 県 総 合 科 学 博 物 館)、

木 村　 il司(東 大)、 町 田 裕 之(日 ノく佐 野 高)

カ ム チ ャ ッカ}卜 島 中 部 プ ロ ス カ やLUの 森 林 限 界 に 分 布 す る グ イマ ツ(Larix　 gmelinii　 (Rupr.)　Rupr.)の

分・布 と ノL育

沖 津 進(千 葉 大)

3



C.地 衣 類 お よ び 藻 類

P10日 本 の 高 山 か ら採 集 さ れ た 地 衣 類 数 種 のphotobiont

飯 田 高 明 、 中 野 武 登(広 島 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)、 出 口 博 則(広 島 大)

Pll　 南 極 産 地 衣 類 数 種 のphotobiont

青 木 美 恵 、 中 野 武 登(広 島 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)、 出 口 博 則(広 島 大)

P12南 極 産 土 壌 藻 類 の 分 類 学 的 研 究

山 崎 扶 美 、 中 野 武 登(広 島 大)、 神 田 啓 史(極 地 研)、 出 口 博 則(広 島 大)

Pl3　 　ヒ マ ラ ヤ 、 ヤ ラ 氷 河 に お け る 氷 雪 藻 類 の 種 類 組 成

大 谷 修 司(島 根 大 〉 、 吉 村 義 隆 、 幸 島 司 郎(東 工 大)

D上2他 座 長:大 」1圭 邦(耐{」 石)

P14南 極 マ ク マ ー ド ドラ イ バ レ ー の 岩 石 内 微 生 物 群 に 存 在 す る 有 機 化 合 物 の 生 物 地 球 化 学 的 特 徴

松 本 源 喜(大 要 女 子 大)、 　Friedmann,　 E.　1.　(フ ロ リ ダ 州 立 大)、 関 谷 絵 里 、 小 作 さ ゆ り 、

本 橋 知 子(大 要 女 子 大)、 綿 抜 邦 彦(東 大)　 、　Ocampo-Friedmann,R.　 (フ ロ リ ダ 農 工 大)

P15好 冷 菌 の 不 飽 和 脂 肪 酸 シ スー トラ ン ス 異 性 化 酵 素

江 成 大 輔 、 草 野 輝 男 、 奥 山 英 登 志(北 大)

P16南 極 産Dunaliellaに お け る 低 温 お よ び 遮 光 暴 露 に お け る グ リ セ ロ ー ル 量 の 変 動

綿 貫 知 彦(神 奈 川 県 衛 生 研)、 松 下 和 弘 、 仁 科 正 実(埼 玉 医 大)、

加 藤 賢 三(予 防 衛 生 研)

Pl7　 Chymomyza属 シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ に お け るperiOd遺 伝 子 の 地 理 的 変 異

島 田 公 夫 、 早 川 洋 …(北 大)

Pl8　 ResponseofAntarcticecosystemtoclimatechanges.

　 　 　 　 　　 Tatur,　A.(lnst.　Ecology,　 POLAND)

Pl　g　 Local　island　populations　 of　reindeers　in　the　Russian　 Arctic　:　status　and　protection.

　 　 　　 　　 Belikov,　 S.　and　Boltunov,　 A.(All　Russian　 Res.　Inst.　Nature　Protection)

一4-一



12月7日(ノ ド)

ポ スター発表

海洋生物 セ ッション

E.海 洋物理/化 学環境 座長:永 延 幹男(遠 水研)

P20南 大洋 表層 における全炭酸濃度 分布

石井 雅男、吉川 久幸 、田上 英 一一郎(気 象研 〉

P21KH94-4航 海中に観測 され た海洋CO2の 時 間的 ・空 聞的変動 につ いて

月・上 久幸、 石井 雅男、松枝 秀和(気 象研)

P22鉄 制限 ドにおけ る南極産植物 プラ ンク トンの増 殖応 答

武川 刷11、 坂口 勇(電 中研 〉、渡辺 研 ズくi'llC　(極地研)

P23南 ノ〈洋における有機配位 ∫一の鉛 直分イiiとその起源 及び消失過不Illにつ いて

緑 川 貴、川 ヒ 英 一郎(気 象研 〉

P24南 極海における食物 網に注 目 した、 有機物の 光合成 生産に対す る紫外線 の影響

GOES,J.L、 　 ll"一田 暢彦、鈴 木 光次(名 た)、 川 目 哲(創 価大)、

濱 健 夫(名 ノS)

F.フ ラ ッ ク ス ・ア イ ス ア ル ジ ー 座 長:佐 々 木 津(石 巻i.tyl　J〈)

P25南 ノく洋における有機炭素 フラ ックス とその 有機物組 成

早川 和 秀、 判 日 暢 彦(名 た)、 福地 光男(極 地研)

P26夏 季の南極海水線 における沈降粒 了・フラ ックスの変動

鈴 木 英勝 、佐 々木 洋 、高山 真、稲村 忠史(石 巻 専大)、 鈴 木 光次(名 大)、

jl二藤 栄、福地 光男(極 地研)

P27昭 和 基地沿岸定着氷下にお ける沈降粒状物の季節変 化

渡辺 研太郎(極 地研)、 佐藤 濤彦(筑 波 大、、福地 光男(極 地研)

5



P28サ ロマ湖 における融氷期 にお けるア イス ・アルジーの鉛直輸送

田 日 折(創 価 大〉、斉藤 宏明(北 水研)、 服 部 寛(北 海道東 海 大)、

白澤 邦男(北 大)

P29二 つの 型の ア イスアルジ ェー、表 面型及び底 型の分 布 と積雪量

目煕 煕(東 北 大)、 福島 博、松田 達郎

G.植 物 プ ラ ン ク トン 、 そ の 他 座#:田 口 哲(創 面大)、 緑 川 虫(気 象 研)

P30

P31

P32

P33

P34

P35

P36

南大洋における植物色素の分布と一次生産力

鈴木 光次、半田 暢彦(名 大)

南緯64°40ノ、 東経140°00ノ付 近の 亜表層 クロロフ ィル極大 における クロロフ ィル量の

日周 変動

工 藤 栄、福地 光男(極 地研)、 安田道恵(総 研大 〉、鈴木光次(名 大)、

鈴 木 ウミ勝 、佐 々木 津(石 巻専大)

夏季ベ ー リング海北部陸 棚域 におけ る植物 プ ランク トン量の鉛直分布

/INJIi　{理
、簗 田 満 、米田 義 昭(北 大)

サ ケ幼 魚索 餅回遊期の オホー ツク海の低次 生物 生産 機構

清 水 幾 太郎(北 海 道 さけ ・ますふ化場)、 上野 康弘(遠 水研)

南 極 リュ ッォ ・ホ ルム湾 東部の更新統一完新統 海成 堆積物中の有孔虫化石 と古環境

変動

五 卜嵐 厚夫(東 北大)、 沼波 秀樹(東 京家政学院大)、 土屋 泰孝(筑 波大)、

福 地 光男(極 地研)、 斎藤 常 正(東 北 大)

統計的手法による南極海域のCZCS画 像からの クロロフィル濃度鉛直分布の推定

木村 典嗣、岡田 喜裕(東 海大)

Interannual　 variation　 in　 summer　 phytoplankton　 blooms　 at　an　 inshore　 Antarctic　 site.

　 　 Gibson,　 J.A.　 E.,　 (Australian　 Antarctic　 Division),　 Swadling,　 K.　 M.　 (Univ.　 of　 Tasmania),

　 　 Burton,　 H.　 R.(Australian　 Antarctic　 Division)

一6-一 一



H.動 物 プ ラ ン ク トン 座 長:一 井 太 郎(遠 水 研)

P37冬 期 昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 に お け るOithona　 similisお よ びOncaeaCUi'vata　 (僥 脚 類)

の 鉛 直 分 布

谷 村 篤(極 地 研)、 星 野 也 、 野 中 友 喜 、 服 部 寛(北 海 道 東 海 大)、

宮 本 佳 則(東 水 大)、

P38南 極 海 気 候 変 動 と オ キ ア ミ加 入 変 動 と の 符 合

永 延 幹 男(遠 水 研)、 轡 田 邦 夫(東 海 大)笹 井 義 一(北 大)

P39ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ に よ る 動 物 プ ラ ン ク ト ン捕 食(サ ル パ を 中 心 に)

月1日 創(遠 水 石牙)、 高f喬 俗 了・

P40北 ズぐ1ξ洋 亜 寒'ilG:水域 に お け る 魚 類 に よ る プ ラ ン ク ト ン 縫 の ト ッ プ ダ ウ ン コ ン トロ ー

ル のll∫能 性

上ミミlli;Ll・　 不H也 、j1岳iiイSこ　 HfヨtJ'.∠、(遠 水 研)、1日}リ 〒 不il|リ」(ち担ニノく)、 イjH」　 了ij,L}三(」亘三ノ小こイi月:)

P41　 CommunitygrazingratesofcoastalAntarcticzooplankton.

　 　 　 　 　 Swadling,　 K.　(Univ.　Tasmania),　 Gibson,　 J.AE.　 (Antarctic　Division),　 Ritz,　D.A.

　 　 　 　 　 (Univ.　Tasmania),　 Nichols,　 P.D.　(CSIRO),　 Hughes,　 D.E.　(Antarctic　Division)

Lオ キ ア ミ ・魚 類 座 長:福 地 光 男(極 地 研)

P42南 シ ェ トラ ン ド諸 島 周 辺 海 域 で の ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ漁 業 混 獲 物 に お け る 魚 類 の

出 現 状 況 と 胃 内 容 物 紺.成

渡 辺 美 代 」"、岩 見 哲 夫 、 沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大)

P43シ ー ル 島 の ア ゴ ヒゲ ペ ンギ ン お よ び ナ ン キ ョ ク オ ッ トセ イ の 餌 場 形 成 に お け る ハ ダ

カ イ ワ シ 分 布 の 重 要 性

一一井 太郎(遠 水 研)
、 高 尾 芳 三(水 工 研)　 、　Bengston,　 J.　L,　Boveng,P.　 (NOAA)　 、

馬 場 徳 寿 、 永 延 幹 男 、 川 口 創(遠 水 研)、 荻 島 隆(東 北 水 研)

P44東 南 極 陸 棚 周1旦 海 域 に お け る ソ コ ダ ラ 科 魚 類 の 分 布 お よ び 繁 殖

岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大)、 「勺藤 靖 彦(極 地{iJli)
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P45マ イクロデ ー タロガーに よ り記録 されたシロサ ケの鉛直移動行動

田 中 秀一二(総 研 大)、 都木 靖 彰(東 大 ・海洋研)、 岩田 宗彦(北 里 大)、

内藤 靖彦(極 地研)

P46北 方圏不凍湖}こおけるサケ科魚類の 母川回IGi}機構

上田 宏(北 ノ〈)、 帰[1」 雅 秀(北 海道 さけ ・ますふ 化場)、 山内 晧 平(北 大)

P47コ マ イの寒冷適 応 とサケ プロラクチ ンの効果

小 川 瑞穂 、菅井 敏行、村田 淳、綿 貫 哲(埼 玉大)、 福地 光男(極 地研)

P48　 1ntestinecellsandtheexocrinepancreasoftheAntarcticfishTrematomusnewnesi,Notothenia

　 　 　 neglecta　 and　 Nototheniops　 nudifrons　 (Nototheniiidae)　 and　its　relation　 with　 their　feeding　 habits.

　 　 　 　 　 　 Fanta,　 E,　 Vianna,　 A.C.　 (UFPR,　 BRAZIL)

P49　 KidneycellmorphologyoftheAntarcticfishTrematomusnewnesi,Noto{heniopsnudifrons,

　 　 Notothenia　 neglera,　 N.　 (G)　 gibberifrons　 (Nototheniidae)　 and　Ophtl}almolycus　 concolor

　　　　 (Zoarcidae).

　 　 　 　 　 Fanta,E,Cruz,S.Z.da　 (UFPR,BRAZIL)

J.底 生 生物 座長:岩 見 哲 夫(東 京家政学 院大〉

P50南 極海の深 海域 で採 集 された軟体動物の 分類学的研究

沼波 秀樹(東 京家政学院大)、 奥 谷 喬 司(日 大)、 竹 内 一郎(東 大)

P51リ ュツ ォ ・ホルム湾、ケー シー湾の陸棚域 にお ける底 生生物 相

渋 谷 真理 、沼波 秀樹(東 京家政学院ナこ)

P52　 Biogeography　 of　the　Arctic　 Ocean　 with　 reference　 to　the　order　Cumacea　 (Crustacea).

　 　 　 　 　 　 Vassilenko,　 S.V.　 (Zoological　 Inst.,　RUSSIA)

P53　 Possible　 ways　 in　formation　 of　the　specific　 features　 of　recent　 Arctic　 and　Antarctic

　 　 　 malacofaunas.

　 　 　 　 　 　 Egorova,　 E.N.　 (Zoological　 Inst.,　RUSSIA)

P54　 RelationshipbetweentypeofdevelopmentandtypeofdistributionofAntarcticbrittle-stars.

　 　 　 　 　 　 Smirnov,　 1.S　(Zoological　 Inst,　 RUSSIA)
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P55　 Symbioticrelationsofpolarophiuroidsinconnectionwithhistoryoffaunaformation.

　 　 　 　 　 Smirnov,　 1.S.,　Stepanjants,　 S.D.,　 Koltun,　 V.M.　 (Zoological　 Inst.,　RUSSIA),

　 　 　 　 　 Svoboda,　 A.　(Ruhr-Universitat　 Bochum,　 GERMANY)

P56　 Creationofcomputerdatabankforinvestigationofmarinepolarfaunas.

　 　 　 　 　 Smirnov,　 LS.,　 Lobanov,　 A.L.,　 Dianov,　 M.B.,　 Smirnov,　 A.V.

　 　 　 　 　 　 (Zoological　 InsL,　 RUSSIA)

K.海 鳥 ・大型動物 座長:今 、福 道夫(京 大)、 加藤 明子(極 地研)

P57コ シジロウ ミッバ メの絶 食状態 におけ る深 部体温 と代謝速 度の変化

新 妻 靖 章、高橋 晃周、綿 貫 豊(北 大)

P58ウ ト ウ の 潜 水 行 動 に つ い て

り、1木 麻 希(東 ノ〈)、 加 藤 明 了・(極 地 研 〉 、 綿 貫 豊(北 ノく)、

内 藤 靖 彦({亟 地 石ID

P5g　 餌 条件の 変動 に伴 うウ ミウの採 食お よび繁殖行動の 年変 化

加藤 明 王(極 地研)、 綿 貫 豊、林 英子(北 ノく)、 内藤 靖彦(極 地研)

P60水 生 ノく型爬 虫類に見 られた体温維持 につ いて

佐藤 鬼女、 内藤 靖彦(極 地ll)D　、坂 本 亘(京 大)、 田中 秀 二(総 研 ノく)、

1公1尺 慶将 、南川 真吾(京 ノく)

P61　 AdvancesinstudyingtheforagingbehaviourofWeddellseals

　 　 　 　 　 Bornemann,　 H.,　Plotz,　 J.　(AWI.,　 GERMANY)

P62飼 育下 での ネズ ミイルカの遊泳 行動 と酸 素消 費 量

大 谷 誠 司(三 重大)、 内藤 靖彦(極 地研)、 河村 章人(三 重 大)

P631994/95年 鯨類捕獲調 査に よる ミン ククジラ分布 に対'する海洋環境の 解析

永 延 幹 男(遠 水研)、 狩野 弘昭(ア ジア航 測)、 藤瀬 良弘 、

西脇 茂(白 鯨研)
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極域および日本列島における

チョウノスケソウ　(Dryas　 octopetala)　 群落の構造
Sしructure　 of　 Dryas　 octopetala　 community　 in　 Arctic　 and　 Japan

増沢 武弘(静岡大学理学部生物)、神田 啓史(極地研)、

西谷 里美(都立大学・理・生)
　　　 MASUZAUA,　 Takehiro　 (Dep.of　 Bioiogy,　 Fac.of　 Science　 Shizuoka　 Univ.　 )　 ,

KANDA,　 Hiroshi　 (NIPR)　 and　 NISHITANI,　 Satomi　 (Fac.of　 Science　 Tokyo　 Metoropo⊥itan

Univ.　 )

[)ryaS　 community　 is　 one　 of　 the　 most　 characteristic　 of　 a1ユ 　arcttic　 and　 aユpine

p!ants　 genera　 in　 relation　 to　 the　 ice　 age.　 It　 was　 a　 dwarf　 shrub　 with　 xenomorphic

leaves　 adapted　 to　 survive　 periods　 of　 insufficient　 moisしure.　 DeVaaS　 Ω≦鎚 ユ皇

is　 distributed　 from　 tundra　 to　 alpine　 slope　 in　 Japanese　 South　 Alps.　 Comparative

ecophysiological　 study　 of　 D.　 octopetala　 was　 carried　 out　 in　 Svalbard　 (Norway),

Alaska　 and　 Japanese　 South　 Alps.　 Morphological　 data,　 specific　 leaf　 weight

and　 photosynthetic　 rate　 were　 measured　 for　 comparing　 with　 three　 types　 of

D2.」⊆趨.　 There　 were　 some　 differences　 between　 the　 three　 types,　 especia!ly

in　 physiological　 characteristics　 and　 population　 structure.

北極域か らll本 列島まで、北 半球の南北 に広

く分布 している植物 と して、 チョウノスケ ソウ、

ムカゴ トラノウ　(Bistorta　 vivipara)　 、　ムカ

ゴユ キノシタ　(Saxitraga　 cernua)　 などがある。

かつて何回かの氷河期 と関係 して、その分布 を

広げてきた周北極植物群の仲間で ある。現在 日

本列島に分布 している上記の植物 はほ とん どが

高山 に存在 していて、その個体数 は決 して多 く

ない。

チ ョウノスケソウはバ ラ科 の多年生 草本植物

であ り、北極周辺 には広 く分布 してお り、極域

に近い地域では高い現存量 を示 している。 また、

氷河 が後退 したあと、その環境 が安定すると、

遷物の最終段階と してチョウノスケ ソウ群落が

成立する。

我 々は北極域に分布 しているチョウノスケソ

ウと分布の南限で ある 日本列島に分布 している

もの について、その群落構造、生殖器官(種 子

生産)、 生理学的特性(光 合成 ・呼吸 ・蒸散)

などにっいて比較検討を行なった。

北極域のチョウノスケ ソウは年 間の生長量が

少な く、栄養繁殖 によるパ ッチ構造 を作ってい

構造 を作 らず、パ ッチが集まって、カーペ ッ ト

状 になっているものが多かっ た。 また 日本列 島

のもの は、個体(パ ッチ)の 大 きさ にかかわ ら

ず、一様 に花(種 子)を 生産 していた。 これ に

対 し、スバルバ ール における個体 群は、大型 の

パ ッチであっても、花 を付 けないものが数多 く

存在 した。

光合成能力 は、 日本列島のものが明 らかに高

い能力 を示 したが、北極域のものは24時 間連続

的 に光合成 を行なっているため、 一一日当りと し

て はほぼ同程度の光合成産物 を得 ているもの と

推定 され た。 また、 日本列島のもの はその最適

温度 が20～25℃ と高い値であった。 また、一一ー一日

を通 して連続 測定 を行なった結果、昼 夜 を問わ

ずほぼ光の変動 に追随 していた。総光 合成 能力

の最大値 は、10～13pmo1/㎡/sで あった。
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ス ピ ツ ベ ル ゲ ン 島 に お け る 土 壌 呼 吸 速 度:植 生 遷 移 に 伴 う 変 化

Soil　 respiration　 in　relation　 to　primary　 succession　 in　Spitsbergen

小 泉 博(農 環研)・ 別 宮 有 紀 子(都 立 大)・ 久 米 篤(早 稲 田 大)・ 増 沢 武 弘(静 岡大)

　 　 　 　 　 H.　Koizumi　 (NIAES),　 Y.　Bekku　 (Tokyo　 Metropolitan　 Univ.),

　 　 　 　 　 A.　Kume　 (Waseda　 Univ.)　 and　T.　Masuzawa　 (Shizuoka　 Univ.)

Soil　respiration(SR),　 air　temperature　 (AT)　 and　 soil　temperature　 (ST)　 were　 measured　 in　a　primary　 successional

series　(Site　RB　 and　 Site　l,　2,　3　and　 4)　 on　different　 aged　 moraines　 in　Spitsbergen　 Island　 (79(N).　 Soil　respiration

rates　 were　 measured　 by　 a　open　 flow　 methOd　 using　 rRGA　 during　 2　months　 from　 July　 to　August　 1995.　 Soil

respiration　 rates　 were　 different　 betw㏄n　 the　successional　 series:　 Site　RB,　 2～5　mgCO2m'2ht'1　 with　 a　pOsitive

relation　 between　 SR　 and　 AT;　 Site　 1,　5-10　 mgCO2m4hfl　 with　 a　positive　 relation　 between　 SR　 and　 AT;　 Site　2,

abOut　 30　mgCO,m'2hr　 l　with　 a　pOsitive　 relation　 between　 SR　 and　 AT;　 Site　3,　40・-50　mgCO2m'2hr"　 with　 a　positive

relation　 between　 SR　 and　 ST;　 Site　4,　aro皿d　 60　 mgCO2m'2hrl　 without　 significant　 relation　 betw㏄n　 SR　 and

temperatures.　 In　order　 to　estimate　 the　amount　 of　soil　respiration　 on　 the　 moraines　 of　the　glacier　 foreland,

statistical　 models　 were　 developed　 on　 the　basis　 of　the　relationships　 between　 SR　 and　 abiotic　 environmental

factors.

近年 の温 暖化 等の 地球 環境変化 は、 北半球 の高緯度地 域 の陸上生態系 に大 きな影 響 を及 ぼすの ではないか と

懸念 されてい る。 と くに気 温の上昇 は植物 お よび土壌微 生物 の生理 ・生 態 特性 に作用 し、 炭素 ・窒素 な どの

様 々な物 質の循 環 に影響 を及 ぼす こ とが予 測 され る。本 研究 ではスバ ー ルバル諸 島ス ピッツベ ルゲ ン島の氷

河末端域 におい て、植 生遷移段 階の 異 なるモ レー ン上 における土壌呼吸 速度 の実態お よびその環境要 因 との

関係 を明か に し、環境 変化 の影響予測 に資 する ことを目的 とす る。

【方法 】ス ピツベ ルゲ ン島ニー オル ス ンの東 ブレッカー氷河 の後退 に伴 って形成 され た植 生遷移段 階 の異 な

るモ レー ン上 に、氷河 末端部 に最 も近 い地点 か ら植生遷移の順 にSite　1～Site　4を 、 さ らにこの地域 において

比較 的 占有面積 の広 い氾濫原 にSite　RBを 設定 した。1995年7月 か ら8月 の二 ヶ月 間にわた り、 それぞれの

Siteにお ける土壌 呼吸 速度 とそれ に関わ る環境要 因の測定 を行 った。土壌呼吸速度 は赤外線 ガス分析計 を用 い

た通気 法で、5分 間隔で24～36時 間の連続測 定 により得 られた。 さらに空間的なバ ラツキ を評価 す るため に、

密 閉チ ャンバ ー法 に よ り複数点(6点)で の測定 を行 った。同時 に気温 、地温 、光量子密 度 、二酸化 炭素濃

度等 の環境要 因の測 定 を行 った。

【結 果】土壌 呼吸速度 は各Site間 で異 なっていた。遷移初期段 階 にあ るSite1で は土壌呼吸 速度 は5～10mgCO、

m㌔f1と 低 く、遷移 の進行 に伴 って、　Site2で30mgCO,m'2hr1、 　Site3で40～50mgCO2㎡2hr4、 　Site4で60mgCO,

m'2hflと 高い値 になった。一方、氾濫原 に位置す るSite　RBで は2～5mgCO　 2m㌔f1とSite　 1よ りも低 い値 を示 し

た。 これ らの土 壌呼吸 速度 と環 境要 因 との関係 をみ る と、土壌 呼吸 速度 は 、植 生 に被 われ ていな いSitel、

Site2お よびSiteRBに おい て気 温 と高 い正 の相 関 を示 し、植生 に被 われているSite　3に おいては地温 と正 の相 関

を示 した。 一方 、　Site4に お い て は、 温度 の変化 に対 して土壌 呼吸 速度 はほ とん ど変化 を示 さず 、60mg

CO2m'2hf1前 後の値 を保 ってい た。以上 の結果 を基 に して、温度 と土壌呼吸速度 の単純 な モデル式 を構 築 し、

7月 と8月 の二 ヶ月間 に各Siteの 土壌 か ら放出 されるCO2量 を推定 した ところ、　SiteRB、　Site1、　Site2、　Site3、

Site4で それ ぞれ2・5・40・60、90gCO、M'2の 値 を示 した。 これ らのCO2放 出量 は温帯 ・暖温帯域 で既 に測定

されて いる夏期(7月 ～8月)の 値 と比 較す ると、高 い値 を示すSite4で も1110、Site1やSiteRBで は、1/100以 下

で あった。
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スピッツベルゲン島における氷河末端域の土壌小型節足動物群集

Soil　 microarthropod　 communities　 at　the　 glacier　 foreland

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　in　 Spitsbergen　 Island

吉 田勝一(奥 羽大学),大 山佳邦(極 地研)

S.　YOSHIDA　 (Ohu　 Univ.)　 and　 Y.　OHYAMA　 (NIPR)

　 Community　 development　 of　 soil　 microarthropods　 on　 a　 primary　 succession　 in　 arctic

tundra　 was　 investigated　 at　 the　 glacier　 retreat　 area　 in　 Ny-Alesund,　 Spitsbergen　 Island

(79°N).　 Animals　 were　 extracted　 by　 Tullgren's　 funnel.　 Prostigmata　 and　 Collembola

occurred　 in　bare　 soil　on　 the　 moraine.　 The　 primary　 community　 dominated　 by　 Oribatida,

Collembola　 and　 Prostigmata　 established　 at　pioneer　 vegetations.　 Under　 Dryas　 octopetala

community　 and　 Salix　 polaris　 community,　 it　was　 shifted　 to　 the　 complex　 community

dominated　 by　 Oribatida.

近年、北 極域 の氷河 は地球の 環境変動 な

どに よって急 速 に後退 してい る。 したが っ

てその よう な地域 に成 、拉してい るツ ン ドラ

生態系 も大 き く変動 して いるこ とが予測 さ

れ る。 しか し、 これ まで この生 態系の 重要

な構成 要素であ る地表や地 中に生息す る小

型節足動物 群集 について の体系 的 調査 は行

われていない。それ ゆえ ノール ウェーの ス

ピッツベ ル ゲ ン島北 西部 のニー オルス ンに

ある東 ブ レ ッガー氷河後退域の モ レー ン帯

で、いろい ろな初期遷移植生下 の土壌 動物

群 集 を明 らか にす るこ とに よ り、その変容

過 程 を把握 しようと試み た。

調査 地点 は氷河末端 か ら約10mの モ レー

ン上の裸地 か ら、パ イオニア と してのコケ

やSaxifraga　oppositifoliaの 群 落 さらには遷

移 の進 んだ　Dryas　 octopetala　群 落'　Salix

polaris　 群落 まで、出現 した大 部分 の遷移

相 を網羅す る ように設置 した。 各地点 か ら

土壌お よび植物体 を定量 サ ンプラー(表 面

積4cm　 x　5cm,深 さ5cm)に よって5個 ずつ

採取 した。 サ ンプルか らの動物 の抽 出はッ

ルグ レン装置 に よって72時 間か けて行 われ

た。

氷河後 退 直後の植 物が全 く認 め られ ない

モ レー ンの細砂 中 に、極めて少 数個 体の ケ

ダニ と トビムシが出現 した。 これはモ レー

ンに最 も早期 に侵 入す るパ イオ ニ ア生物が

微小 な土壌 動物 であ るこ とを示 してい る。

そ して先駆 植物群 落内 には単純 で貧弱で は

あるがサ サ ラダニ ・トビムシ ・ケ ダニの優

占す る最初 の群 集が構築 され る 。 この群集

は、植物 群 落の一次遷移 に とも なって、 ま

ず生息密 度 を増 大 させ続いて多 様性 を高 く

す る方 向 に変化 してDryasやSalixの 群落

に認 め られ た複雑 なササ ラダニ優 占群集へ

と移行 してい く。

この よう に、本 調査 に よって 北極 ツ ン ド

ラにおけ る土壌動 物群 集の形成 過程 をほぼ

追跡す る ことがで きた。
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 CONSERVATION GENETICS AND BIODIVERSITY OF ARCTIC VASCULAR 

 PLANTS: LESSONS FROM MOLECULAR AND EVOLUTIONARY  STUDIES' 

                         Christian Brochmann 

Division of Botany and Plant Physiology, Department of Biology, University of Oslo, P.O. 

                Box 1045 Blindem, N-0316 Oslo, Norway

Most arctic-alpine vascular plants are polyploid (probably allopolyploid), i.e., they possess 
more than two complete sets of chromosomes, and they may thus contain more genetic 
variation than each of their diploid  progenitors. In addition, genes from several progenitor 
species may be conserved in virtually fixed condition in a single, extant polyploid species. 
Important features of the evolutionary and genetically specialized system of allopolyploidy, 

 e.g., fixed heterozygosity, reticulate phylogeny, and multiple origins of species, have largely 
been ignored in current discussions of arctic biodiversity and conservation. Recent studies of 
reproductive and molecular variation (RAPDs, ITS and matK sequences, RFLPs, isozymes), 
e.g., in Draba,  Saxifraga, Silene, and  Cerastium, not only have important implications for 
arctic conservation biology, but also provide novel insights into the possible adaptive 
significance of arctic polyploidy. 

     Three major groups may be recognized in arctic floras: 1) a small group of self-

pollinated diploids, which are genetically and ecologically  depauperate; 2) a small group of 
cross-pollinated diploids, which are genetically and ecologically variable; and 3) a large group 
of polyploids, of which most are mainly self-pollinating or asexual but nevertheless show 
remarkably high levels of genetic and ecological variation. Significantly, most of the 
inbreeding arctic diploids (group 1) have polyploid relatives, whereas most of the outbreeding 
arctic diploids (group 2) have no close polyploid relatives. Many polyploids do not have any 
or have only a subset of their diploid progenitors present in arctic areas today. These 
observations suggest that in pollinator-deficient environments such as the Arctic, recurring 

polyploidy serves as escapes from genetic and ecological depauperation and possibly 
extinction caused by uniparental inbreeding at the diploid level. A diploid may thus "survive" 
as a part of the fixed-heterozygous genome of its polyploid derivatives. 

     In Svalbard, 78-89% of the vascular plant species are polyploid, and the average ploidal 
level is approximately  hexaploid. Thus, the average extant species in Svalbard represents  three 
fixed diploid progenitor species. In addition, many of these polyploids may have originated 
recurrently. Multiple origins, use of wide species concepts, and fixation of several progenitors 
species in single extant species imply that use of mere species numbers gives considerable 
underestimates of arctic biodiversity. 

     Because of their fixed heterozygosity, arctic polyploids are excellently fit to 
inbreeding, fluctuating population size, and the "flickering switch" of Pleistocene climatic 
change. The traditional focus of conservation biology on the fate of small populations is 
therefore inappropriate in  the Arctic, where an optimal conservation strategy for most species 
is to secure many, small, and disjunct populations rather than few, large populations.

'This study was supported by a grant from the Terrestrial Ecologi
cal Research Program in Svalbard, the 

Norwegian Research Council.
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05 Soil microbiological and botanical observations 

  at Taimyr Peninsula and Sevrnaja  Semlja.

Manfred Bolter' and Hiroshi Kanda2

'Institute for Polar Ecology . University of Kiel 

  Wischhofstr. 1-3.  D-24148 Kiel Germany

     National Institute for Polar Research? 

9-10, Kaga 1-chome, Itabashi-ku, Tokyo 173, Japan

During an expedition to the  Taimyr Peninsula and Severnaja  Semlja in August 1995 we 

made field observations on soil properties and vegetation and did analysis on the 

microbial communities of the soil surface layers in the laboratory. Here we show 

preliminary data from one place at Taimyr Peninsula (Levinson-Lessing Lake area, 5 

sites), and  Severnaja  Semlji Bolshevik Island (6 sites),October Revolution Island (5 

sites) and  Komsomolsk Island (4 sites), where columbines studies were carried out. 

A strong change in vegetation pattern was found from Levinson-Lessing Lake to those 

place at  Severnaja Semlja. Whereas at Taimyr we found a vegetation dominated by 
higher plants, those sites at Severnaja Semlja are mostly dominated by mosses or lichens 

and higher plants play a minor role. The northern most place at  Komsomolsk Island 

close to the Akademik Nauk Glacier is a polar desert with only one species of higher 

plants  (Cerastium biatynickii and two mosses  (Bryum sp., Poganatum sp.). The 

distribution of the bacterial biomass as well as of bacterial counts is strongly related to 

total organic matter measured as loss on ignition. Highest counts and biomass were 

found in moss cushions or cushions of e.g. Novosieversia glacialis  (3.23*109 cells/g 

d.wt.). Lowest counts and biomass was found in all samples of barren sods, either 

from active frost patterns or from soils close to Akademik Nauk Glacier  0.01*109 

cells/g d.wt.). This, pattern, however, cannot be related to mean bacterial cell 

volumes, which range from 0.04 to 0.08  1.1m3. These data are have to be regarded in 

relation to other edaphic variables and give a first impression of soils, vegetation and the 

microbial community of most northern  terrestrial habitats.
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   ABSTRACT

Activity of lichens under the influence of snow and ice

L. Kappen

A major aim of our investigations in polar regions is the adaptation of vegetation to the 

peculiar environmental conditions in polar regions. A concept model was developed that 

describes the main limiting and favourable factors influencing photosynthetic production of 

cryptogams, mainly lichens. Snow and ice - usually stress factors to the activity of plants - can 

be effectively used by lichens due to their poikilohydrous nature. Light, the basic driving force 

to photosynthetic activity, may be deleterious under certain circumstances of the cold 

environment. In moderate climates the summer season is most favourable to plant activity and 

production and is therefore called the growing season. In the continental Antarctic as well as in 

the high Arctic region the favourable light and temperature conditions during the summer 

period may not be as profitable to the productivity of lichens as expected because water is 

deficient. Like in many arid regions, climatic conditions during transient seasons (early 

summer, fall) merit greater attention if plant activity is considered and investigated. Our way 

of investigating this is to establish measuring systems that automatically record 

microenvironmental parameters and lichen activity over the whole annual period. Another is to 

investigate physiological responses of lichens to the environmental conditions with experiments 

mainly carried out in the field.
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1991/92年(JARE33)～1995/96年(JARE37)間 の

SIEFS研 究 計 画 関 連 の 活 動 状 況

　　 SIEFS　 related　 activities　during　 l991/92(JARE33)-1995/96(JARE37)

福 地 光 男(極 地 研)

Fukuchi,　 M.　 (NIPR)

　 　 The　 first　 phase　 of　 Sea　 Ice　 Ecology　 and　 flux　 Study　 (SIEFS)　 program　 is　planned　 for　 five　 years,

starting　 from　 the　 l991/92　 summer　 season　 (JARE33)　 to　 l995/96　 summer　 (JARE　 37).　 The

principal　 objective　 of　 SIEFS　 program　 is　to　clarify　 the　 biological　 processes　 peculiar　 to　the　 existence

of　 seasonal　 sea　 ice;　 temporal　 changes　 of　 primary　 production　 and　 its　downward　 sedimentation

processes　 and　 decomposition　 processes　 (SO-JGOFS　 related),　 dynamics　 of　 zooplankton,　 benthos

and　 nekton,　 energy　 transfer　 into　 higher　 trophic　 levels　 (SO-GLOBEC　 related)　 and　 palaeo-

environmental　 studies　 of　 the　 sea　 ice　 area.　 Major　 areas　 of　 the　 SIEFS　 program　 are　 between　 35(E

and　 40(E　 around　 Syowa　 Station,　 between　 45(E　 and　 55(E　 and　 between　 55(E　 and　 60(E　 in　the　 Indian

Sector　 of　 the　 Antarctic　 Ocean.　 Two　 other　 areas　 of　 Breid　 Bay　 (around　 24(E)　 and　 Prydz　 Bay　 are

alsoselected　 as　 refei'ence　 sites.　 PrydzBay　 is　one　 ofthe　 CCAMLR　 monitoring　 sites.　 Not　 only

shore-based　 studies　 a1'ound　 Syowa　 Station　 as　 an　 overwinte1'ing　 program　 but　 also　 ship-based

studies　 have　 been　 calTied　 out.

　 　The　 first　year　 observations　 were　 carried　 out　 around　 Syowa　 Station　 from　 February　 1992　 to

January　 1993.　 Several　 routine　 observation　 sites　 were　 occupied　 on　 the　 coastal　 fast　 ice　 area　 for　 the

sediment　 trap　 experiments,　 plankton　 and　 benthos　 investigations.　 Primary　 production　 process　 in

the　 surface　 layer　 and　 its　transferring　 process　 into　 the　 deeper　 layer　 were　 investigated.　 Bottom

sediments　 were　 also　 collected　 for　 the　 palaeo-environmental　 study.　 The　 second　 year's　 program

was　 made　 from　 Feb.　 1993　 to　January　 1994.　 The　 third　 year's　 program　 was　 also　 carried　 out　 from

February　 l994,　 to　 January　 l995.　 During　 the　 relief　 cruise　 of　 the　 icebreaker　 Shirase　 between

Australia　 and　 the　 Antarctic,　 surface　 chlorophyll　 is　continuously　 measured.

　 　 Penguin　 study　 (SO-GLOBEC　 related)　 has　 started　 in　l995/96　 summer　 and　 will　continue　 to　the

second　 phase　 of　SIEFS　 (1996-2000).

海氷圏生物総 合研 究計画 は 海氷域特有 の 生物過程 を明 らか にす る 目的で第33次 南

極地域 観測隊(1991/92年)か ら開始 された,一、基礎生 産及 びその沈降 過程の 時系

列変動　(SO-JGOFS関 連)、 動物 プランク トン ・底生生物 ・遊 泳生物の動態 、高次捕 食

者へのエ ネルギーの流 れ　(SO.GLOBEC関 連)及 び古環境 に関す る研 究 を.主要 課題 と し

た1:,昭和基地周辺 での3ヶ 年 の越冬 観測(第33次 一第35次)が 終了 し、特 に定 着氷

ドでの沈 降粒状物 の季節変化 と経年変化 のデー タが蓄積 され現在解析 中 であ る.,ま た、

第37次 隊か らは夏期観測 と してアデ リーペ ンギ ンを対象 と した　SO-GLOBEC関 連 の

研究が 開始 された。
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08 白鳳 丸KH-94-4次 南 大 洋 航 海 の研 究 概 要

Research　 activities　 during　 the　 R八/　 Hakuho　 Maru　 cruise　 (KH-94-4)

　 　 　 in　the　 Antarctic　 divergence　 area　 in　l994　 austral　 summer

川口弘一(東 京大学海洋研究所)

K.　 KAWAGUCHI　 (ORI,　 University　 of　Tokyo)

　 　 The　 cruise　 by　 the　 R/V　 Hakuho　 Maru　 of　Ocean　 Research　 Institute,　 the　 University　 of

Tokyo　 was　 conducted　 in　 the　 Indian　 sector　 of　 the　 Southern　 Ocean　 from　 22　 November

l994　 through　 l4　 February　 1995.　 A　 total　 of　 fifty-seven　 scientists　 and　 supporting　 staffs

from　 twenty-one　 institutes　 attended　 this　 cruise.　 Most　 of　 scientific　 activities　 were

conducted　 in　 the　 two　 different　 water　 masses,　 both　 sides　 of　 the　 Antarctic　 Divergence

around　 64°S,　 140°E　 by　 following　 the　 floating　 systems.　 Main　 subjects　 of　 studies　 carried

out　 were　 as　 follows:

1)　 optical　 characteristics　 of　 aquatic　 environment　 in　 the　 Southern　 Ocean　 and

　 photosynthetic　 efficiency　 of　 various　 phytoplankton　 communities

2)　 dynamics　 of　 phytoplankton　 communities　 and　 primary　 production　 patterns　 (iron

　 problem　 incLe)

3)　role　 of　microbial　 loop　 in　the　 Southern　 Ocean　 ecosystem

4)　distribution　 and　 quantitative　 study　 of　the　 colloidal　 particle　 in　the　 Southern　 Ocean

5)　 rate　 process　 study　 on　 feeding　 and　 growth　 of　 mairl　 net　 zooplankton　 in　the　 ice-edge

　　area

6)　 distribution　 and　 food　 web　 structure　 of　 macrozooplankton　 and　 micro-nekton　 in　 the

　　convergence　 area　 (acoustic　 study　 incl・)

7)　 study　 on　 the　 biological　 productivity　 in　the　 epipelagic　 zone　 based　 on　 the　 sediment　 trap

　　analysis

白鳳 丸KH-94-4次 航海 は21機 関、57人 の研究者が乗船 し、 オース トラ リア

の南140°E、64°Sを 中心 とす る南極 発散線 海域 で行 われ た。発散 線南北 に各1点

ずつ大観測 点 を設定 し、生物群 集の特性 、各種生物量 、一次 ・二次生産の特性 、

微生物食物 環、 漂流系 に よるセ デ ィメン ト採 集 、係 留系 による長期観 測(し ら

せ 回収)等 の研 究 を行 った。そ の概 要 につい て紹 介す る。結果 の総合 は、各 グ

ルー プの結果が 出そろ う来年秋 を予定 してい る。
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09
1994/95年 開 洋 丸 に よ る 南 極 海 オ キ ア ミ 生 態 系 調 査 航 海 の 概 要

AN　OUTtＬNE　 OF　THE　ANTARCTlC　 RESEARCH　 CRUlSE　 BY　THE　R/Vκ4/　 yO　NARU　 AROUND

　　　　　　　　　　　　　　　　THE　 SOUTH　 SHETLAND　 lSLANDS　 IN　1994/95

永 延 幹 男 ・一 井 太 郎 ・川 口 創(遠 洋 水 研),荻 島 隆(東 北 水 研),

高 尾 芳 三(水 工 研)

M.　NAGANOBU・T.　 1CHll・S.　 KAWAGUCHl　 (NRlFSF),T.　 OGlSHlMA　 (TOHOKU　 NFRl)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　 Y.　 TAKAO　 (NRlFE)

The　 seventh　 Antarctic　 research　 cruise　 by　 the　 R/V　 ノ「ヨ/yo　 Maru　 of　 the

Japanese　 Fisheries　 Agency　 was　 conducted　 in　the　 southwest　 of　 the　 Scotia　 Sea

and　 Drake　 Passage,　 especially　 in　the　 vicinity　 of　the　 South　 ShetIand　 Islands

from　 December　 1994　 to　 February　 1995.　 The　 main　 objectives　 of　 this　 cruise

were　 oceanographic　 and　 ecological　 surveys　 in　 relation　 to　 the　 distribution

and　 abundance　 of　 the　 Antarctic　 kriIl　 (Euphaus/∂ 　suXフerba　 DANA),　 including

the　 Joirlt　 research　 program　 of　 Japan,　 Germany,　 Korea　 and　 USA.　 Detailed

analytical　 studies　 are　 currently　 in　 progress.

[は じめ に]水 産庁開洋丸 は、1994年10月21日 東京 出港か ら95年3月20日 同入港

までの期間 に、第7次 南極 海調査 を南 極半島域 のSouth　 Shetland諸 島周 辺 海域

でナ ンキ ョクオ キア ミ(Euphau$/∂ 　superba　 DANA)生 態系 に関す る調査 を実施 し

た。南 極圏調 査域 での滞在 日数は総計62日 であ った。また 同海域 で独 国 ・韓 国 ・

米国 と共 同調査 を実施 した。現段階 では調査速報 を出 してい るが、別途 に調 査

報告書 を刊行 予定。

[調査 概略]　 CCAMLR(南 極海洋生物資源保存 委員会)で は、局所 的に操業す るオ

キア ミ漁 業によ る地域 生態系へ の影響 を強 く懸念 している。 同漁業 国で あ る日

本 にとって、オキア ミ生態 系の解 明およ び漁業/環 境変動 に よる南極海 生 態系へ

の影響 評価は重要な課題で ある。オキア ミ主漁 場/CCAMLR生 態系 モニ タ リング計

画域で ある水域 で、次 の諸課題 を目的 と した調査 を実施 した。

(1)オ キア ミフラ ックス:分 布密度(計 量魚探/網 採集)と 海 洋環境条件の 変動

を追跡 した。(2)オ キ ア ミ摂餌生 態:船 上飼育 し植物/動 物 プランク トンの摂餌

状 態を調べ、予想 以上に動物食性が強 い ことが分か った。(3)オ キ ア ミ/捕 食 者

の相互 関係:NOAAと の共同でSeal島 繁殖の捕 食者(ヘツギ ン/オットセイ)の採食 行 動 と

その餌 分布の特徴 を追跡 し、相互関係 を調べた。(4)オ キア ミ生物学 的特 性 値

の測定:各 種 網 で採 集 し性別 ・体長 ・性 熟度 を測 定 した。(5)国 際共 同定線 観

測:生 態 系変化 を追 うために、55°W線 を4ケ 国 で計6回 の反復観測 を実施 した。
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010 A Review of recent ANARE marine biological 

 Has the new ship performed?

cruises.

  G.W. Hosie, H.J. Marchant, W.d.l. Mare, S. 

Australian Antarctic Division, Channel Highway,

Nicol, T. Pauly and R. Williams 

Kingston, Tasmania 7050, Australia

Australia started large scale Antarctic marine science surveys in 1981 as part of the 

international BIOMASS (Biological Investigations Of Marine Antarctic Systems And Stocks) 

program. The supply ship Nella Dan was converted for marine science which included 
alteration to the stern for krill and plankton trawls. Limited fish trawling was possible. There 

was limited laboratory space. The ship was not purpose built for marine science and this did 
limit Australia's research activities. Nonetheless, over 100 research papers were produced 

from 6 dedicated Nella Dan marine science surveys, covering phytoplankton, zooplankton, 
fish, seals and birds in addition to krill Euphausia superba which was the focus of the 

research. 

In 1990 Australia commissioned the ice breaker Aurora Australis. This ship was purpose 

built for marine research. The ship has a much larger trawl deck providing enhanced krill and 

fish trawling capabilities, several dedicated laboratories and a suite of underway sampling 

instrumentation including sophisticated hydroacoustic equipment. The Aurora Australis has 

completed 5 major marine biology surveys to the Prydz Bay region and around Heard Island. 

Three surveys around Heard Island in June 1990 (winter), January 1992 (summer) and 

August-September 1993 (spring) primarily focused on the distribution and stock assessment 

of commercially important fish stocks. Studies on the composition of phytoplankton, 

zooplankton and benthic communities were also conducted. The other two surveys were 

conducted in the Prydz Bay region and the principal objective of those surveys was the study 

of the distribution, abundance and general ecology of Antarctic krill using hydroacoustics and 

nets. Important secondary programs included studying the zooplankton community 

structure in the region, the composition and production of protists (phytoplankton and 

microzooplankton), geographical and vertical distribution of the Antarctic silverfish 

 Pleuragrcunma  antarcticum, and the structure of benthic communities. A hydroacoustic 

survey for krill was also conducted in Prydz Bay during the physical oceanographic survey in 

February 1992. On all of the biological cruises, the distribution of birds and mammals were 

also studied as well as some physical and chemical oceanography in support of the biological 

program. 
Australia's marine science program has expanded beyond just marine biology, and several 

additional cruises have been dedicated to more detailed physical/chemical oceanography, as 

part of the international WOCE (World Ocean Circulation Experiment) program, as well as 

glaciology and geoscience. We now average two dedicated marine science voyages per year 
in addition to the resupply of stations and transport of expeditioners. This paper will describe 

some of the more significant findings from the biological cruises only and future biological 

surveys will also be discussed.
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011
The potential role of melted "Brown Ice" as sources of ammonia and 

  chelators to the surface waters of the Weddell Sea, Antarctica.

 Brandini, F. (UFPR/CEM. BRASIL) 

Baumann, M. E. M.  (AWI, GERMANY)

The Antarctic sea ice is the site of production of great amounts of dissolved biogenic 

compounds of a very diverse nature, including potential chelators and reduced nitrogen 

which are introduced into adjacent surface waters in marginal ice zones during melting 

periods. The effect of melted brown ice on the development of surface phytoplankton in 
the Weddell Sea was tested experimentally using natural surface populations and cultured 

diatoms. Growth rates were enhanced after additions of filtered melted brown ice. EDTA 

were also used as a standard chelator in order to compare the chelating capacity of surface 

 water and melted ice. It was demonstrated that surface waters are not limited by lacking of 

chelating compounds which may be originated in ice communities. The role of melted 

brown ice as potential sources of either  ammonium or chelators affecting primary 

production in marginal ice zones is discussed.

Key Words: brown ice, ammonium, chelators , diatom growth, Antarctic
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012 The zooplankton community structure 

of Prydz Bay, January-February 1993. 

      Where are the krill?

                    G.W. Hosie and T.G. Cochran 

Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania 7050, Australia

Previous large scale surveys of the Prydz Bay region have identified the continental shelf edge 

of Prydz Bay as an area of rapid transition between three major zooplankton communities. 

One of these communities is dominated by the Antarctic krill Euphausia superba. This 

community was located mainly along the continental shelf edge, usually between the offshore 

main oceanic community dominated by copepods and chaetognaths, and the neritic 

community dominated by E.  crystallorophias. In January-March 1991, the Prydz Bay 

continental shelf area was the subject of a more intensive mesoscale survey to more accurately 

define the distribution patterns of the three zooplankton communities in that area. The 

composition of the communities were much the same as previously defined. However, the 

distribution pattern of the krill dominated community was different from those previously 

observed. That community did not separate the copepod and E. crystallorophias dominated 

communities in Prydz Bay and apparently was displaced to the west. The same transects were 

resurveyed in January-February 1993 with an additional 5 transects extending west of the 1991 

survey area. Cluster analysis and non-metric multidimensional scaling were used to define 

the communities, their distribution patterns, indicator species and species affinities. The 

zooplankton composition and species associations defined were more or less the same as in 

previous surveys, large and mesoscale. However, in 1993 the krill dominated community was 

almost absent. The neritic community dominated the continental shelf region and the main 

oceanic (copepod) community dominated the remainder of the survey area to the north of the 

shelf edge. Only three disconnected sampling sites indicated the presence of the krill 

dominated community. A number of hypotheses have been presented to explain the 

apparent absence of krill: 1) there has been a genuine decline in krill numbers since the earlier 

surveys; 2) the overall distribution pattern of krill has change and were outside the survey area; 

and 3) the krill biomass had not declined or moved geographically but remained in the survey 

area but dispersed, thus not forming a distinctive community seen previously.

Temperature, was strongly correlated with the zooplankton community distribution patterns, 

suggesting that temperature has more influence at the mesoscale level than at larger scales. 

Sea ice patterns, chlorophyll a abundance and salinity were also correlated, to a lesser extent, 

with the community distribution patterns.
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Respiration and Oxidative Phosphorylation of Mitochondria from Tissues 

               and Organs of Antarctic  Fish") 

   Mateus  Sugizakr)  , Pedro Helix  Lucchiari(2) and Metry  Bacile 

Brazilian Antarctic Station Commander Ferraz, King George Island South 

                      Sheilands

      In a previous paper, Bacila et al (Comp. Biochem. Physiol. 92B (2): 313-318, 1989) 

published some results on the effect of temperature on the respiration and oxidative phosphorylation 
of the cardiac muscle sarcosomes from the ice fish Chaenocephalus aceratus In the present 

 communication, a more ample research work has been carried out on the physiological properties of 

liver, cardiac muscle and encephalon isolated mitochondria from the Antarctic fish Notothenia neglecta 

Most of the date obtained ware in regard to the effect of temperature. Mitochondria was extracted 

 after homogenisation in a Potter-Elvehjem glass homogeniser in a medium containing 0.25 M 

mannitol,  10-'M EDTA in 103M TRIS-HCI buffer, pH 7.4. For the experiments on oxidative 

phosphorylation adequate amounts of inorganic phosphate buffer were added to this buffer solution. 
All assays ware carried out by means of a polarograph adapted with an oxygen electrode possessing a 

temperature sensor as described by Lucchiari (personal communication). Respiration rates, 

oxidative phosphorylation and respiratory control values were established for these preparation, also 

in regard to the effect of temperature. 

(1) With a grant-in-aid from the Brazilian AntarcticProgram-CNPq,  Project  # 4.503. 
(2)  Universidade  Estadual  Paulista  Julio de MesquitaFilho , Bauru, Sao Paulo, Brasil 
(3)  Laboratono de Piscicultura, Universidade Federal do  Parana, PR, Brasil
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P1

ス ピ ッ ツベ ル ゲ ン 島 に お け る 土 壌 微 生 物 バ イ オ マ ス:植 生 遷 移 に伴 う変 化

　 　 MicrobialbiomassinrelationtoprimarysuccessioninSpitsbergen

別 宮 有 紀 子(都 立 大)、 久 米 篤(早 稲 田 大)、 小 泉 博(農 環 研)

Y.　Bekku　 (Tokyo　 Metropolitan　 Univ.),　 A.　Kume　 (Waseda　 Univ.)　 and　H.　Koizumi　 (NIAES)

Microbial　 biomass　 was　 studied　 in　a　primary　 successional　 series　 on　 different　 aged　 moraines　 in　Spitsbergen

Island.　 Soils　 were　 sampled　 at　every　 l　cm　 depth　 from　 the　 soil　 surface　 in　middle　 August,　 and　 the　 MicK)bial

biomass　 was　 measured　 with　 the　substrate-induced　 respiration　 method.　 Microbial　 biomass　 was　 highest　 in　the　top

layer　 in　all　successional　 stages,　 and　 decreased　 to　negligible　 amount　 at　3　cm　 depth.　 In　the　 oldest　 stage　 of

succession,　 the　biomass　 in　the　O　～　0.5　 cm　 layer　 was　 3　times　 as　large　 as血ose　 of血e　 younger　 stages.

北極域 は地 球温 暖化 の影響が最 も顕著 に表 れる と予想 されている 。気 温 の上 昇 は土壌 中の微 生物 活

動 の活発化 をもたら し、炭素 や窒 素 な どの様々 な物質 の循環 に影 響 を及 ぼす こ とが予 測 される。 そ

こで本研 究 は北極 域 ス ピッツベ ル ゲ ン島 に おい て、年 代 お よび植 生 の異 なる モ レー ン上 の土壌微 生

物バ イオマスの現状 を把 握 し、バ イオマ ス と環境要 因 との関係 を明 らか にす る ことを 目的 とす る。

【方 法】 氷 河後 退 域 に形成 された年代 の異 なるモ レー ン上 に、 氷 河末 端 部 に最 も近 い地 点 か ら植

生遷移 の順 にSitel～Site4を 設定 した。 また、 この地 域 に おいて比 較的占有面 積 の広 い氾濫 原 にS　ite-

RBを 設定 した。1995年8月 中旬 に、各Siteに おいて7地 点 か ら深 さ別 に土 壌 を採取 した。　Site1、　Site2

では表層0.5cm,0.5～2.5cm,2.5～3.5cmの 深 さで土壌 を採 取 した。　Site3、　Site4で は リタ一層 も含 め

て表層 か らlcmご とに採取 した 。　Site-RBは 表層lcmの み を採取 した。採取 した土壌 の 一部 は炭 素 ・窒

素濃度 の分 析 に使用 し、残 りは2mmの ふ るいを通 した後、 土壌水 分 を最大容水 量 の50%に 調整 し、

Andeson　and　Domsch　 (1978)　の手法 に よ り土壌微 生物 バイオマスを測定 した。

【結 果 】 土 壌 微 生 物 バ イ オ マ ス(Fig.1)は 全 て の

Siteに お い て 表 層 ほ ど大 き く、 下 層 ほ ど小 く な り、

Zm以 深 で ほ ほ0で あ った。 特 にSitelお よ びSite2で は、

表層 わず か0～0.5cmの 間 に50～70%も のバ イ オ マ ス が

集 中 して い た。　Site4は0～2cmに 他 の調査 地 の3倍 もの

バ イ オマ ス が 存 在 して い たが 、2cm以 深 で は他 の調 査

区 と同様 に ほ とん ど み られ な か っ た。 深 さ2cmま で の

微 生 物 バ イ オ マ ス はSi　te　1～Site4お よびSite.RBに お い

て 、 そ れ ぞ れ0.9、2.5、3.3、3.9、0.5gCm'2で あ っ た 。

これ は暖 温 帯 域 の草 地 にお け る夏 期 土 壌 微 生 物 バ イ オ

マ ス の0.5～4%に 相 当 す る。 この よ うなSite別 、 深 さ

別 のバ イ オ マ ス の変 化 と植 生 お よび土 壌 炭 素 ・窒 素 含

量 との関係 に つ い て考 察 す る。
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P2

カナダ北極圏エルズ ミア島の植生に関する

地生態学的研究

Geoecology　 of　 arctic　 vegetation　 of　 Ellesemere　 Island,　 Arctic　 Canada.

小泉武栄(東 京学芸人学地理学研究室)

Takeei　 l【OIZUMI(Depart薗ent　 of　 Geography、 　 Tokyo　 gakugei　 University)

　 Arctic　 meadows　 named　 arctic　 oasis　 are　 reported　 from　 glaciated　 valley　 of

Ellesemere　 Island,　 Arctic　 Canada.　 The　 author　 examined　 the　 habitat　 conditions　 of

meadow　 from　 Viewpoint　 of　 geoeoology.　 Around　 the　 vaney　 of　 Sverdmp　 pass,

distribution　 of　 arctic　 meadow　 is　 restricted　 in　 the　 area　 of　 granite,　 and　 there

exist　 rare　 vegetation　 on　 shale　 area.　 Granite　 areas　 are　 covered　 with　 glacial

till　 oomposed　 of　 boulder　 salldy　 silt.　 This　 deposits　 are　 able　 to　 support　 arctic

meadow.　 On　 the　 other　 hand,　 shale　 area　 are　 lac㎞g　 of　 glacial　 ti皿　 and　 covered

with　 五ne　 debris　 produced　 by　 frost-splitting.　 These　 debris　 are　 unstable　 on

aco皿tof　 frost　 action　 and　 only　 rare　 plants　 survive　 on　 them.　 So　 in　 E皿esemere

Island,　 locations　 of　 vegetation　 are　 decided　 by　 geoiogy　 and　 comoposition　 of

slope　 deposits.

[は じめ に]エ ル ズ ミア 島 は グ リー ンラ ン ド

の北 西の 肩 に位 置 す る本州 よ りやや 小 さめ の島

で あ る。 この 島 の 高地 は山 岳氷 河 に覆 わ れ るが 、

と ころ ど ころ に あ る低 地(氷 食 谷)で は氷河 は

消滅 して お り、 そ こに はSvoboda　 ら(1981)がar

ctic　 oasisと 呼 ん だ草 原 が広 が って い る。 この

うち北 緯79度 半 に あ るSverdrup　 pass　 (以 ド、

passと 略 称)か らは 高等植 物 が76種 報 告 されて

お り、 ジ ャ コ ウ ウ シ も生息 して い る。 こ この極

地 草原の 成 立要 因 を探 るた めに 地生 態 学 的視 点

か ら調 査 を行 った。

[調 査結 果]　 passは は東 西 方 向 に走 って い る

が 、 草原 が よ く発 達 す るの は谷 底 の平 地 と北 側

の 山 地斜 面 の み で あ って、南 側 の 山地 で は植 物

は ご く乏 しい。 そ れ ぞ れの 立地 条件 と植物 群落

は次 の よ うで あ った。

北 側 の 山 は花 岡岩 か らな り、 稜線 部 で は基盤

が 露 出 して い るが 、浅 い谷 の中 や そ れ に続 く斜

面 に は氷 河 堆 積 物 が 厚 く堆積 して い る。 この堆

積 物 は巨礫 か ら砂 ・シル トまで を 含ん で い て、

植 物 の定 着 に適 した 安定 した 立地 を形 成 して い

る。 植被 の発 達 が よい の は この ため と考 え られ、

水辺 に は イ ワ ヒゲ の、 斜 面 に はキ ョクチチ ョウ

ノ スケ ソ ウの群 落 が発 達 す る。 また扇 状地 に は

イネ科 の 草 原、　passの 谷底 に はキ ョクチヤ ナギ

の群 落 が 広 が る。砂 質 の エ ス カ ー上 に はキ ョク

チ ヒナ ゲ シの 単独群 落 が み られ る。

これ に対 し、 南 の山 は頁 岩 か らな り、 氷河 堆

積物 は ほ とん どの って い な い。 稜線 の …部で は

硬 い地 層(硬 質 頁岩)が 露 出 して い てそ こで は

植物 は皆 無 で あ る。 一一・方、 それ 以外 の と ころで

は岩 が 凍 結 破砕 作用 を 受 け て細 か く砕 か れ、 み

ご とな ソ リフラ ク シ ョンロ ー ブが生 じて い る。

そ こで は立 地が 不安 定 な た め にSaxifragaopos'

ノが/泌 藺 が まば らに み られ るだ けで あ る。 ま

た急 な崖 の 下で は崖 錐 が発 達 す るが 、 植物 はみ

られ な い。

[考 察]　 passの 北 と南の 山地 で植 物群 落 の 発

達 が異 な る原因 にっ い て、　Svoboda　 らの研 究 グ

ル ー プ は温 度条 件 に違 い を求 め よ うと してい る。

しか し白夜 の 下で はい い結 果 は得 られ て いな い。

地 生態 学 的 視点 か らみ ると、 この違 いは地 質 を

反 映 した もので 、斜 面堆 積 物 の 粒度 組成 の 差が

極端 な植 被 の違 い を引 き起 こ した と考 え る。
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氷 河 後 退 域 の ユ キ ノ シ タ 科 植 物 の シ ュ ー ト 形 態 の 解 析

Shoot　 form　 variation　 of　Purple　 Saxifragae　 (Saxlfraga　 opposltifolia　 L).

久 米 篤 ・伊 野 良 夫(早 稲 田 大 ・教 育)・ 増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)

　 　 　 A　.　KUME,　 Y.　lNO　 (Waseda　 Univ.)　and　T,　MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)

Adaptive　 meanings　 of　current　 shoot　 forms　 of　Saxifraga　 oρ ρos1倣)〃a,　 growing　 in　the　 glacial

recession　 area　 in　Spitsbergen　 Island　 (79°N),　 were　 investigated.　 The　 shoot　 forms　 were

classified　 by　 the　 following　 standard.　 (G)　 Long　 stem　 type:　 Length　 of　third　 internode　 was　 >6

mm.　 (2)　 Middle　 stem　 type:　 Length　 of　third　 internode　 was　 ≦6　mm　 and　 the　 length　 was　 ionger

than　 the　 Ieaf.　 (3)　Short　 stem　 type:　 Length　 of　third　 internode　 was　 shorter　 than　 ieaf　 and　 it　was

possibie　 to　distinguish　 the　 leaves　 from　 apical　 bud.　 (4)　 No　 stem　 type:　 The　 internode　 iength

was　 <1　 mm　 and　 it　was　 impossible　 to　distinguish　 the　 leaves,　 The　 shoot　 form　 analysis　 revealed

that　 the　 various　 shoot　 eco-physiological　 characteristics　 change　 with　 the　 internode　 length.

は じめ に:　Saxifraga　 oppositifoliaは 周 北極

域 の 氷 河後 退 域 で 遷移 の 初 期 段 階 に 出現 す

る高等 植 物 で 、　Prostrate　 tyρeとCushion

typeの2つ の 生 育形 を取 るエ コ タ イ プが 存

在 す る こ とが知 られ て い る 。 しか し、2っ

のtype間 の形 態 的 な境 界 は 明確 で な く、生

育形 の違 いに どの よ うな 生 態 学 的 な 意 義 が

あ るの か も 明 らか で は な い。 そ こで シ ュ ー

トの形 態 と伸 長 様 式 を解 析 し、 シ ュ ー ト形

態 の タ イプ分 け を行 な い 、当 年 シ ュ ー トの

形 態 の違 いか ら この2つ の 生 育形 の違 いの

生態 学 的 な意 味 を 明 らか に した 。 そ して 、

シ ュー ト形 態 の 違 いが成 長 ・繁 殖 に どの よ

うな影 響 を も た らすの か を推 測 し、 生育 形

の違 い の適 応 的 意 義 を考 察 した 。

調 査 地 と方 法 二　Spitsbergen島 のNy-Alesund

(79°N)で 、氷 河 後 退 に伴 う遷 移 段 階 の異 な

る4地 点 の 個 体群 か ら30個 体 を採 集 した 。

採 集 個 体 の 根 ・葉 ・茎(葉 柄 が合 着 した も

の)・ 花 の 乾 燥 重 量 、 シ ュ ー ト当 た りの 葉

面 積 、表 面 積 、茎 長 、葉 ・茎 の 乾 燥 重 量 を

測 定 した 。葉 面 積 は デ ジ タ ル ノギ ス 、 イ

メ ー ジ スキ ャナ で 測 定 した 。

結 果:　 S.　oppositifoliaの 当年 シ ュー トの 形

態 の 違 いは 主 に節 間 の 長 さ に よ って 決 って

い た 。 そ こで 、第3節 の節 間 長 の違 いを基

に次 の よ うに シ ュ ー ト形 態 を分 類 した 。

(1)　Long　 stem　 type:節 間 長 が6mm以 上 。

(2)　Middie　 stem　 type:節 間長 が6mm未 満 、

節 間 長 が葉 よ りも 長 い。

(3)　Short　stem　 type:節 間 長 が葉 よ りも短 い

が 、葉 が識 別 で き る。

(4)　No　stem　type:節 間 長 が1mm以 下 で 、

個 々 の葉 が頂 芽 と一 体 で識 別 で きな い 。

一 つ の 当年 シ ュ ー トの 途 中 か ら形 態 が 変 化

す る こ と、例 えば(4)か ら(2)に 移 行 す る こ

とは な か った 。 生育 形 の 違 い は 、 そ の 個 体

が どの よ うな比 率 で各 タ イ プの シ ュ ー トを

持 つ か の 違 い と考 え る事 が で き た 。 各 タ イ

プ の 生 態 学 的 特 徴 を整 理 す る と 、乾 重 量 当

りの 茎 長 は(1)が3.5mg'1で 最 も長 く、(4)が

0.3mg-1で 最 も短 か っ た 。有 効 受 光 表 面積

(頂 芽 上 面 と葉 の 表 面 積)と 全 表 面 積(さ ら

に頂 芽 側 面 と葉 の 裏 面 積 を加 え た も の)は 、

(3)が120cm2g;と240cm2g'1で 最 も 大 き く、

(4)が10cm2giと30cm2g'1で 最 も 小 さ か った 。

Cushiontypeは(3)を 多 く持 つ 個 体 と(4)を

多 く持 つ個 体 に 分 け らた 。(3)を 多 く持 つ個

体 は 、乾 重 当 りの 有 効 受 光 表 面 積 が最 も 大

き い 。 この タ イプ の個 体 は 、 フ ィ ー ル ドで

乾 重 当 た りの 開花 数 が 最 も 多 か った 。(4)の

シ ュ ー トを多 く持 つ個 体 は 乾 重 当 た りの 全

表 面 積 が 小 さ い た め乾 燥 に 強 い が 、有 効 受

光 表 面 積 も小 さ い 。 この性 質 は 、 雪解 けの

早 い乾 燥 しや す い場 所 に適 して い る。 ま た 、

この よ うな場 所 は生 育 期 間 が 長 い 。

Prostrate　 typeは(1)の シ ュー トを 多 く持

ち 、乾 重 当 た りで 最 も効 率 良 く裸 地 表 面 を

覆 う こ とが で き る 。 これ は 栄 養 塩 類 が地 表

面 に偏 在 して い る環 境 に適 して お り、加 え

て 氷 河 溶 氷水 に よ って 植 物 体 の一 部 が 流 さ

れ る 、 あ るい は埋 ま る と い った撹 乱 に 強 い 。

S.oρpositifoliaは 、 当年 シ ュ ーKの 茎 の 節

間 長 に大 きな 変異 を 持 ち 、 それ に よ っ て

シ ュ ー トの 生態 学 的特 性 が 大 き く変 化 して

い る事 が 明 らか に な った 。 生 育 地 で の 観 察

か ら、 この節 間 長 の 変異 は あ る程 度 遺 伝 的

に 決 定 され て い る こ とが 示 唆 され た 。
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ム カ ゴ ト ラ ノ オ(Polygonum　 viviparum　 L .)の 繁 殖 特 性

　 　 　 　 　 Reproductive　 characteristics　 of　Polygonum　 vMparum　 L.

西 谷 里 美(都 立 大 学 ・理 学 部),増 沢 武 弘(静 岡 大 学 ・理 学 部)

S.　NISHITANI　 (Tokyo　 Metropolitan　 Univ.),　 T.　MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)

There　 are　 many　 theoretical　 studies　 on　 reproductive　 strategy　 under　 environments　 fluctuating

u叩redictably,　 but　 practical　 studies　 in　the　 field　 are　 few.　 As　 the　 firststep　 of　 the　 study　 to

examille　 reprodllctive　 strategy　 of　P.　 vjvjpalVIII　 in　an　 arctic　 area,　 we　 collected　 basic　 data　 on

repr(xluctive　 characteristics　 in　Ny-Alesund,　 Svalbard　 (79　 N　 12　 E).　 About　 half　 individuals

p「oduced　 flowers　 as　well　 as　 bulbils,　 but　 no　 seeds　 were　 matured.　 Reproduction　 was　 size

dependent,　 the　 probability　 of　 reproxlucing　 in　the　next　 year　 increased　 with　 increasing　 weight　 of

rhizome　 in　auturnr).　 Considerable　 nuinber　 of　plants　 showed　 repeated　 reproduction　 in　the

SucceSSive　 twO　 or　 three　 yearS.

予測 性 の低 い変 動 環 境 下 で の繁 殖 戦 略 に

つ い て、 こ れ まで に多 くの 理 論 的 な研 究

が行 わ れ て い る が 、 実 証 的 な研 究 は少 な

い 。 ノヒ:育可 能 期 間 力・一短 い極 域 や 高 目|に4ヒ

有 す る生 物 は、 環 境 変 動 の 影 響 を受 け や

す い と考 え られ る の で、 こ うい っ た実 証

研 究 に は格 好 の材 料 とい え る。 本 研 究 の

目的 は、 根 城 に生 育 す る ム カ ゴ トラ ノ オ

の繁 殖 戦 略 を明 らか にす る こ とで あ るが 、

今 回 は そ の 第 一一・歩 と して 、1995年8

月 にSvalbard諸 島Ny-Alesulld　 (79　N　l2　E)で

行 っ た野 外 調 査 と冬 芽 の観 察結 果 に つ い

て報 告 す る。

ム カ ゴ トラ ノ オ は、 タデ 科 の多 年 草

で北 半球 に広 く分 布 す る,,日 本 で も本 州

中部 以 北 の 高 山 帯 に 生 育 して い る,,繁 殖

個 体 は 短 い 地 下茎 か ら高 さ数Cm～10cmの

花 茎 を た て る。 花 序 に は先 端 の0～ 数 個

を除 きム カ ゴが 作 られ る。 氷 河 が後 退 し

た後 数 千 年 を経 た モ レー ン に、 繁 殖 個 体

の 調 査 用 にlmxlmの コ ドラ ー トを10個 、

また 繁 殖 しな い個 体 も含 め た詳細 な調 査

の た め に50cmx50cmの コ ドラ ー トを6個

設 置 した。 野 外 で の サ イ ズ 測 定 に加 えて 、

生 育 終 了時 に地 下 茎 を採 集 し、 冬 芽 の観

察 を行 った。

主 な結 果 は以 下 の とお りで ある。

1)ム カ ゴ トラ ノオには、生産 す るム カ

ゴの色 が異 なる2つ の タイ プが存在 す る

(赤 とピ ンク)。 この うち ピ ンク タイ プ

は全 く花 をつ けな か った。 一方、赤 タイ

プの うち半数 の個体 は花 をつ けたが、結

実 にはい た らなか った。 したが って この

地域 で の繁殖 は もっぱ らムカゴに依存 し

てい るこ とになる。

2)冬 芽 の観 察か ら、翌年 の繁殖 の有 無

は、前年 の秋 には決定 され ている こ とが

わか った。繁殖 はサ イズ依存 的 で、地下

茎 のサ イズが大 きいほ ど翌年 の繁殖 の可

能性 は高 か った。

3)95年 に繁殖 した個体 の うち80%

以上 もの個体 が96年 も繁殖 す るこ とが

わか った。 また、95年 に繁殖 した個体

の うち少 な くとも25%は 、94～96

年 の3年 間連続 して繁殖 する事 が明 らか

にな った。
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富 士 山 高 山 帯 に 生 育 す る ヤ ハ ズ ヒ ゴ タ イ(Saussurea　 triPtera　 Maxim.)群 落 の

生 理 生 態 学 的 研 究

Ecophysiological　 studies　 of　Saussurea　 triptera　 Maxim.　 community　 in　alpine　 zone

on　Mt.　 Fuji.

田 渕 有 佳 子(静 岡 大 ・理)、 増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理)

Y.　TABUCHI　 (Shizuoka　 Univ.)　 and　 T.　MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)

It　is　well　 known　 that　 plants　 have　 some　 adaptability　 to　their　 environmental　 condition.　 Skzec∬ecrca　 'ゆtera　 Max丘n.

population　 which　 grows　 in　alpine　 zone　 on　 Mt　 Fuji　 is　not　 an　ex㏄ption　 On　 Mt　 Fuji,　 S.　'ゆtera　 population　 grows

mainly　 hl　fbrest　 floor　 near　 the　timberline.　 But　 a　part　 of　it　grows　 in　patches　 which　 consist　 of　、Polygonec〃2　cuspidztu〃z

in　Iloei　 volcanic　 crater　 near血e　 timber五ne.　 There　 are　 much　 enVironmental　 difference　 between　 those　 two　 places.

Ino脚area,　 photOsynthetic　 rate　 of　patch　 type　 S.　t伽u　 in　summer　 was　 26.5μmo1CO2/m2/sec.　 This　 is　about

2　times　 higher　 than　 that　of　forest　 type.　 Their　 plastisity　 makes　 them　 possible　 to　grow　 in　those　 two　 habitats.

は じめに

植物 が生育環境 に応 じてその形 態な どを変

化 させ る ことはよ く知 られ ている。富 士山の

高 山帯 に生育 するヤハズ ヒゴタイ(Saussurca

in'Ptera　Ma)dm.)も 例外 ではな い。 このヤハ

ズ ヒゴタ イは、富 士山にお いては森林 限界近

くの林床 が主 な生 育地 で ある。 また、森林限

界 を抜 けた、火 山性砂礫 か らな る宝永第二火

口内に も、イ タ ドリ等 のパ ッチ の中に限 って

生育 が認 め られ る。生育環境 を大 き く異 にす

る これ らを、 前者 を林床 型、後 者 を火 口型 と

区別 して、両 者 の性質 を比較 す る とともに、

分布 の要 因 を検討 した。

結果

両生 青地の微気象 を比 較す ると、光環境 は

火 口の方 が 良 いが、土壌 の水 分環 境 や栄養 条

件 は林 床 の方が良 い。温度 環境 は火 口の方 が

平均 して2℃ ほど高 いだ けだが、8.月 の 日中

には、 火 口では7℃ も高 くなっ た。

両型 を形態的 に比較 す ると、 火 口型 は林床

型 よ りも多 くの花序 を形成 し、　S　LW　 (specific

leaf　weight)は 林床 の約2倍 の値 を とった。

光合成速度 は生育地 の光環境 に対 応 して大 き

く変化 した。 光環 境 の良 い火 口型 では、 光飽

和 状態において26.5　pt　molCO　 、　/m　2　/sec.Oune

29,1994)を 示 し、同時期 の林床型 の12.9μmol

CO、/m2/sec.(July6,1994)を 大 き く上回 った。

しか し、光合成 の至 適温度 には両型 に違 いが

なかった。 さ らに、 地下部貯 蔵物質 の含有量

の季節変化は、全糖 、デ ンプ ンともに両型 が

同様の変化 を示 した。 この ような結果 か ら、

林床型 と火 口型 は本来 同 じもの で、火 口型 は

林 床型 が生育 地 を林 床 か ら火 口へ と拡大 した

結果 だ と考え られ る。 ま た、 火 口内にお け る

分布 の特徴(パ ッチ 内にのみ生育 す る)は 、土

壌 中の含水量が関係 して い る もの と思わ れ る.

ヤハ ズ ヒゴタイ は、 そ の 可塑性 を活 か し、

火 日内パ ッチ まで生 育地 を拡大 した もの と思

われ る。そ して、限 られ た新 しい環境 にお い

て、よ り良 い光環境 を得 る ことを可能 に して

い るもの と考 え られ る。
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富 士 山 高 山 帯 に お け る コ タ ヌ キ ラ ン(　Carex　 doenitzii5の 定 着

Establishment　 of　Carex　 doenltziion　 Nhe　alpine　 zone　 of　Mt.　Fuji

木 部 剛(総 研 大 ・極 域 科 学),増 沢 武 弘(静 岡 大 ・理),神 田 啓 史(極 地 研)

　 　 　 T.　KlBE　 (Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),　 '「　MASUZAWA　 (Shizuoka　 Univ.)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 and　 H.　KANDA　 (NIPR)

　 　 　 　 Carex　 doenitzi"s　 one　 of　the　 pioneer　 plants　 on　 the　 alpine　 zone　 of　Mt.　 Fuji.

The　 seed　 production,　 the　 buried　 seed　 population　 and　 the　 seedling　 establishment

were　 studied.　 Numerous　 viable　 seeds　 were　 produced　 (ca.　4,200　 /m2).　 Some　 of　them

were　 stored　 in　the　 soil.　The　 mean　 number　 of　buried　 viable　 seeds　 was　 640　 /m2.　 More

than　 50　 %　 of　buried　 dead　 seeds　 had　 already　 germinated.　 Seedlings　 occurred　 in

mid-June　 and　 most　 of　them　 died　 in　August.

高 山植物 や極地 の植物 は,寒 冷 な気象

条件 や生 育可能期 間が短 いこ とな どか ら,

種 子 に よる繁殖 が困難 である.種 子 によ

る繁殖 は,開 花,受 粉,結 実,種 子散布,

発芽,実 生 の定着の一連 のステー ジの う

ち,い ず れ を欠 いても成立 しない.も っ

とも寒冷 な北極 ツン ドラでは,開 花 に も

至 らない場合 が多 い.日 本の高 山帯 は,

や は り寒冷 な気象条件下 にある.そ こに

生 育 する さま ざまな植物 の繁殖過程 の う

ち,実 生 の定着 は北極域 と同様 に困難 で

ある.

本研究 では,富 士 山高山帯 に生育す る

カヤツ リグサ科 スゲ属 コタヌキラン

(Carex　doenitzinlの,種 子生産 か ら実生の

定着 にい たる までの量的 な推移 を明 らか

にす るこ とを試み た.ま た,埋 土種子個

体群 の規模 につ いても調査 を行 った.

コタヌキ ランの生産種子数 は約4,200

個/m2で,生 存埋土種子数 は平均640個

/m2で あ った.コ タヌキ ランの種子 生産量

は個体 のサ イズに依存 的 であった.こ の

ことか ら,個 体 サ イズの増大 とともに種

子生産量 も増加 して いる と考 え られ る.

また,低 温湿潤処理 を施 した種子 の発芽

実験 か ら,コ タヌキランの種 子 は散 布後

に休眠性 をもたないこ とがわかった.死

亡埋土種 子の約半数 に発芽 の痕跡 が見 ら

れた ことか ら,高 率 で発芽 して も,実 生

と して出現す るこ との で きる個体 が ご く

わずかであるこ とが示唆 された.コ タヌ

キラ ンの実生 は6月 下旬 に集 中 して出現

した.出 現数 は0.6個 体/m2で,そ の多 く

は梅雨 明 け後 の7月 下旬 か ら8月 下 旬 ま

での間に枯死 した.種 子生産量 が多 く,

種子 の発芽能 力が高 いに もかかわ らず,

実生 の定着 はご くまれである とい える.

コタヌ キランは,開 花,結 実が同所の

植物 中 でもっとも早 く,6月 初旬 に開花

し,8月 中旬 に は結 実 を終 える.短 い生

育期間中 に生活環 を完了 させ るこ とので

きる植物 である と考 え られる.ま た,短

い期 間内での豊富 な種 子生産 を支 える仕

組 み と しての,陽 地型の光合成特性 や,

生育開始期 の根茎内の貯蔵炭水化物 の利

用 につい ても考察 した.
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環 境 操 作 に 対 す る 高 山 植 物 の 成 長 反 応:

立 山 に お け るOTCを 用 い た 実 験 に つ い て

　　 Growth　 responses　 of　alpine　 plants

to　an　artificially　 manipulated　 environment

坪田麻 実子(富 山大 ・理)、 和 田 直也(富 山 大 ・理)、 小 島 豊(富 山 大 ・理)

M.　 Tsllbota　 (Fac.　 Sci.,　 Toya,　 ma　 Univ.),　 N.　 Wada　 (Fac.　 Sci.,　 Toyama　 Univ.)

　 　 　 　 　 　 　 　 and　 S.　Kojima　 (Fac.　 Sci.,　 Toyama　 Univ.)

Two　 mini-opell　 top　 chambers　 (σ ＴC)　 were　 installed　 at　an　 elevation　 of　 2850　 m　 asL　 in

Tatcyama　 Ranges　 to　 observe　 grow{h　 responses　 of　 alpine　 plants　 to　 artificially　 elevated

tcmperahlre,　 ln　 the　 OTCs,　 ten　 twigs,　 each　 of　 Empetru/n　 nigru/n　 and　 Loiseleuria

/)1'o('lt〃〃)(・〃s,　 werc　 marked　 and　 their　 growth　 was　 rcgularly　 measured　 by　 using　 a　 micro

caliper.　 Othcr　 tcll　twigs　 of　the　 same　 species　 were　 also　 marked　 outside　 the　 OTCs　 and　 their

growtll　 was　 compared　 with　 tllose　 inside.　 Data　 loggers　 were　 installed　 to　 record　 ground

gurfacc　 tempcratllres　 bo(h　 inside　 and　 olltside　 theσrC　 in　every　 one　 hourintervaL　 The　 ()rC

cleva(ed　 ingide　 tcnlpera{ure　 by　 3.3　 ℃ 　for　daily　 avcrage,　 6.2℃ 　fordaily　 maximum　 and　 O.5　 ℃

for　 daily　 millimllm　 temperatures　 ill　average.　 After　 77　 days　 of　 the　 experiment,　 apparently

plants　 irlsidc　 (he　 ()'1℃s　 exhibitcd　 significa,　 ntly　 better　 growth.

「はじめに1温 室効果ガスの増加による気候温

暖化が懸念され ている.IPCC(1990)は 中緯度地

域において年平均気温2～3℃ の上昇を予測して

いる.温 暖化はlll岳地域におい て,植 生の垂直分

布に少なからぬ影響を及ぼすと考えられる.特 に

高海抜地 では温暖化とともに低地の植物の上昇が

起こり,高 海抜地の植物 は"追 い出され",そ の

地域から絶滅つる懸念 も持たれている.そ のため

国際ツン ドラ実験計画(II[X)は,高 緯度地方のみ

ならず中低騨度高山帯における研究の重要性 も指

摘 している.木 研究は,中 緯度地方の高海抜地 の

典型例 として富山県立山山地を選び,オ ープン ・

トップ ・チt・ンバー(OTC)を 用いて気候温暖化の

模擬実験を行い,植 物の生育を観察記録したもの

で,そ の結果をここに報告する.

[方 法]立 山山地の一一ノ越 から浄土山に通じる

尾根1(標 高2850m>にIl藤 式OICを2基 設置 し,

その内外における植物の反応を観察 した.植 生は

ガンコウランを優占種 とし,ミ ネズオウ,コ ケモ

モ,コ メススキなどが混生する優生低木群落であ

った.　OTCの 内と外において,ガ ンコウラン,ミ

ネズオウの小 枝をそれぞれ10本 づっ選び標識を付

り,適 宜時間間隔において小枝の当年伸長成長を

マイク[]ノ ギスを用いて計測 した.2基 のOTCの

うち1基 にはデータロガー　(KADEC-　U2)を 設置 し,

内外における地表温度 を1時 間ご とに測定 記録 し

た.実 験は1995年7月16日 か ら9月30日 までの77

日間にわた って行なわれた.

[結 果]2基 のOTCに おいて,ガ ンコウラン,

ミネズオウはともにOTC内 で外よ りも大きな伸長

を示 した.し か しOTC　No.1とNo,2と で はその様子

に幾 らかの違いが見 られた.最 も顕著 な成長を示

したのはOTC　No,1内 のミネズオウで,実 験期間中

に平均15,26mmの 伸びを示 した.こ の ときOTC外

のミネズオウの伸びは同11.59maで あ った.ガ ン

コウランは実験の早い時期か ら内外の伸長成長に

統計的な有意差を示 したが,ミ ネズオウは実験の

最後の時期で有意差を示した.　OTC　No,2に おいて

は.ガ ンコウラン,ミ ネズオウともにHo.1に 比 べ

て成長は遅 く,実 験の終期 にな って始めて有意差

を示 した.地 表温度につい ては,実 験期間中の 日

平均温度は3,3℃ ほど内部が高か った.日 最高温

度で は内部で平均6.2℃ 高いのに対 し.日 最低温

度では内部で0,5℃ 高いに過ぎなか った.こ のこ

とから実験で用いたOTCは 内部の最高温度を増大

させることが明らかとな った.実 験期 間を通 じて

記録された最高温度の極値 は48.4℃(内)で あり,

最低温度の極値は一9,3℃(外)で あ った.
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高 山 植 生 か らみ た 地 球 温 暖 化 の 研 究

一中央アルプス木曽駒ケ岳におけるフェノロジーおよび気象モニタ リングー

　 　 　 　 　 　 　 Green　 house　 effect　 on　 alpine　 plants

-Pheno|ogical　 and　 climatic　 monitoring　 by　experimental　 warming ,

Mt.　Kisokomagatake,　 Central　 Japanese　 Alps－

中新田育子(東 大 ・院 ・地理学),　 GENET　 (Geoecological　 Network);　 水野一晴 ・高 岡貞夫 ・

飯 島慈裕(東 京 都立大学),増 澤 直 ・福與 聡 ・山本聡子(東 京農工大学),小 林 真吾 ・山本貴仁

(愛媛県総 合科学 博物館),木 村圭 司(東 京大学),町 田裕之(日 大付属佐野高等学校)

1kuko　 NAKASHlNDEN　 (Geography,THE　 UNIV.　 OF　 TOKYO,　 GENET　 (Geoecological　 Network):

K.　MlZlNO,　 S.TAKAOKA,　 Y.IIJIMA　 (Tokyo　 Met.　 Univ.),　 T.MASUZAWA,　 S.FUKUYO,　 S.　YAMAMOTO

σbkyo　 Univ.　 of　Agriculture　 &　Technology),　 S.　KOBAYASHI　 &　T.　YAMAMOTO　 (Ehime　 Pref㏄tural

Science　 Museum),　 K.　KIMURA　 (The　 Univ.　 of　Tokyo),　 H.　MACHIDA　 (Nichidai　 Sano　 High　 School)

　 A　 longterm　 monitoring　 on　 alpine　 plants　 by　experimental　 warming　 have　 been　 carried　 outfromthisyearat

Mt.　 Kisokomagatake　 (　2,956m),　 Central　 Japanese　 Alps.　 5　sma‖ 　greenhouses　 (OTC:　 Open-top　 chamber)

were　 set　on　 some　 alpine　 plant　 communities　 (　Evergreen　 and　 Deciduous)　 to　raise　 the　 temperature　 inside　 .

Some　 p|ants　 showed　 phenologica|　 changes　 from　 the　very　 first　summer.　 They　 had　 ear|y　 flowering　 time　 and

emergence　 of　new　 |eaf　 and　 late　yellowing　 of　Ieaves　 and　 defoliation　 .　Leaf　 size　 and　 height　 of　plant　 also

increased　 in　some　 plants　 after　 the　 end　 of　July.　 These　 results　 suggest　 that　 the　 alpine　 plants　 are　 veW

responsive　 to　 warming　 trend.　 However,　 we　 have　 to　consider　 continuous　 strong　 wind　 shelterd　 by　 the

greenhouses　 when　 we　 evaluate　 the　 greenhouse　 effect　 in　the　 alpine　 site.

は じめ に:高 緯度 の寒冷 地域 や高山は地球が

温 暖化 した時 に最 も大 きな環境変化が起 こる と予

測 されて いる.こ う した変化 をい ち早 く把握す る

た め に,ユ991年 か ら北極 を囲 む国々で国際 的な長

期 モニ タ リングプロジ ェク ト　(ITEX　 :　Int'|Ttlndra

Experiment)　 が始 ま ってい る.日 本 は温帯地域 に属

す るが,高 山帯 には北極起 源の植物 が多 く遺存 し

て お り,地 球 規模 での温暖化 現象 を解明 して ゆ く

た めに は,日 本 にお いて も同様な研 究が必要 と考

え られ る.

そ こでGENETで は今 年5月 か ら,長 野県木曽駒 ヶ

岳(2,956m)の 山頂付近 の風衝斜 面 に調査 サイ トを設

け,2000年 を目処 に高山植物 のモニ タリングを開

始 した.調 査 地の高 山植物群 落(常 緑,落 葉)に

ア ク リル温室 を設置 し,温 室 内外 の植生 の フェノ

ロ ジーや生長量 の違 い を観察 し,同 時に気象 の観

測 を行 って いる.植 生の観察は5月 の消雪 直後 か ら,

10月 の降雪直前 まで行 い,原 則 と して週一 回記録

を行 ってい る.気 象観測 はデー タロ ガー を用 い,

通 年 の観測 を行 って いる.

結 果:本 年 の生長 開始期 にお ける開葉,開 花時

期 は一 部 の種 につい て温室 内外 で一週間ほ どのズ

レが見 られた.結 実,紅 葉 の開始時期 と,落 葉 に

つ いて は,温 室内 の個体が外 よ りも遅れ る傾 向が

見 られた.ま た葉 のサ イズや シュー トの長 さな ど

の形態 的 な変化 は7月 下旬 か ら見 られ,温 室 内の個

体 が外 に比べ大 きくなった.気 候 のモニ タ リング

については,6月 初旬で温室 内の温度 は外気温 に比

べ3℃ 高かった.ま た強風 時で も温室が シェルター

とな り,温 室 内で は風 の影響 か らまぬかれ る結果

となった.

考 察:温 室 を設置 した当年 の成長期 か ら植生 に

変化がみ られた ことか ら,高 山植物 は気候 の変化

に敏感 に応答す ることが考 え られた.落 葉種 は開

葉,開 花が早 ま り,落 葉時期 に遅 れが み られた こ

とで,温 室効 果 によ り生長期 間が延長 された と考

え られた.こ の傾 向は カナ ダのITEXサ イ トで も報

告 されている　(UNESCO　 MAB-NSN,ユ994).ま た温

室内の植物が外 に比べ て生 長が よい ことは,仮 に

気候的なス トレスが軽 減 された場合,個 体が さ ら

に生長で きる可 能性が ある ことを示 してい る.次

年度以降は植物 のエ ネルギー蓄積 の差が温室内外

で顕著 になる と思 われる.温 室 は温 度 を人工的 に

上昇 させ る 目的で設置 されているが,そ れ に加 え

て,実 際高山帯で は風衝 を緩和 する効果 がある よ

うに思われる.日 本 の高山は世界 で も有数 の強風

地帯 といわれてお り(小 泉,1984),多 くの植物

はそ こか ら派生す るさま ざまな環境 ス トレスを受

けている もの と考 え られる.従 って,高 山帯 にお

ける温暖化 の評価 につ いて は,今 後 よ り細 かい観

測が必要 となろう.
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カ ム チ ャ ッ カ 半 島 中 部 プ ロ ス カ や 山 の 森 林 限 界 に 分 布 す る グ イ マ ツ

(Larix　 gmelinii　 (Rupr.)　 Rupr.)　 の 分 布 と 生 育

Distribution　 and　 growth　 of　 Larix　 gmelinii(Rupr.)Rupr.　 at　 the　 forest

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 limit　 of　 Mt.　 Proskaya,　 central　 Kamchatka

沖 津 進(千 葉 大 ・園 芸)

S.　 Okitsu(Chiba　 Univ.,　 Fac.　 Horticulture)

　 　 Variation　 in　 spatial　 structure　 and　 growth　 characteristics　 of

a　 Larix　 gmelinii　 population　 was　 studied　 along　 an　 altitudinal

gradient　 at　 the　 forest　 limit(ca.　 930　 m　 in　 alt.)　 on　 the　 western

slope　 of　 Mt,　 Proskaya,　 central　 Kamchatka.　 Tree　 height　 decreased

gradually　 from　 ca.　 8　 m　 at　 the　 upPer　 closed　 forest　 limit　 to　 ca.

0.5　 m　 at　 the　 upPer　 tree　 limit.　 A　 clone　 by　 buried　 branches　 from

a　 tree　 forming　 a　 mat　 apPeared　 where　 the　 tree　 height　 became　 less

than　 ca.　 4　 m.　 A　 population　 above　 there　 maintained　 itself　 mainly

by　 layering.　 There　 was　 no　 clear　 relation　 between　 the　 diameter

and　 the　 age　 of　 the　 stems　 within　 a　 mat,　 suggesting　 oPPortunistic

establishment　 of　 the　 stems,

は じ め に:カ ム チ ャ ッ カ 半 島 で は 通 常

ダ ケ カ ン バ 林 が 極 相 林 と な り,森 林 限

界 を 形 成 す る.し か し,半 島 中 部 で は

針 葉 樹 の エ ゾ マ ツ　(PiCeajeZOenSiS)

や グ イ マ ツ　(Larix　 gmelinii)　 が 島 状

に 孤 立 分 布 し,グ イ マ ツ は と き と して

山 岳 森 林 限 界 を 形 成 す る.カ ム チ ャ ッ

カ 半 島 中 部 の グ イ マ ツ 森 林 限 界 は,1)

島 状 に 孤 立 分 布 し て い る 樹 種 の 限 界,

2)一 般 に は 極 相 構 成 種 とみ な さ れ な

い カ ラ マ ツ 類 の 限 界,な ど の 点 で 興 味

深 い.し か し,こ れ ま で の と こ ろ,カ

ム チ ャ ッ カ 半 島 中 部 の 森 林 限 界 の 構 造

や 樹 木 の 分 布,成 長 な ど に つ い て の ま

と ま っ た 報 告 は 殆 ど な い.こ こ で は,

半 島 中 部 の プ ロ ス カ や 山 に お け る 森 林

限 界 の グ イ マ ツ の 分 布 と 成 長 に つ い て

報 告 す る.

調 査 地 と方 法:プ ロ ス カ や 山(標 高40

45m)は 半 島 中 部 に そ び え る 火 山 で,全

体 と して は な だ ら か な 熔 岩 流 斜 面 で 構

成 さ れ て い る.森 林 限 界 は 標 高930m程

度 で,グ イ マ ツ が 主 な 構 成 種 だ が,や

や 急 な 斜 面 で は ダ ケ カ ン バ が 構 成 す る.

森 林 限 界 の 上 部 は ミヤ マ ハ ン ノ キ 低 木

林 と 高 山 ツ ン ド ラ と の モ ザ イ ク 状 の 植

生 と な る.西 側 斜 面 の グ イ マ ツ 森 林 限

界 に,幅10m,長 さ320mの ベ ル ト トラ ン

セ ク ト を,閉 鎖 し た 森 林 の 上 部(標 高

910m)か ら グ イ マ ツ 個 体 分 布 上 限(標

高960m)に か け て 設 置 し,グ イ マ ツ の

分 布 と成 長 を 調 査 し た.

結 果 と 考 察:グ イ マ ツ の 樹 高 を 見 る と,

閉 鎖 林 上 限 で は 樹 高8m程 度 で あ る が,

トラ ンセ ク ト中 部 で は 樹 高4m程 度 に 徐

々 に 減 少 した.そ れ 以 上 で は,高 木 状

個 体 数 本 が ま と ま り,そ の あ い だ を 高

さ1m程 度 の マ ッ ト状 の 個 体 が う め る,

群 生 す る 樹 形 を 示 した.個 体 分 布 上 限

で は 高 木 個 体 は 見 ら れ ず,低 木 の マ ッ

トの み が 散 在 し た.グ イ マ ツ は,高 木

限 界 付 近 か ら 上 部 で は,枝 が 地 中 に 埋

も れ て 新 た な 個 体 を 補 給 す る 伏 条 更 新

で 個 体 群 を 維 持 し て い た.マ ッ トは こ

う し た 伏 条 更 新 に 由 来 す る.同 一 マ ッ

トの グ イマ ツ 個 体 間 で,樹 齢 と 直 径 と

の 間 に は 相 関 関 係 が 見 ら れ な か っ た.

こ の こ と は,機 会 的 に 好 環 境 に 恵 ま れ

た も の だ け が 定 着,成 長 す る こ と を 示

し て い る.樹 形 か ら は 明 ら か な 風 衝 作

用 は 認 め ら れ な か っ た の で,こ の 森 林

限 界 は 気 温 条 件 に 主 に 支 配 さ れ て い る

と 思 わ れ る.ダ ケ カ ン バ は 群 生 し な い

の で,こ の こ と に よ る 環 境 緩 和 作 用 が

な い た め に,グ イ マ ツ ほ ど に は 上 昇 し

な い も の と 考 え ら れ る.
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日本の 高山 か ら採 集 された地 衣類数 種のphotobiont

Photobionts　 of　some　 species　 of　Iichen　 collected　 from　 alpine　 areas　 in　Japan

飯 田高 明(広 島大 ・理)・ 中野武登(広 島大 ・理)・神 田啓 史(極地 研)・

出口博 則(広 島大 ・理)

T.　lhda　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.),　 T.　Nakano　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.),

　 　 　 H.　 Kanda　 (NIPR)　 and　 H.　 Deguchi　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.)

　 　 Photobionts　 were　 isolated　 from　 seven　 species　 of　 lichen　 collected　 from　 Japanese

alplne　 areas.　 They　 are　 Trebouxia　 crenulata　 (from　 Cetra拍isiandjca　 ssp.　 orientali$) ,　T.

舗ci　 〈from　 Stereocaulon　 vesuvianum>、 　T.　 gbmerata　 〈{rorn　 Cladina　 rangiferina 、　 Cladonia

uncialis,　 C.　 mitis,　 Stereocaulon　 octomerum　 and　 S.　 vesuvianum>　 and　 T.　 impressa　 〈frorn

Cetraria　 islandica　 ssp.　 orientalls　 and　 C.　 juniperina).　 Stralns　 were　 cultured　 under　 AO,　 A5

and　 20°Cbecause　 of　 investigate　 relationship　 temperature　 and　 growth .　 Trebouxia

cr(∋η〃1afa　 andτimpressa　 were　 newly　 found　 in　Japan.　 Strains　 isolated　 from　 Cetraria　 grew

only　 at　 10°C　 and　 15℃.　 On　 the　 other　 hand,　 strains　 from　 Clad1ηa ,　 Cladoη1a　 and

Stereocauloηgrew　 well　 at　20°C.

〔は じめ に〕 高 山地域 には地 衣類 が 多 く生

育 して い る に も 関 わ ら ず,そ れ らのphoto-

biontの 実 態 は ほ とん ど明 らか に され て い な

い.本 研 究 で は,日 本 の高 山地 域 の地 衣類 か

ら 得 られ た　photobiontの 種 を 明 ら か に し,

それ らの低温 に対 す る適 応 性 を検 討 す る こと

を 目的 と した.

〔材料 と方 法 〕　 photobiontの 研究 に用 いた

地 衣 類 は 次 の7種9点 で,長 野 県 の 御 嶽 山

(標 高3000m)と 白馬 山(2700m)で 採 集 され

た.

Cetrarja　islandica　ssp.　orienta〃s　(2点),C.

jun1ρeriηa(1点),　 Cladjηaraηglferjηa(1点),

Cladoη1aL1ηc/a〃s(1点),　 C.　mitis(1点),

Stereocaulon　 octomerum　 (　1点 、),　S.　vesu－

vianUM(2点).

これ ら の 生 鮮 資 料 か ら　photobiontを 分 離

し,20001ux,12時 間 明期/12時 間時 期 の 培

養 条 件 下 で,BBM培 地 を 用 い て培 養 した.

温 度 条 件 は10C,15C,20Cの3段 階 を設

定 した.得 られ た9株 につ いて,藻 体 の形 態

お よび 生 活史 を光 学 顕 微鏡 下 で観 察 し,種 の

同 定 を行 った.ま た,温 度 条 件 と藻株 の増 殖

や 形態 との関係 につ いて も検討 した.

〔結果 と考察 〕　 Photobiontの 種 を同定 した

結 果,単 細 胞 性 の緑 藻類,　 Trebouxiaの 次の

4種 を確 認 した.

Ｔrebouxia　 crenuiata　 (　1点 、):　Cetraria　 islandica

ssp.　orientalisカ ・ら

T.　erici〈1点 、)j　Stereocaulon　 vesuvianumか

ら

τ　910merata　 (　5点):　 Cladina　 rangiferina,

　 Cladonia　 uncialis,　 C.　mitis、　Stereocaulon

vesuvianum,　 S.　octomerumカ ・ら

τiMρressa(2点):　 Cetraria　 islandica　 ssp.

orientalis、　C.　juniperinaカ ・ら
1なお

,　Trebouxia　 crenulata,　 T.　impressaは

日本 新 産 種 で あ る.

Cetrariaか ら 分 離 さ れ た3株 は,10℃,

15Cの 温 度 条 件 下 で は 生 育 可 能 で あ っ た が,

20℃ で は す べ て が 枯 死 し た.こ の こ と は,

これ ら の　photobiontが 寒 冷 地 域 に 適 応 した

結 果 で あ る と 考 え られ る,　 Cetrariaは 冷 帯 ・

寒 帯 地 域 を 中 心 に 分 布 して お り,こ の 事 実 と

Photobiontの 低 温 に 対 す る適 応 性 と の 関 連 が

示 唆 され る.

一 ブラ
,　Cladina、 　Cladonia,　 Stereocaulonカ 、

ら分 離 さ れ た6株 は,20℃ の 温 度 条 件 下 で

最 も良 好 に生 育 した.こ の こ と は,こ れ ら の

Photobiontが 寒 冷 地 域 に適 して お らず,温 帯

由 来 の も の で あ った と 考 え ら れ る.　 Cladjnal

Cladonia,　 Stereocaulonは 温 帯 地 域 を 中 心 に

分 布 し て お り,こ れ ら3属 の 温 帯 産 の

photobiontと の 関 連 が 示 唆 され る.
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南 極 産 地 衣 類 数 種 のphotobiont

Photobionts　 of　 some　 species　 of　lichen　 in　Antarctica

青木美 恵(広 島大 ・理),中 野武 登(広 島大 ・理),神 田啓史(極 地研),出 口博則

(広島大 ・理)

M.　 AOKI　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.).　 T.　NAKANO　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.),　H.　 KANDA　 (NIPR)

and　 H.　 DEGUCHI　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.)

Elliptochloris　 bilobαta,　 Prasiola　 sp.,　 Trebouxia　 incrustata　 and　 Trebouxia　 cf.　impressa　 were

isolated　 as　 photobionts　 from　 some　 lichens　 in　Antarctica.　 These　 photobionts　 showed　 maximum

growth　 rates　 under　 10℃ 　or　 l5℃.

は じめ にlDodge(1973)に よ り、 南極 大 陸

と その 周 辺 諸 島か ら424種 の地 衣 類 が 報 告 され

て い る。 しか し、 そ れ らのphotobiontに 関 し

て は詳 細 な研 究 は行 われ て い な い。 そ こで 本

研 究 で は、 南極 産 地 衣 類 か らphotobiontを 分

離 ・培養 し、 そ れ らの分 類 学 的検 討 を 行 う と

と もに 温 度 感 受 性 に 関す る研 究 も行 った 。

[材 料1今 回photobiontの 分 離 に は 、 国 、乞極

地 研 究 所 で 冷 凍 保 存 され て い る以 ドの標 本 を

用 い た 。

Acαrospθrα9w画i,　 BueMαgrisea,　 BueMa　 sp.,

Lecαnorαexpectαns,　 Lecidea　 andersonii,

Lecidellαsiplei,　Leproloma　 sp.,　Mαstodiatesselata,

Physciαcαesiα,　Pseudephebe　 minusculα,

Rhi乙oplaca　 melanopthalma,　 Umbilicaria

decussata,　 Usnea　 sphacelatα,

Xαnthoriαcandelariα,　 X.　elegans

[方 法i　 photobiontの 分 離 は 、Nakano(1988)

の 方法 に従 った 。 ま た、 分 離 され た

photobiontの 温 度 感 受 性 につ い て、5段 階 の

培 養 温 度(5>C、10)C、15℃ 、20℃ 、25℃)

を 設定 し、 各 々の 温 度 で の増 殖 率 を 求 め た。

こ の研 究 で は、 南極 産 地 衣類 のphotob　 i　on　'tと、

温 帯 域 で 得 られ た それ らの種 の タ イ プ株 との

間 の温 度 感 受 性 につ いて 比 較検 討 を 行 った。

1結 果'南 極 産 地 衣 類9種 か ら 単細 胞 性 緑 藻

類Trebouxia　 cf.　impressaが 、3種 か ら

Trebouxiαincrustatα が 、2種 力、らElliptochloris

bilobataとTrebouxiαcf.　 impressaがphotobiont

と して 確 認 され た 。 ま た 、 南極 固 有 種 で あ る

Mastodiatesselataのph()tobiontは 、地 衣 体 内 で

の形 態 はPraSiola　 sp.で あ るが 、 培養 した結 果

.Prσsiococc〃ssp.の 形態 を と っ た。 さ らに、 こ

れ らの 温 度 感 受 性 につ い て 調 べ た結 果 、 南極

産地 衣 類 のphotobiontで は、10℃ ま た は15℃

で 最 高 増 殖 率 を 示 した 。 これ に対 し、 温 帯 域

か ら得 られ た タイ プ株 で は 、15℃ ま た は20℃

で 最 高 増殖 率 を 示 した。

t考 察i今 回 の研 究 の結 果 か ら、 南極 と い う

厳 しい 環境 条 件 ドに お い て は 、 地 衣 体 内 に共

生す るphotobiontの 極 数 は 、 温 帯 域 に 比 べ少

な い こ とが 示 唆 され る。　Schofield　 &

Ahmadjiati(1972),　 Ocampo　 Friedmann　 et

al.(.1988)は 、 南極 産 地 衣 類 のphoしobiontの 培

養 に お け る最 適 温 度 は15℃ で あ る こ とを 報 告

して い る。 更 に 、 本 研 究 に よ り分 離 され た

photobiontが 温帯 域 の もの よ り低 温 で最 高増

殖 率 を示 した こ とか ら、 これ らのphotobi(mt

は、 生 育環 境 の 要 因 で あ る 温度(低 温)の

影響 を 受 けて い る こ とが 示 唆 され る。
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南極産土壌藻類の分類学的研究

Taxonomical　 study　 of　soil　 algae　 in　Antarctica

山崎扶美(広 島大 ・理)・ 中野武登(広 島大 ・理)・ 神 田啓史(極 地研)

出口博則(広 島大 ・理)

F.　Yamasaki　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.),　 T.　Nakano　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.),

　 　 　 　 　 H.　Kanda　 (NIPR)　 and　 H.　 Deguchi　 (Hiroshima　 Univ.　 Fac.　 Sci.)

Thirteen　 species　 of　algae　 were　 isolated　 from　 57　 strains　 of　six　soil　samρles　 from　 Yukidori-

sawa　 in　Antarctica　 collected　 by　 Dr.　 H.　 Kanda　 in　1989.　 They　 are　 cyanobacteria　 (Phormidiμm

sp.　 1,　P.　 sp.　 2,　 and　 ∧10stoc　 sp.),　 unicellular　 green　 aIgae　 (Coccomyxa　 gleobotrydif()rmis,

Chlorella　 minutissima,　 C、　 reisiglii,　 C、　 reniformis,　 C.　 ellipsoidea　 and　 Myrmecia　 biatorella、,

f、lamer～tous　 green　 algae　 (Geminella　 terricola,　 Stichococcus　 bacillaris,　 DjPlosphaera　 mucosa

and　 Klebsormidium　 flaccidum).　 Chlorella　 reniformis,　 Geminelia　 terricola　 and　 Stichococcus

baci〃a〃s　 are　 dominant.　 Gem1ηe〃a　 terricola　 aηd　 Stichococcus　 baci〃a〃s　 showed　 various

morphologies　 under　 culture　 conditions　 of　15℃ 　and　 20°C.

〔は じめ に〕

南極産 土壌藻類 の 分類学 的,生 態学 的研 究

に関 しては多 くの報 告が あるが,研 究 対象 地

域 は比較 的限 られて い る.本 研究 では,詳 細

な研究 のな い雪鳥沢 の土壌 か ら分離 され た藻

類 を培 養後,フ ロラを明 らかに し,そ れ らの

形態,生 活史 な どに着 目 して分類学 的検討 も

お こな った.

〔材料 お よび 方法 〕

本研 究 で用 い た土 壌 サ ンプル6点 は1989

年,神 田啓史博 士 に よ って雪鳥沢 で採 集 され

た ものであ る.土 壌 を滅菌水 に懸濁 し,こ れ

をBBM寒 天 平 板 上 に 塗 布 して,20001ux,

12時 間明期/12時 間時 期の条 件下で 培養 し

た.ま た,温 度 条件 は15°Cと20°Cの2段

階 を設 定 した.こ れ に よ って得 た57株 を,

上記 の培養条 件下で,形 態,生 活 史を観察 し,

種 の同定 をお こな った.ま た,こ れ らの株 と

温 度条件 との関係 について も検討 した.

〔結果 お よび考 察〕

得 られ た57株 の うち50株 が緑 藻類 で あ っ

た.確 認 し た 種 は,単 細 胞 性 の6種,

Coccomyxa　 gleobotrydiformis,　 Chlorella　 minu－

tissima,　C.　reisiglii,　C.　reniformis,　 C.　ellipsoidea,

Myrmecia　 biatorellae,糸 状 性 の4種,　 Gemi－

nella　 terricola,　Stichococcus　 bacillaris,　Diplo－

sphaera　 mucosa,　 Klebsormidium　 fiaccidumで

あ った.ま た,シ ア ノ バ ク テ リ ア のPherηi-

dium　 2種,Nostoc1種 も確 認 され た.

緑-藻 類 のChjorella　 reniformis,　 Geminella

terricola,　Stichcococcus　 bacillalisは,全 土壌 サ

ン プ ル か ら高 頻 度 で 分 離 され,雪 鳥 沢 の 土 壌

に お け る 優 占種 と考 え られ る.こ れ ら3種 は

15°C,20°Cの 両 方 の 温 度 条 件 下 で 生 育 が 認 め

ら れ た が,　 Geminella　 terricola,　Stichococcus

bacillalisは,15°Cで は 糸 状 体 で,20°Cで は

単 細 胞 で 生 育 して い る もの が 多 く,そ れ ら の

形 態 と温 度 条 件 と の 関 係 が 認 め られ た.こ の

こ と か ら,こ れ ら の 株 の 形 態 は 外 気 温 の 影 響

を受 け る こ とが示 唆 され る.
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ヒマ ラヤ,ヤ ラ氷河 にお ける氷 雪藻類 の種類組 成

Species　 composition　 of　 snow　 algae　 at　Yala　 Glacier,　 Nepal　 Himalayas

大 谷 修 司(島 根 大)・ 吉 村 義 隆(東 工 大)・ 幸 島 司 郎(東 工 大)

S.　Ohtani　 (　Shimane　 Univ.)　 ・　Y.Yoshimura　 (Tokyo　 Inst.　Tec.)　 ・　S.　Kohshima　 (Tokyo　 Inst.　Tec.)

Species　 composition　 of　 snow　 algae　 were　 studied　 based　 on　 twelve　 samples　 collected　 from　 gray　 snow

and　 red　 snow　 at　Yala　 Glacier　 (5100-5350m　 a.1.s.),　 Nepal　 Himalayas.　 Snow　 algae　 identified　 in

these　 samples　 were　 15　 species　 in　total,　 3　0f　 blue-green　 algae,　 9　 0f　 green　 algae　 and　 3　0f　 diatoms.

Green　 algae　 were　 more　 frequently　 found　 in　 the　 glacier.　 Dominant　 species　 of　 gray　 snow　 were

Mesotaeni"m　 berggrenii,　 CylindroCystis　 brebi∬onii　 f.　cり}ophila,　 that　 of　 red　 snow　 was　 Chloromonas

sp..　 Mesotaenium　 berggrenii　 occurred　 at　 higher　 firm　 zone　 of　 the　 accumulation　 area,　 while

Cylindrocystis　 brebissonii　 f.　cryophila　 occurred　 at　lower　 bare　 ice　zone　 of　ablation　 area.

は じ め に

氷雪 藻類 によ る彩雪 現 象 は高 山帯や 極域 で普 遍

的にみ られ る現 象で,世 界各地か ら多 くの種 類が報

告 され てい る.し か しアプ ローチが 困難 であったた

めか ヒマ ラヤ地域か らの氷雪藻類の 報告 は少な く,

我々の知 る限 りでは,ヤ ラ氷河表面 のダス ト中よ り

藍藻類のPho㎜idfum　 sp.　(Kohshima,　 1987)が,

エ ベ レ ス ト山 麓 よ り緑 藻 類 のChlamydomonas

nivalisやKlebsormidium　 flaccidum　 (Wei　 &　Hu,

1994)な どが報告 されて いるにすぎない.演 者 らの

一・人で ある吉村 が ヒマ ラヤ ,ヤ ラ氷 河で採集 し 日本

に持ち 帰 っ た試 料 をも とに氷雪 藻類の 分類 学的 検

討 を行 ったのでその結果 を報 告する.

材 料 及 び 方 法

氷雪 藻類の試料は1994年8月 にヤ ラ氷河 にお い

て,氷 河の消耗域 にあたる標 高5100mか ら掴差域

にあたる標高5350mの 間で標 高別 に採集 された.

そ の うち10試 料 は灰色 か ら黒色の雪よ り採集 され,

2試 料は薄 い赤雪か ら採集 された.試 料 は現地で グ

ルタル アルデ ヒ ド,ホ ルマ リンの2重 固定 を行 い,

一部の試料 はそ のまま氷温 で 日本へ持 ち返 った .

調 査 結 果

種 類 組 成:今 回の試料か らは藍藻類3種 類,緑 藻

類9種 類,珪 藻類3種 類の計15種 類が 出現 した.

南極や他 の高山帯 と同様 に緑藻 類が極数,量 ともに

多 く,ヤ ラ氷河 に広 く分布す る灰色 雪の優 占種 は緑

藻類 の　Cylindrocystis　 brebissonii　 f.　αyophila　 と

Mesotaenium　 brebissoniiの2種 類 であった.標 高

2500m地 点 の 赤 雪 の 優 占 種 は 緑 藻 類 の

Chloromonas　 sp.で あ っ た.そ の 他 の 種 類 の 量 は

少 な く,3種 類 の 糸 状 性 藍 藻 類,緑 藻 類 の

Ancylonema　 nordenskiδ1dii,　 Koliella　 Viretii,　Koli－

ella　spユ,　 Koliella　 sp.　 2,　Raphidonema　 sp.,　 Tro－

chiscia　 sp.,　αhloromonas　 sp.,　 珪 藻 類 のNaVicula

sp　.,　Pinnularia　 sp　.,　Hantzschia　 amphioxysカ ミわ ず

か に 出 現 し た.こ れ ら の 珪 藻 類 の 細 胞 は い ず れ も 遺

骸 で あ っ た.

垂 直 分 布:灰 色 雪 の 優 占 種 で あ るMesotaenium

berggreniiと 　 Cylindrocystis　 　brebissonii　 f.　cryo－

philaは 出 現 相 対 頻 度 は 標 高 に よ り 異 な っ て お り,

M　 berggreniiは 消 耗 域 か ら 潮 差 域 ま で の 全 域 に 見

られ,分 布 の 中 心 は5300m付 近 に あ っ た.一 一方,

σbrebissonii　 £.　cryophila　 は5200m付 近 に 多 く,

ヤ ラ 氷 河 全 体 の 分 布 もM.　 berggreniiに 比 べ 標 高 が

低 い 方 ヘ シ フ ト し て お り酒 養 域 に あ た るP8地 点 か

ら 上 部 に は ほ と ん ど 出 現 しな か っ た.

地 理 的 分 布:北 半 球 か ら の み 報 告 さ れ て い る 種

類 は　 Cylindrocystis　 brebissonii,　 An(ylonema

nordenski61dii,　 Koliella　 Viretiiで,前2種 は ヨ ー

ロ ッ パ ア ル プ ス,グ リ ー ン ラ ン ド,ア ラ ス カ,ロ ッ

キ ー 山 脈 に 広 く 分 布 し て い る こ と が 知 られ て い る.

一 方
,南 極 と の 共 通 種 はMesotaenium　 berggrenii

とHantzschia　 amphioxysの2種 類 で あ る.Ling&

SepPelt　 (1990)　 に よ りMesotaenium　 berggrenii}ま

ヤ ラ 氷 河 と 同 様 に 南 極 の ケ ー シ ー ラ ン ドの 灰 色 雪

か ら 報 告 さ れ て い る.
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南 極 マ ク マ ー ド ドラ イ バ レ ー の 岩 石 内 微 生 物 群 に 存 在 す る 有 機 化 合 物

の 生 物 地 球 化 学 的 特 徴

　 Biogeochemical　 features　 of　organic　 compounds　 in　cryptoendolithic　 microbial

　 　 　 　 　 communities　 from　 the　McMurdo　 Dry　 Valleys,　 Antarctica

○ 松 本 源 喜1,E.イ ム ラ フ リ ー ドマ ン2,関 谷 絵 里1,小 作 さ ゆ り1,本 橋 知 子1

綿 抜 邦 彦3,ロ ザ リ オ カ ン ポ ーフ リ ー ドマ ン4

ユ大 妻 女 大 社 会 情 報
,2フ ロ リ ダ 州 立 大 生 物,3東 大 教 養(現 在:立 正 大 経 済),

4フ ロ リ ダA&M大 生 物

OGenkiI.　 Matsumoto1,　 E.　Imre　 Friedmann2,　 Eri　Sekiya1,　 Sayuri　 Kosaku1,　 Tomoko

Motohashiユ,　 Kunihiko　 Watanuki3　 and　 RoseliO(rampo-Friedmann4

　 　 　 1School　 Social　 Inforrn.　 Stud.,　 OtsumaWomen's　 Univ.,2Dept.　 Biol.　 Sci.,

　 　 　 　 　 　 Florida　 State　 Univ.,3Col.　 Arts　 Sci.,　 Univ.Tokyo　 (　Now,　 Fac.

　 　 　 　 　 Economy,　 Rissho　 Univ.),　 4Dept.Biol.,　 Florida　 A&MUniv.

　 Various　 hydrocarbons　 and　 fatty　 acids　 in　cryptoendolithic　 microbial　 communitiesfrom　 the　 McMurdo

Dry　 Valleys,　 Antarcticawere　 studied　 to　clarify　 their　 biogeochemical　 features　 in　relation　 to　extremely　 llarsh

environments　 for　 biological　 activity.　 A　 suite　 of月 －and　 anteiso-alkanesand　 alkanoic　 acids　 were　 detected

in　 cryptoendolithic　 microbial　 communities,　 together　 with　 triterpenes,　 triterpanes,　 steranes　 and月 －alkenoic

acids,etc.　 Insomesamples,long-chain(>Clg)η －and　 a刀teiso-alkanoic　 acids　 were　 predominant,　 but

their　 source　 organisms　 are　 not　 yet　clear.

【は じめ に】 南 極 大 陸 は生物 の生 存 に対 し極 め て 過酷 な環 境で あ る.こ の よ うな 環 境 に適

応 す るた め,南 極 マ クマ ー ドドライバ レーの 山岳 地帯 に広 く分 布す るBeacon　 Supergroup　 sand-
stone　な どの表 層 付 近 に は,微 細地 衣類,藻 類,菌 類,バ クテ リア等 か ら構成 され る岩 石 内微

生 物群(cryptoendolithic　microbial　communities)が 存在す る.こ れ らは火星 にお け る生 物 の存 在 モ

デル と も考 え られ て い る.　Matsumoto　 et　aL　(1992)は これ らの岩 石 内微生 物群 の一 部 には,一 ・

連 の長 鎖(>C・9)の ア ンチ イ ソとノル マル の アル カ ンお よ びアル カ ノイ ック酸 が存 在 す る こと

を報告 して いる.今 回 は さ らに 種 々のタ イ プの岩 石 内微 生 物 群を分 析 し,そ れ らの 生 物地 球

化 学 的特 徴 を明 らか に し,極 限環境 と関連 して討 論す る.

【試 料 お よ び方 法 】岩 石 内微 生 物 群 が生 息 す る岩 石 試料 は,1983-95年 に共 同研 究 者 の
Friedmannら に よ り,　LinnaeusTerrace,　 Mount　 Fleming,　 BattleshipPromontoryな どで採 取 され,

-30°Cで 保存 され た もの を用 い た.岩 石 試 料 は それ らを構 成す る砂粒 まで粉 砕 した.炭 化 水 素

お よび脂 肪 酸 の分 析 はMatsumoto　 et　a1　.　(1992)の 方 法 に準 じて行 った.炭 化水素 お よび脂 肪 酸

メチ ルエ ス テル は,ヒ ュー ズ ドシ リカキ ャ ピラ リーカ ラムを接続 したJEOL　 JMS　 Automass　 150

ガ ス ク ロマ トグ ラ フ ・マ ススペ ク トロメー ター(GC-MS)ま たはShimadzuQp1000　 GC-MSで 同

定 定量 した.

【結 果 お よび 考 察 】 南 極 マ クマ ー ドドライバ レー には,現 在維 管 束植 物 は 分布 しな いが,
コケ類 を は じめ,種 々の 陰花 植 物 が 湖沼 や土壌 中 に分布 す る.し か しな が ら,岩 石 表 面 は,

極 低温,乾 燥,強 力 な紫外 線 な どの影響 を 受け る ため生 物 は ほとん ど生 息 しな い.こ れ らの

影 響 を避 け るた め,生 物 は主 と して光 の透 過性 お よび通気 性が あ る,石 英質 の砂岩 の表 面近 く

の岩 石 内部 に分 布 す る.岩 石 内微生 物群 は卓越 す る微 生物 群 によ り,lichen-dominated　 com-
munities　(主 と して 微細 地 衣類,緑 藻 類,シ ア ノバ クテ リア,菌 類 か ら構成 され る),　red　Gloθo-

capsa　communities　 (Gloeocapsaを 主 とす るシア ノバ クテ リア),　 Hormathonema-Gloeocapsa　 com-

munities　 (Hormathonema-Gloeocapsaを 主 とす る種 々の シア ノバ クテ リア)な どに分類 され て い

る(Friedmann　 et　aL,　1988).　 これ らに は通 常 未同定 の従属 栄養バ クテ リアが共 存 す る.

岩石 内微生 物 群試 料 中に は,一 連 のルア ルカ ン,ア ンチイ ソーア ルカ ン,ト リテル パ ン,ス

テ ラ ン,η 一アル カ ノ イ ック酸 ア ンチ イ ソーアル カ ノ イ ック酸 ルア ルケ ノイ ック酸 等 が検 出

され た.す で に報 告 して い るよ うに一部 の試料 には,長 鎖(>Clg)のn－ お よび ア ンチイ ソーアル

カ ノイ ック酸が 卓 越 して 存 在 し興 味 が もた れ る.こ れ らの 有 機化合 物 の特 徴 を起 源 微 生物 お

よび極 限環 境 と関連 し,生 物地 球化 学 的視点か ら検討 す る.
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好冷菌の不飽和脂肪酸 シスートランス異性化酵素

cis.trans　 Isomerase　 of　unsaturated　 fatty　 acid　 in　psychrophilic　 bacteria

江成大輔 ・草野輝 男 ・奥 山英登志(北 大大学 院 ・地球環境研)

　 D.　 ENARI,　 T.　KUSANO,　 H.　OKUYAMA

(Hokkaido　 Univ.,　 Grad.　 Sch.,　 Environ.　 Earth　 Sci.)

　 　 The　 cis-trans　 isomerase　 of　unsaturated　 fatty　 acid　 was　 purified　 by　 ammonium

sulfate　 precipitation　 and　 column　 chromatography　 of　the　 cytosolic　 fraction　 of

pschrophihc　 bacterium,　 Pseudomonas　 sp.　 strain　 E-3.　 The　 molecular　 mass　 of　 the

purified　 enzyme　 was　 estimated　 at　80　 kDa　 by　 SDS-PAGE　 and　 gel-filtration　 column

chromatography,　 indicating　 that　 the　 isomerase　 has　 a　monomeric　 fom　 with　 a　molecular

mass　 of　 80　 kDa.　 9-cis-hexadecenoic　 acid　 [16:1(9c)]　 was　 the　 most　 effective　 substrate　 of

the　 enzyme.　 When　 the　 enzyme　 was　 present　 together　 with　 the　 membrane　 fraction　 of

1)sedomonas　 sp.　 strain　 E-3,　 it　showed　 the　 ability　 to　isomerize　 16:1(9c)　 esterified　 to

phosphatidylethanolamine　 (PE),　 suggesting　 that　 the　 enzyme　 is　operative　 in　vivo　 as　the

cis　 to　trans　 isomerase　 of　 16:1(9c)　 esterified　 to　PE　 together　 with　 the　 membranous

factor.

[は じめ に]細 菌は環境温度 の変化 に対 し、

様 々な様式でそ の細胞膜脂質 の脂肪酸組成 を

変え る ことが知 られて いる。　Pse"domonαs　 E-

3株 やVibrio　ABE-1株 が環境温度が高 くな った

ときに、 シス型モ ノ不飽和脂肪酸 を トランス

型へ異性化す るのもそ の一例 と考 え られ る。

この立体異性化反応 は二重結合 の位 置の移 動

を伴わな い点 で特異的で あ り、 この反応 を触

媒す る酵 素について の報告 は これ まで全 くな

か った 。本研究で はPse〃domonas　 E-3株 か ら

初 めて不飽和脂肪酸 シスートランス異性化酵

素を単離 ・精製 し、酵 素学 的性質 を検討 し

た。

[材料 と方 法]　Pse"domonos　 E-3株 は栄養培

地 で20℃ 、48時 間振 とう培養 した。フ レン

チプ レスで細 胞 を破砕後 、超遠心 によ り細胞

質画分 を得た。細胞 質画分 を硫安分画 し、活

性 画分 を順次カ ラムク ロマ トグ ラフィに供 し

た。電 気泳動はLemmliの 方 法によった。

[結 果 と 考 察]　 Pseudomonas　 E-3株 の 細 胞 質

画分 を硫安分画 した後 、　DEAE-Toyopear1

、　CM-Toyopearl、 　Ether-Toyopear1、 　ゲ ル

濾過 によ り順次精製 した。最 終標 品は精 製度

46000倍 、回収率34%で あ り、　SDS-PAGE

法で分子量80kDaの 単 一バ ン ドを示 した。
一方 、ゲル濾過 法によ って も同 じ分子 量 を与

える ことか ら、本酵 素は分子 量80kDaの 単

量体で ある ことがわ かった 。

精製酵 素は遊離脂肪酸 のみ を基質 とした 。

最 も有効 な基質 は16:1(9c)で あった が、炭 素

数が14か ら17で △9,10,11に 二重結 合 を持
つモ ノ不飽和脂肪酸 を異性化 した。本酵 素 は

α一トコフェ ロ…ルな どの抗酸化剤 によ り強

く阻害 されたが 、　EDTAや フェナ ン トロ リン

な どのキ レ一 夕ーの影 響は受 けなか った。 ま

た、本酵 素は反応液 中 に細胞 膜が共 存す る と

基質 として加 えたホス ファチ ジルエ タ ノー ル

ア ミン(PE)中 の16:1(9c)を 異性化 す る。

PEは 本菌 の主要 リン脂 質であ る ことか ら本

酵 素は生体 内にあっては何 らか の膜 成分 と共

同でPEの 異性化 に関与 して いる もの と思わ

れ る。
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南 極 産Duna1　 ゴeユ1aに お け る 低 温 お
よ び 遮 光 暴 露 に お け る グ リ セ ロ ー ル 量 の 変 動

Changes　 in　 glycerol　 content　 of　 Antarctic　 〃〃naliella

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　light-shielded　 conditions

at　 low　 temperature　 and

綿 貫 知 彦(神 奈 川 衛研)、 松 下 和 弘 ・仁 科 正 実(埼 玉 医 大)、 加 藤 賢 三(予 研)

The　 Antarctic　 、クuna/ieノ ノa　 had　 a　 large　 amout　 of　 glycerol　 content,　 The　 alga　 is

one　 of　 the　 ecological　 pecliarities　 of　 Antarctic　 high　 salt　 lake,　 The　 Duna/iθ ノノa

has　 many　 interesting　 characters　 in　 ecology　 and　 biochemical　 as　 well　 because　 it

was　 fond　 to　 be　 halotolerant,　 cryotolerant　 and　 light-shieユd　 tolorant,　 We　 herein

report　 the　 result　 obtained　 by　 use　 of　 IH-　 and　 13C-NMR　 to　 characterize　 the　 intra-

cellular　 glycerol　 metabolim　 in　 living　 ce1ユs,

は じめ に:南 極 の 高 塩 水 湖 で 分 離 され た

Ounaノ ノeHaは 他 の 地 域 のD〃fiaノノθノノ嘱 と

同様 に ユ ニ ー ク な浸 透 圧 調 整 を有 し、 さ

らに南 極 の 冬 季 にお け る低 温 や太 陽 が 出

な い とい う気 象 条 件 か ら耐 凍性 や 耐遮 光

性 が あ る こ とが 考 え られ の で 主 と してNMR

(核 磁 気 共 鳴 分 光 法)で 検 討 した。

その 結 果、　Ounaノ ノθノノaの主 要 な代 謝 産

物 で あ るglycero1を 指 標 と す るこ とに よ

り塩 ・耐 凍性 や 遮 光 ス トレ ス の程 度 を測

定 で き る と結 論 さ れ た 。 こ こで は耐 凍 性

お よび 遮 光 ス トレス に よ って お こ る

glyrolの 増 減 を リア ル タ イ ム に測 定 した

方 法:培 養 はJohnson　 et　 al,　(1968)の 合

成 培 地 でpH8,0,照 度125μ 　 mol　 photon/m2

/sec、 　 ミ リポ ア フ ィ ル タ ー で 除 菌 通 風 し、

対 数 増 殖 期 南 極 産Dunaノ ノθ1/aは 昭 和 基 地

付 近 の 高 塩 水 湖 か ら分 離 し た 株 と 対 照 と

し てe.　primelectaを 用 い た 。

NMR測 定 法 は5mmの 試 量 管 に450μ1の 試

料 と50μ1の 内 部 基 準 と して1H-NMRで は

1mMに な る よ う にTSP,13C-NMRで は 同 様 に

1mMのDioxaneを 封 入 し た 。 そ れ ぞ れ 細 胞

は 遮 光 下 で4℃ お よ び 一20℃ に 保 存 し経 時

的 に採 藻 し、109cells/m1に 調 整 し た 。

結 果:遮 光 下 、4℃ で 保 存 し た 場 合 南 極 産 の

Dunalie〃aとD.　 primoleetaに お け る91yce-

rolの 変 動 を コ ン トロ ー ル 時 のglycerol量 を

100%と し て 見 る と 南 極 産 は 約16日 で50%に 、

D.　primolectaで は12-13日 に50%に な り、40日

にglycero1は 消 滅 す る が 減 少 の 傾 向 は 良 く類

似 して い る と 考 え られ た 。

遮 光 下 、-20℃ のD.　primelectaは 約10日 で

glycerolは 急 激 減 少 し5%ま で な り30日 に は 完

消 失 す る こ と が わ か っ た 。

南 極 産 で は10-12日 にglycerolは50%に 減 少

し40日 で 完 全 に 消 滅 し た 。

南 極 産 とD.　priMolectaで は 一4℃ 保 存 下 で の

91ycero1の 減 少 率 は 良 く類 似 して い る が 一20℃

保 存 で はD.　　primolectaに お け る91ycero1の 減

率 は10日 間 で の 減 少 率 は 著 しい こ と が 特 徴 的

で あ る。

結 論:南 極 産D〃naノ ノθノノ8とD.　priNOleetaの 遮

下 に お け る4℃ と 一20℃ 保 存 し た 場 合 の91yce-

ro1量 の 変 動 を 見 る と 一20℃ で 保 存 し た 時 に 両

者 に 大 き な 差 が 生 じ る こ と が わ か っ た 。 こ の

事 は 南 極 産Du〃aノ ノθノlaを 特 徴 で き る 性 質 と す

ば 興 味 深 い 。 ま た91ycerolを 指 標 に し て 各 種

ス ト レス 応 答 の 実 験 が 可 能 で あ る 。
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Chymomyzα 属 シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ に お け るperiod遺 伝 子 の 地 理 的 変 異

Geographical　 variation　 in　the　period　 gene　 of　(]hymomyzα

島 田公 夫 ・早 川 洋 一(北 大 低 温研)

　　　 K.　Shimada　 and　 Y.　Hayakawa　 (ILTS,　 Hokkaido　 Univ)

DNA　 fragments　 of　a　conservative　 region　 of　the　 clock　 gene　 pemod　 of　 (7hymomyzαcostαta　 (Diptera:

Drosophilidae)　 were　 amplified　 by　 polymerase　 chain　 reaction　 with　 the　 unique　 primers　 underlined

in　 the　 following　 table.　 The　 target　 sequences　 were　 compared　 between　 the　 geographical　 (Sapporo,

Olekminsk　 and　 Verkhoyansk)　 and　 physiological　 (obligately　 diapause　 and　 non-diapause)　 strains.

As　 shown　 in　 the　 following　 table,　 there　 are　 some　 DNA　 polymorphisms　 between　 the　 strains.　 The

sequenced　 DNA　 fragment　 of　 the　 non-diapause　 strain　 is　shorten　 by　 the　 insertion　 and　 deletion

of　 codons.　 In　 the　 other　 strains,　 the　 substitution　 of　 codons　 indicated　 by　 double　 underlines　 are

notable.　 The　 relationship　 between　 the　 polymorphisms　 of　the　 period　 gene　 and　 photoperiodicity

in　 this　 subarctic　 insect　 is　being　 analyzed.

A.A:Glu　 Gly　 Ser　 Gly　 Gly　 -一一　Ser　 Ser　 Gly　 Asn　 Phe　 Ala　 Ser　 Gly　 Ser　 His　 Ile　 His　 Het　 Ser

Sap:GAG　 GGC　 AGC　 GGC　 GGT　 -一一　TCC　 TCG　 GGT　 AAC　 TTT　 GCC　 TCC　 GGC　 AGT　 CAC　 ATA　 CAT　 ATG　 AGC　 60

01e:GAG　 GGC　 AGC　 GGC　 GGT　 -一一　TCC　 TCG　 GGT　 AAC　 TTT　 GCC　 TCC　 GGC　 AGT　 CAC　 ATA　 CAT　 ATG　 AGC　 60

Ver:GAG　 GGC　 AGC　 GGC　 GGT　 -一一　TCC　 TCG　 GGT　 AAC　 TTT　 GCC　 TCC　 GGC　 AAT　 CAC　 ATA　 CAT　 ATG　 AGC　 60

0B　 :GAG　 GGC　 AGC　 GGC　 GGT　 -一一　TCC　 TCG　 GGT　 AAC　 TTT　 GCC　 TCC　 GGC　 AAT　 CAC　 ATA　 CAT　 ATG　 AGC　 60

ND　 :GAG　 GGC　 AGC　 GGC　 GGT　 ACC　 TCC　 -一 一ー－p-・一一ー ーーー一　TTT　 GCC　 TCC　 GGC　 AGT　 CAC　 ATA　 CAT　 ATG　 AGC　 60

........................Thr.................................Asn....................

A.A:Ser　 Val　 Thr　 Asn　 Lys　 Ser　 Asn　 Ala　 Gly　 Thr　 Gly　 IIe　 Ser　 Gly　 Thr　 Ser　 Gly　 Gly　 Ser　 Val

Sap:AGT　 GTG　 ACC　 AAT　 AAA　 AGT　 AAT　 GCC　 GGC　 ACT　 GGC　 ATC　 TCG　 GGC　 ACA　 TCT　 GGT　 GGC　 AGC　 GTT　 120

01e:AGT　 GTG　 ACC　 AAT　 AAA　 AGT　 AAT　 GCC　 GGC　 ACC　 GGC　 ATC　 TCG　 GGC　 ACA　 TCT　 GGT　 GGC　 AGC　 GTT　 120

Ver:AGT　 GTG　 ACC　 AAT　 AAA　 AGT　 AAT　 GCC　 GGC　 ACT　 GGC　 ATC　 TCG　 GGC　 ACA　 TCT　 GGT　 GGC　 AGC　 GTT　 120

0B　 :AGT　 GTG　 ACC　 AAT　 AAA　 AGT　 AAT　 GCC　 GGC　 ACT　 GGC　 ATC　 TCG　 GGC　 ACA　 TCT　 GGT　 GGC　 AGC　 GTT　 120

ND　 :AGT　 GTG　 ACC　 AAT　 AAA　 AGT　 AAT　 GCC　 GGC　 ACT　 GGC　 AAC　 TCG　 GGC　 ACA　 TCT　 GGT　 GGC　 AGC　 GTT　 120

................................................Asn.......,........................

A.A:Lys　 Arg　 Ala　 Lys　 Leu　 Thr　 Glu　 Ser　 Ala　 Leu　 Asn　 Lys　 His　 Asn　 Asp　 Glu　 Het　 Glu　 Lys　 Phe

Sap:AAG　 CGT　 GCC　 AAG　 CTT　 ACA　 GAA　 TCA　 GCG　 CTG　 AAT　 AAG　 CAC　 AAT　 GAT　 GAG　 ATG　 GAA　 AAG　 TTT　 180

01e:AAG　 CGT　 GCC　 AAG　 CTT　 ACA　 GAA　 TCA　 GCG　 CTG　 AAT　 AAG　 CAC　 AAT　 GAT　 GAG　 ATG　 GAA　 AAG　 TTC　 180

Ver:AAG　 CGT　 GCC　 AAG　 CTT　 ACA　 GAA　 TCA　 GCG　 CTG　 AAT　 AAG　 CAC　 AAT　 GAT　 GAG　 ATG　 GAA　 AAG　 TTT　 180

0B　 :AAG　 CGT　 GCC　 AAG　 CTT　 ACA　 GAA　 TCA　 GCG　 CTG　 AAT　 AAG　 CAC　 AAT　 GAT　 GAG　 ATG　 GAA　 AAG　 TTT　 180

ND　 :AAG　 CGT　 GCC　 AAG　 CTT　 ACA　 GAA　 TCA　 GCG　 CTG　 AAT　 AAG　 CAC　 AAT　 GAT　 GAG　 ATG　 GAA　 AAG　 TTC　 180

A.A:Met　 I.eu　 Lys　 Lys　 His　 Arg　 Glu　 Ser　 Arg　 Gly

Sap:ATG　 CTC　 AAG　 AAG　 CAT　 CGT　 GAG　 TCG　 CGC　 GG　 209

01e:ATG　 CTC　 AAG　 AAG　 CAT　 CGT　 GAG　 TCG　 CGC　 GG　 209

Ver:ATG　 CAC　 AAG　 AAG　 CAT　 CGT　 GAG　 TCG　 CGC　 GG　 209

0B　 :ATG　 CTC　 AAG　 AAG　 CAT　 CGT　 GAG　 TGG　 CGC　 GG　 209

ND　 :ATG　 CTC　 AAG　 AAG　 CAT　 CGT　 GAG　 TCG　 CGC　 GG　 209

........Ilis...................・.T】q)・..・ …

地 理 的な 品種 間 で光 周 反応 に違 い があ る、ハ シ リシ ョウジ ョウバ エ(コhymomyza　 costatαの

時計遺伝 子peri・dの 保存領 域 の 一つ をPCR法 に よって 増幅 し、その配列 を品種 間 で比較 した 。

上 の表 に示 す よ うに、非休 眠種 で はコ ドンの挿入 と削 除 に よって、　DNA長 が 短 くな って い る。

また、他 の品種 で は、 随所 に コ ドンお よびア ミノ酸 の置換 が見 られ る。　period遺 伝 子 に見 られ

るDNA配 列 の多形 と光 周 反応 の地理 的変 異 の 関係 につ い て、現 在解 析 中 で あ る。
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Response of Antarctic biota on climate changes

Tatur, A. (Inst. of Ecology, POLAND)

   Extinction and accelerated evolution were the prominent biota forming 

processes during Late Eocene cooling event (paleontological evidences from the La 
Meseta Formation). Migration and changes of population number fluctuating 
according to Milankovic climatic cycle constrain the structure of ecosystems during 
Pleistocene and Holocene (nesting preferences of penguins and seal considered on the 
background of ice sheet fluctuations).

42 -



P19
     ISLAND POPULATIONS OF REINDEER 

IN THE RUSSIAN ARCTIC: STATUS AND PROTECTION

                        S. E. Belikov and A. N. Boltunov 

All-Russian Research Institute for Nature Protection Znamenskoe-Sadki, 113628 Moscow, Russia

    Reindeers that inhabit islands and archipelagos of the Russian Arctic are classified as an 
ecological type distinct from populations that inhabit the Russian mainland (Belikov and Kupriyanov, 
1985). Ranges  of  these island populations were directly influenced by changes in the environment 
at the end of the Pleistocene and beginning of the Recent (Kupriyanov et. al 1985). Glaciation and 
expansion and regression of the ocean were the most important of these changes. Total  or almost 
total isolation from mainland populations has led to ecological peculiarities of island populations, 
including rapid changes in population size and migrations across the ice between islands. The 
changes in population size are influenced by both changes in habitat quality and the absence of 

predators. 
    During the past one hundred years, the number of animals in some island populations has 
varied from several hundred to several thousand or tens of thousands. Populations usually decrease 
dramatically after winter thaws when ground becomes ice-covered. Such conditions are common for 
Wrangel Island and the Novaya Zemlya archipelago, because they are in areas with high cyclonic 
activity. 
    Because of the present trend of increasing global temperatures, it is probable that the same 
climatic phenomena could also occur in other archipelagos, such as Severnaya Zemlya and the 
Novosibirsk Islands, where previously these conditions were very rare. 

    In the beginning of the 1980-s, reindeer populations were estimated at 5000-6000 animals on 
the Novaya Zemlya archipelago (Novikov  1982),  7500-16000 on the Novosibirsk Islands (Novikov 
1983, Labutin 1983), and about 3000 on the islands of the Kara Sea (Belikov and Kupriyanov 
1985). We do not have more recent data on the size of those populations. However, there is 
information about the recovery of the reindeer population on the Novaya Zemlya archipelago, where 
the population was disturbed after the opening of a nuclear proving ground there in the  1950-s. 

    Wrangel Island is inhabited by wild descendants of domestic reindeer introduced on the island 
at the end of the 1940-s and the beginning of the 1950-s. Now the population size is about  1500-
2000. Reindeer of Franz-Josef Land died out about 2500-1000 years ago (Kupriyanov et al. 1985). 

    The population of reindeer in Severnaya Zemlya is the most endangered. During the 50 years 
following the first expedition to the archipelago (1930-1932), the size of the population was stable but 
low (about 300-400) because of a poor food base. During the most recent  13-15 years, the number 
has decreased, and the population probably now consists of several tens of animals. Survival of the 

population is questionable. 
    Anthropogenic impacts on island reindeer populations are predicted to increase if plans for 

exploitation of oil and gas and increased commercial sailing through the Northern Sea Route are 
realized. 

    Because of the potential threat of increased anthropogenic impacts, it is necessary to intensify 
development of special measures for protecting these populations. Priority should be given to 
measures that protect geographic areas, and especially to establishing protected areas in primary 
feeding and calving grounds and migration routes. At the present time, protected areas exist on 
Franz-Josef Land, Wrangel Island, and on some islands in the Kara Sea. It is proposed that protected 
areas be established on the Novaya Zemlya, Severnaya Zemlya, and Novosibirsk Islands. 

    Other protection measures, such as control of possession and use of firearms and control of use 
of aircraft and vehicles, should be applied in areas where it is impossible to establish protected areas. 

    The Federal Law  "About animals" is a legal base for the measures mentioned above. 
Currently, in addition to the Law, the Federal Government is preparing special documents to guide 
local branches of government that are responsible for protection and recovery of reindeer 

populations. 
    Study and monitoring of these populations should be begun now, to avoid further population 

declines.
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南大洋表層における全炭酸濃度分布

Distribution　 of　total　 dissolved　 inorganic　 carbon　 in　the　 upper　 layer

　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 of　the　 Southern　 Ocean.

M.lshii,

石 井 雅 男 、 吉 川 久 幸 、 田 上 英 一 郎(気 象 研)

H.Y.Inoue　 and　 E.Tanoue　 (MeteorologicalResearchInstitute)

Vertical　 profiles　 of　 total　 disolved　 inorganic　 carbon　 (DIC)　 in　the　 upper　 layer　 of　the

Southern　 Ocean　 near　 sea-ice　 edge　 were　 observed　 in　austral　 summer　 from　 1992　 to　 1993　 0n

boardice-breakerShiraseduringJARE34.　 ConcentrationofDICaswellasnutrients

and　 salinity　 in　Summer　 Surface　 Water　 were　 considerably　 lower　 than　 those　 in　Winter

Water　 due　 to　biological　 net　 CO2　 uptake　 and　 ice-melt　 in　summer.　 Their　 contributions　 to

the　 vertical　 profiles　 of　DIC　 will　 be　 discussed.

は じめ に 南大洋表層 は、二種類 の炭素 フラ ッ

クス、すな わち大気 ・海洋 間の二酸化炭素交換

と、海洋 表層か ら深層へ の有 機物の輸送の両方

に とって重要 な海域 と考 えられ る。表層海水 中

の炭酸 平衡 系 は、水温 の変化や表層の生物 生産

に よる二酸化炭素 の消 費 などの影響 を強 く受

けるが、南大洋表層 の炭酸系 に関す る調査 は少

な く、二酸化炭素分圧 の分布や変動 に影響 を及

ぼす 因子 に関 しては、これ まで あま り定量的 に

論 じられて いない。我 々は 「しらせ」 に よる

JARE34の 往復航 海 において、表層水 中の全炭

酸濃度 を電量滴 定法 によって測定 し、特 に氷縁

域 の全炭酸濃度 の鉛 直分布 に対す る生物生産

と融氷 の寄与 について検討 を試み た。

測定 全炭酸濃度 の鉛直分布 の観測 は、リュ ツ

ォホル ム湾沖 、ケー シー湾沖 、プ リッッ湾沖 を

含 む22測 点 で行 い、この うち氷縁域が14測

点 、氷海 内が1測 点 だった。採水 は、ニスキ ン

採水 器 で行 い、300cm3容 のガラス試薬瓶 に満

た して分取 した。分析 は電量滴定法 によ り12

時 間以 内に行 った。

鎧 墨2月 下旬か ら3月 上旬 に観測 した氷縁域

の各測点 では、水深50m付 近 までは よく混合

されてお り、水 深100m付 近 に中冷水 が観 測 さ

れた。表面混合層水 は、中冷水 に比べ て低塩分 、

低栄養塩 で、全 炭酸 濃度 も低 か った。表面混合

層 の移流が無視 で き、二酸化炭素の大気海洋 間

の正味 の交換が な く、中冷水 の組成は冬 季 の組

成が保存 されてい ると仮定 す ると、混合層 水 と

中冷水 の組 成の違 いは、融氷 による海水 の希釈

と混合層 内での夏季 の生物 生産 に よって説明

で きる。例 えば、1993年2月28日 に観 測 した

外洋 の測点(S65°48'E68°26')で は、混 合層

の厚 さは50mで 、水深90m付 近 に中冷水(水

温一1.64°C)があ り、全炭酸濃度 は、混合層 で、

2156μmol　/kg、 中冷水 で2217μmo1/kgだ った。

融氷 による希釈効果 を補正 するため、中冷 水の

塩分(34.392psu)で 混合層 の全炭酸濃度 を規格

化 して も、混合層 の全炭酸濃度 は2182pmol

∠kgと 、中冷水 よ り34μmol　 /kg低 い。 この差

が、主 に夏季 の植物 プランク トンに よる炭 酸固

定の結果生 じた と考 える と、この測 点の海 洋表

層では、夏季 の間に29gC/m2の 正味 の生産 が

あ った と評価 で きる。
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KH94-4航 海 中 に 観 測 さ れ た 海 洋CO、 の 時 間 的 ・ 空 間 的 変 動 に っ い て

　　　Temporal　 and　 spatial　 variations　 in　 oceanic　 CO2　 0bserved　 during　 the　 KH94--4　 Cruise.

井 上 久 幸 、 石 井 雅 男 、 松 枝 秀 和(気 象 研 究 所 地 球 化 学 研 究 部)

H.Y.Inoue,　 M.Ishii　 and　 H.Matsueda　 (Geochem.Res.Div.　 Met.　 Res.　 Inst.)

　　 Measurements　 of　 CO2　 in　 and　 over　 the　 surface　 seawater　 were　 made　 during　 the　 KH9

4-4　 cruise　 of　 KH94-4.　 The　 partial　 pressure　 of　 CO2　 in　 surface　 seawater　 varies

considerably　 as　 compared　 with　 the　 atmospheric　 CO2.　 During　 the　 period　 from

November　 to　 December,　 ocean　 acts　 as　 a　 source　 for　 the　 atmospheric　 CO2　 in　 the

equatorial　 and　 polar　 region,　 while　 a　 sink　 for　 the　 subtropical　 area・
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鉄制限下における南極産植物プランク トンの増殖応答

Growth　 responses　 of　Antarctic　 phytoplankton　 to　iron　 stress

武 田重信,坂 口 勇(電 中研),渡 辺研 太郎(極 地研)

S.　Takeda,　 1.　Sakaguchi　 (CRIEPI),　 K.　 Watanabe　 (NIPR)

　 　 　 In　 high-nutrient　 low-chlorophyll　 areas　 of　 the　 Southern　 Ocean,　 iron　 supply　 may　 limit

phytoplankton　 growth　 in　a　similar　 manner　 as　light-mixing　 regime　 and　 zooplankton　 grazing.　 Iron

nutrition　 is　 very　 important　 in　 understanding　 the　 interrelation　 between　 productivity　 of

phytoplankton　 and　 potential　 change　 of　 iron　 availability　 in　 these　 areas.　 Laboratory　 culture

experiments　 were　 conducted　 f()r　8　 clones　 of　Antarctic　 marine　 phytoplankton　 to　 determine　 the

growth　 responses　 to　 iron　 stress　 under　 ultra-clean　 conditions.　 Continuous　 batch　 cultures　 were

grown　 under　 various　 iron　 concentration　 (0.05　 -　10　nM).　 The　 Antarctic　 phytoplankton　 responded　 to

iron　 stress　 with　 decreasing　 growth　 rates　 and　 quotas　 of　cellular　 C　and　 N　 in　media　 containing　 <　1　nM

iron.　 The　 subnanomolar　 iron　 concentrations　 measured　 in　 the　 open　 Southern　 Ocean　 seem　 to　 be

suf丘ciently　 low　 to　limit　 the　 growth　 of　these　 phytoplankton.

〔は じめに〕 南極海の基礎生産は、時間的 ・

空間的に大 きく変動す るが、それに係 る要因 と

して水温 、光環境 、栄養塩 、微量栄養素、植物

プ ランク トンの凝集 ・沈降作用、動 物プランク

トンな どによる捕食 、水柱 の鉛直安 定度 な どが

挙げ られ る。一方、南極海沖合域を含むい くっ

かの高栄養塩 ・低バイオマス海域における植物

プ ランク トンの増殖 が、微量栄養素の一つであ

る鉄 の不足によ り制 限され ているとの仮説が示

され 、様 々な議論 を呼んでいる。鉄 はクロロフ

ィル の合成や電子伝達系な どに関与する重要な

元素であ り、本研 究では この鉄 に着 目して、南

極海産植物 プランク トンの増殖 と鉄 濃度の関係

について検討 した。

〔方法〕 実験には、南極海 か ら分離 した珪藻お

よびハプ ト藻か らなる8株 の単離培養株 を用い

た。培養液 は、キ レー ト樹脂 カラムで重金属を

除去 した外洋水に、精製 した栄養塩類 を加 えて

調製 し、ろ過滅菌 して使用 した。 この培養液に

含まれ る鉄 のバ ックグラ ウン ド濃度 は0.1nM

であ り、これに0(無 添加),0.1,1,10nMの 鉄

と、100nMのEDTAを 添加 した。培養は20m1

の培養液 を入れ たポ リカーボネー ト製試験管 を

用い、1℃ 、連続光(30μE/m2/s)の 条件下で

行 った。約2ヶ 月 間、連続 的なバ ッチ培養 を行

い、　in　vivo蛍 光を増殖量の指標 として対数増殖

期における増殖速度を求 めた。

〔結果〕 実験 に用いた大部分の株は、1～10nM

の鉄濃度において増殖速度が最大 とな り、1nM

以下になると増殖速度が低 下 した。増殖 が抑制

された鉄濃度域で は、ゆっ くりとした増殖 を持

続する株 と、ほとん ど増殖 を示 さない株の二つ

の タイプに分かれた。 また、増殖速度 の低下が

認め られ なかった1　 nMの 鉄濃度 においても、

細胞内の炭 素 ・窒素含量 の減少 を示す株がい く

つか見 られ た。 これ らの結果か ら、表層水の溶

存鉄濃度が1　 nMを 下回っている南極海沖合域

な どの海域 では、植物 プランク トンの多 くが鉄

不足による増殖速度の制限 を受 けている可能性

が示 された。鉄制限下における増殖応答の違い

は、現場の植物プ ランク トン群集 の組成 にも影

響を及ぼす ものと考えられ る。
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南大洋における有機配位子の鉛直分布とその起源及び消失過程について

Vertical　 distribution　 and　 potential　 sources　 and　 sinks　 of　organic　 ligands

　　　　　　　　　　　　　for　coPPer　 in　the　Southern　 Ocean

緑 川 貴 ・ 田 上 英 一 郎(気 象 研 究 所)

T.　MIDORIKAWA　 and　 E.　TANOUE　 (Meteorological　 Research　 Institute)

　 　 　 Organic　 ligands　 for　 Cu(II)　 were　 extracted　 from　 the　 water　 column　 in　the　 Southern

Ocean　 by　 immobilized　 metal　 ion　 affinity　 chromatography　 (IMAC).　 Levels　 of　organic

ligands　 were　 Iow　 throughout　 the　 water　 column　 in　the　 Southern　 Ocean,　 as　compared

with　 other　 oceanic　 regions.　 Dynamics　 of　organic　 ligands　 in　the　 water　 column　 is

discussed,　 on　 the　 basis　 of　observations　 of　their　 vertical　 and　 spatial　 distributions　 and　 the

experimental　 results　 of　degradation　 and　 sunlight　 exposure　 of　 sample　 waters.

[はじめに]海 洋中の有機物の大部分を占める

溶存有機物については、これまでその海洋学的重

要性が指摘 されているものの、具体的な化学的性

質や構造及び関与する化学反応や地球化学的過程

の実態は解明されていない。溶存有機物の多様な

地球化学的機能の1つ に、金属 との相互作用があ

る。溶存有機物のあるものは、海水中で錯形成、

イオン会合及㎝及着などにより金属 と相互作用 し

ている。溶存有機物 と金属 との結合による存在状

態の変化は、溶存有機物の分解過程や金属の反応

性、粒子への吸着平衡及び植物プランクトンによ

る摂取や毒性に大きな影響を及ぼす。このような

機能を有する有機物群、すなわち溶存有機配位子

の化学的性質とその動態を知ることは、海洋にお

ける炭素循環をはじめとする生物地球化学的物質

循環 を理解する上できわめて重要である。

本研究では、金属イオンに対 して配位機能を有

する溶存有機配位子の南大洋における鉛直分布を

測定 し、その生成起源及び消失過程を検討 した。

[方法]銅(H)イ オンに対する錯形成に高い選択

性 を有する固定化金属イオンアフィニティークロ

マ トグラフィー(MAC)を 用いて、ろ過(ワ ットマ

ン,GFの 海水中のバルクの溶存有機物から有機配

位子を分離 ・濃縮 した。その酸性溶出画分につい

て紫外吸収及び蛍光測定を行って、その鉛直分布

を明らかにした。分布の解析から配位子の挙動 を

調べると共に、生成起源を探るために海水試料の

分解実験を行い、消失過程 を確認するために光分

解実験を行った。

[結果]本 海域における溶存有機配位子の存在

量は、海域の生物生産性を反映 して、他海域に比

べて全水柱を通 して相対的低いことが示された。

海洋表層の水平分布の測定と海水試料の分解実験

から、海洋表層の有機配位子の成因として、植物

プランク トンによる高蛍光を有する配位子の生産

と微生物活動による低蛍光の配位子の生産の2つ

の過程が存在することがわかった。有機配位子画

分の太陽光照射実験 において、有機配位子の光分

解が観察された。海洋水柱内の配位子の蛍光値の

鉛直分布の解析から、表層で生産された新鮮 な植

物プランク トン起源の配位子が沈降粒子により中

深層水に輸送される樹毒の存在が明 らかとなった。
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      0- APAR: pl  LL,  AlAttoyt-Ater_  541-  ftypgv),T6

Photosynthetic production of organic compounds in Antarctic marine phytoplankton in presence of 

             ultraviolet radiation: Implications of the Antarctic marine food

J.I.GOES (Nagoya Univ.), N. HANDA (Nagoya Univ.) K. SUZUKI (Nagoya Univ.), 
          S. TAGUCHI (Soka Univ.) and T. HAMA (Nagoya Univ.)

     The annual cycle of stratospheric ozone depletion occurring over the Antarctic and the 
accompanying increase in UV-B radiation (UVBR) has led to a lot of concern about its harmful 
consequences on the dynamics of this fragile ecosystem. In the seas around the Antarctic, there is 
evidence to show that UVBR inhibits phytoplankton photosynthesis. However, lack of information 
in several key areas has precluded the assessment of its consequences on the Antarctic marine 
ecosystem. During a recent cruise of the  R.V.Hakuho Maru to the Southern Ocean, along with routine 
measurements of primary production, we examined the effects of UVBR on 1) the patterns of carbon 
biosynthesis and 2) the changes in the production of biochemical compounds. The stimulus for this 
research, was the belief that such data would help us recognize the broader implications of enhanced 
solar UV-B radiation on the marine food web and biogeochemical cycles in the Antarctic Ocean.
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南大 洋にお ける有 機炭素 フラックス とその有 機物組 成

Vertical　 fluxes　 of　organic　 materials　 in　the　 Southern　 Ocean

早川 和秀、半田暢彦(名 古屋大大気水圏研)、 福 地光男(極 地研)

K.　HAYAKAWA,　 N.　HANDA　 (IHAS,　 Nagoya　 Univ.)　 and　 M.　 FUKUCHI　 (NIPR)

　 　 　 　 　 　 　 Vertical　 fluxes　 of　 organic　 carbon　 and　 some　 biomarkers　 of　 organic　 matter

were　 measured　 in　 sinking　 particles　 collected　 by　 a　 time-series　 sediment　 traps　 in　 the

Southern　 Ocean.　 Temporal　 variation　 of　 organic　 carbon　 fluxes　 followed　 the　 overlying

phytoplankton　 bloom　 in　 the　 surface　 water.　 Fatty　 acid　 composition　 of　 sinking　 Particles

suggested　 that　 the　 source　 of　 sinking　 particles　 were　 diatoms.　 Changes　 in　 fatty　 acid

conlposition　 of　 the　 sinking　 particles　 indicated　 physiological　 changes　 of　 diatom

community　 in　the　 overlying　 bloom.

[は じめ に]南 極周辺の海氷 圏において

は、短い夏期 に基礎生産が活発 とな り、大

きな沈降粒 子 フ ラックスが観 測 されるこ と

が知 られ ている。 この沈降粒 子有機物 は、

底 生生 物及 び氷 に閉ざされ る冬期の海 中の

生 物のエ ネルギ ー源 と して重 要で あるが、

これ ら有 機物 の化学組 成 につい て、詳細 な

検 討は数少 ない。

我々は、1)1985-1986年 と2)1gg4・1gg5

年 に行 われた時系列 セジメ ン トトラ ップ実

験 より得 られた沈降粒子 の有 機物 について

分析 を行 い、粒 子の生 成及 び沈降過程につ

いて検 討 を行 った。

[方法]1)の セ ジメ ン トトラ ップ実験 は、

クイーンモ ウ ドラン ドのブ ライ ド湾 にて、

12/28・2/8に わたって行 った。2)の トラッ

プ実験 は、 白鳳丸KH-94-4次 航海の際 、

64'42'S,139'58Eに て、12/26-1/21に わ

た って行 った。得 られた沈 降粒子試料 は、

研 究室に持 ち帰 り、乾重量、有機炭素、全

窒素 を測 定 した。有機物分析 は、特 に有機

物 の起 源 を推定 しうる脂質成 分 に注 目した。

ク ロロホルムーメ タノールに よ り抽 出 した脂

質成分 を、カ ラムク ロマ トグ ラフ ィー にて

成分分 画 した後 、脂肪酸 や炭化水 素 をガス

クロマ トグ ラフ ィー によ り定量 した。

[結果 と考察]1),2)と もに沈 降粒 子 の

有 機炭素 フラ ックス は、観 測期 間中 に急 激

な増加 と減少が 見 られ、海洋 表層 での植物

プ ランク トンブル ームの盛衰 に対 応 してい

る と考 え られ る。1)の 沈 降粒子 の脂肪 酸 の

分析 の結 果、脂肪酸組 成 は、ケ イ藻類 の組

成 に近い もので あ った。 これ は、沈 降粒子

の多 くが、ケ イ藻類 の 自重 沈降 や凝 集 に よ

る もので あるこ とを示 してい る。 また、脂

肪 酸組成の時系列 変化 が 、植 物 プ ラ ン トン

の群集組成 に よらず に変化 してい るこ と よ

り、脂肪酸の組 成変化 が 、ケ イ藻類 の生 長

状 態 に よる もの であ る と判 断 され た。 これ

に よる と、沈降粒 子 フラ ックスの ピー ク時

に、多不飽和脂肪 酸が多 く見 られ、 この時

期 が植物 にとって も海洋生態系 に とって も、

非常 に重要であ ると考 え られる。
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夏季の南極海氷縁における沈降粒子 フラックスの変動
Variability　 in　the　 flux　 of　 sinki㎎particles　 in　austral　 summer　 in　 the　 ice-edge　 area　 of　 the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Antarctic　 Oceall.

鈴 木 英勝(1),佐 々 木 洋(1),高 山 真(1),福 村 忠 史(1),鈴 木 光 次(2),工 藤 栄(3),福 地 光 男(3)

(1)石 巻 専 修 大 学 理 工,(2)名 古 屋 大学 水 圏 科 学 研 究 所,(3)国 立 極 地 研 究 所

H.　Suzuki(D,H.　 Sasaki(D,　 M.　Takayama(1),　 T.　Fukumura(D,　 K,　Suzuki(2),　 S,　Kudoh(3),　 M.　Fukuchi(3)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1)　Senshu　 Univ.,　 (2)　Nagoya　 Univ.,　 (3)　NIPR

Time-series　 sediment　 traps　 were　 depIoyed　 at　 the　 depths　 of　 537m,　 796nL　 1259凪1722mand2727min

the　 ice-edge　 area　 of　 the　 Antarctic　 Oc∈un　 (64°　42.00'　 S,　 139° 　58.44'　 E)　 from　 25　 Dec.　 1994　 to　 22　 Jan.

1995.　 The　 maximum　 flux　 in　dry　 weight　 was　 780.2㎎/M2/day　 at　 537m　 duri㎎ 　7-9　 Jan.　 with　 a　high

relative　 contribution　 of　 FSP　 (Fast-Sinki㎎ 　Particles　 :　>　80m/day)　 to　 the　 total　 flux,　 s㎎gesti㎎a

short-term　 increase　 of　 biological　 productivity　 (bloom?)　 at　 the　 overlyi㎎surface　 layers,
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年 月2ま で の33日 間,南 緯64°42.
00,東139°58.44',水 深2930mの 観

測 点 に 言 置 さ れ た 。 トラ ッ プ の 吊 下 層
は 氷 山 の 影 響 な ど を 考 慮 して,537m,

796m,1259m,1722m,2727mの5層 で あ る 。

1吊 下 期 間 は2日 ～3日 で 合 計9期 間 の 採

集 を 行 っ た 。 採 集 さ れ た 沈 降 粒 子 試 料

は,は じ め に 混 入 動 物 プ ラ ン ク ト ン

(swimmers)　 を 取 り除 い た 後,沈 降 管 を

用 い て 沈 降 速 度 の 速 い 粒 子 群(FSP:〉 約
80m/day)と 遅 い 粒 子 群(SSP:〈 約80m/

day)　 に 分 別 を 行 っ た。 そ れ ら は 乾 燥

重 量(DW),炭 酸 カ ル シ ウ ム 量(CC),灼

熱 減 量(IR),粒 状 有 機 炭 素

有 機 窒 素　(PON)の 分 析 及 び 顕 微 鏡 観 察
に 供 し た 。80m/dayの 沈 降 速 度 は 粒 子

が 基 礎 生 産 層 直 下 か ら 約6日 間 を 要 し て

最 浅 層 ト ラ ップ に 到 達 す る 速 さ で あ る。

537m層 と796m層 に お け るDW粒 子 フ ラ

ッ ク ス の 変 化 か ら(Fig.1),最 大 の フ

ラ ッ ク ス が1月7日 ～9日 の537m層 に お い
て 観 察 さ れ,FSP,SSP合 計 で 約780mg/
m2/dayに 達 す る 。 そ の 後 フ ラ ッ ク ス は

時 間 の 経 過 と共 に 徐 々 に 減 少 し最 後 の

採 集 口(1月19日 ～20日)に 最 小 と な っ

た。 わ ず か3日 間 の フ ラ ッ ク ス の 急 激

な 増 加 は,表 層 に お い て 単 発 的 な ブ ル
ー ム が 発 生 し た も の と 思 わ れ

,ま た 生
物 活 動 が 活 発 に な り多 量 の 沈 降 粒 子 を

生 産 す る 期 間 も 数 日間 で あ っ た こ と を

予 想 さ せ る も の で あ る。 沈 降 速 度 か ら

逆 算 す る と そ の ブ ル ー ム は1月7日 の 数

日前 に 起 こ っ た 可 能 性 が 高 い。

顕 微 鏡 観 察 の 結 果,FSP粒 子 群 の 主 体

は 動 物 プ ラ ン ク ト ン の 糞 粒,オ キ ア ミ

o

け る 生 物 の 生 産 とそ れ に
深 層 へ の 輸 送 過 程 が 比 較
速 に進 行 して い る こ とが

　

言 囎

9・ ・

誓 醐　

(POC),粒 状 豊m°

饒
9

Fig・　 1・　 The　 temporal　 variation　 of　 the　 total　 mass

fluxes　 (flux　 expressed　 by　 dry　 welght)　 1n　 the　 ice-edge

area　 of　 the　 Antarctic　 Ocean　 (64°　42
.0σS,139°58.44'E).

*　 :Saimple　 lost　 duri㎎deployment .
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昭 和 基 地 沿 岸 定 着 氷 下 に お け る 粒 状 沈 降 物 の 季 節 変 化

　　Seasonal　 variability　 of　particle　 flux　under　 the　fast　ice

　 　 　 　 　 　 　 　 　 near　 Syowa,　 Antarctica

渡 辺研 太郎(極 地 研)、 佐藤 壽 彦(筑 波 大 下 田)、 福 地 光男(極 地研)

Watanabe,K.(NIPR),Sato,T.(Univ.Tsukuba,Shimoda),Fukuchi,M.(NIPR)

　 　 　 Sinking　 particles　 were　 collected　 by　 the　 35th　 Japanese　 Antarctic　 Research　 Expedition

(JARE--35)　 under　 the　 coastal　 fast　ice　near　 Syowa,　 east　 Antarctica,　 as　part　 of　SIEFS　 (Sea　 Ice

Ecology　 and　 Flux　 Study)　 program,　 which　 started　 in　 1991/92　 season　 by　 JARE-33・ 　In　 the

Antarctic　 sea　 ice　 area,　 primary　 production　 by　 ice　 algae　 and　 phytoplankton　 is　utilized　 by

heterotrophs　 like　 zooplankters　 and　 the　 rest　 sinks　 down　 to　 the　 sea　 floor　 where　 benthic

organisms　 also　 feed　 on.　 This　 study　 is　to　clarify　 seasonal　 changes　 of　biological　 processes　 in

the　 Antarctic　 sea　 ice　 area　 with　 the　 measurements　 of　 several　 parameters　 (C,　 N,　 pigments

etc.)　 in　the　 sinkdng　 Particle　 samples・

　 　 　 A　 time-series　 sediment　 trap　 was　 deployed　 at　 150m　 deep　 and　 cylindrical　 sediment

traps　 were　 deployed　 at　the　 depth　 of　 20,　 50,　 100,　 150m　 at　Stn　 A2　 (69°OO'S,　 39°38'E,　 ca.

160m　 deep)　 in　 Ongul　 Strait.　 Deployments　 were　 performed　 as　in　 the　 Table　 below　 for　 a

time--series　 (A)　 and　 cylindrical　 (B)　 traps.　 Preliminary　 results　 of　 the　 two　 series　 of　 the

collections　 from　 winter　 to　early　 summer　 will　 be　presented.

第35次 南極地域観 測隊で は、33次 隊か ら始 まっ た海氷圏生物総 合研究計 画の一環 として、

海氷 下の物 質循環過程 を明 らか にする 目的 で、昭和基 地近 くの定着氷域 で沈降粒状物 の採集 を行

なった。海氷下 では、 アイス ア ルジーおよび植物 プラ ンク トンによる基礎 生産物が、 一部 は水 柱

内の動物 プ ランク トンに捕食 され、一部 は海底 に沈降 して底生 生物 に利用 されている。海表層 で

の生産物が沈 降、捕食過程 を経 てどの ように変化す るのか、海氷下 に設置 したセデ ィメ ン トトラ ッ

プに より沈 降粒状物 を採 集 し、 動物 プランク トンに よ り生産 され る糞粒 の 質や量 、粒 状物 のC、

N、 色素組成な どを指標 として季節変化 を観測す ることを計画 した。

1994年8月 か ら12月 にかけ、昭和基地 近 くの北 の浦の定点A2(69°OO'S,39°38E、 水 深

約160m)に おいて、水深150mに 時 間分画式(12試 料)の セデ ィ メン トトラ ップを設 置

し、同時期 の沈降粒状物 の季節変化 を4な い し7日 間隔の採集 を2回 に分 けて行 った(下 表A)。

これ と並行 して同定点 、水深20,50,100,150mの4層 に設置 した簡易型 のセデ ィ メ

ン トトラップに よ り、4回 にわた り沈降粒状物 を採 集 した(下 表B)。 採 集 した セデ ィメン ト試

料 は分割 し、乾重量、C、N、 種 組成検鏡用等の試料 を作成 した。試料 の分析 、解析 は まだ十 分

ではないが、 ここで はこれ までに得 られた結果 を速報す る。

Table　 Sediment　 samplings　 byatimer　 trap　 (A)　 and　 simple　 traps　 (B)

　 　 　 　 in　1994　 at　Stn　 A2　 in　the　fast　ice　area　 near　 Syowa.

A:Aug.12(1)

B:Aug.12-一 一(1)一 一－Sep.12

Oct.25/27(2)Dec.19

(2)一 一…-Oct.25-一 一一(3)一一一－Nov.27-一(4)一 －Dec.17
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Vertical Flux of Ice Algae during a Melting Season of Sea Ice in 

                               Saroma-ko Lagoon 

 .9-iloru Taguchi (Soka Univ.), Hiroaki Saito (Hokkaido Nat. Fish. 

        Res. Inst.), Hiroshi Hattori (Hokkaido Tokai Univ.) 

                and Kunio Shirasawa (Hokkaido Univ.) 

      Multiple sediment traps were placed at 3 m depth in Saroma-

ko Lagoon during a period from March 1 to April 26 in 1994 to 

study a vertical flux of ice algae. Toward the end of growing 

 sc:,-.0n of ice algae, ice algae are forced to change their 

nutrition from nitrate to ammonium  predominantly under  nutrient 

limited condition and receive more grazing pressure. The 

following hypothses were aimed to test; (1) vertical flux of ice 

algae would increase, (2) chlorophyll a to pigment ratio would 

decrease, (3) C to N ratio would increase, and (4) Biogenic 

 siliu  to chlorophyll a ratio also increase when sea ice  breaks . 

After the ice break, vertical flux of chlorophyll a, 

pheopigments, particulate organic carbon and nitrogen, and 

biogenic silica increased  significantly. The chlorophyll a to 

pigment ratio decreased significantly, and other two  ratios also 

increased significantly after the ice break. The results  obtuined 

from the present study may indicate that once the ice algae are 

released from the ice, algal cells sink fast and their 

biochemical compositions are deteriorated rapidly. The fate of 

ice algae will be discussed in relation to benthos.

 —52--
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二つの型のアイスアルジェー、表面型及び底型の分布 と積雪量

　Distribution　 of　 the　 two　 types　 of

Precipitation　 determine　 the　 type?

ice　 diatom　 co㎜unities　 in　 the　 polar　 seas.

目黒 煕(東 北大 ・農)、 福島 博 、松 田 達郎

H.　 MEGURO(Faculty　 of　 Agriculture,　 Tohoku　 Univ.),　 H.　 FUKUSHIMA,　 Tatsuro　 Matsuda

　Geographical　 distributions　 for　 two　 types　 of　 ice　 algal　 assemblages,　 "surface　 type"　 and
"b

ottom　 type"　 are　 described　 for　 the　 Antarctic　 sector　 (35'E-45'E)　 around　 Lutzow　 Holm　 Bay.

The　 surface　 type　 was　 found　 in　 a　wide　 belt　 in　 the　 outer　 pack　 ice　 while　 the　 bottom　 type

was　 found　 in　 the　 narrow　 band　 of　 fast　 ice　 near　 the　 ice　 shelf　 or　 in　 the　 bay,　 The　 surface

type　 was　 characterized　 by　 a　 thick　 snow　 cover　 on　 thin　 sea　 ice　 and　 the　 bottom　 type　 typica-

11y　 had　 thin　 snow　 cover　 on　 thick　 ice,　 The　 circumpolar　 continuity　 of　 meteorological

conditions　 around　 the　 continent　 and　 similar　 floral　 compositions　 between　 our　 samples　 and

samples　 collected　 near　 Palmer　 Peninsula　 by　 other　 investigators　 suggests　 that　 the　 sim日ar

distributional　 pattern　 may　 be　 common　 in　 other　 coastal　 regions　 of　 Antarctica,

南極及 び北極 におけるアイスアル ジェーの研

究は近 年非常 に発展 し、極地 における一時生産

の重要 な担 い手 として認め られ ている。 しか し、

これ らの研究の多 くは基地 周辺 の定着氷上 にお

いて行 なわ れてお り、沖合 いのパ ックアイス に

おける研究 は必ず しも十分 とはいえな い。

我々は1960年 代 に海氷 中の生物環境 とし

て(1)温 度 、(2>栄 養塩 、(3)補 色 の三

点か ら海水 が極地 としては最 も生育に適 した環

境である ことを明 らか にし、同時に南極 には表

面型 と底型の二 つのアイスアル ジェーが存在す

る ことを明 らかに した 。表面型は 日本 南極観測

隊によ って初めて報告 された もので 、パ ックア

イス中の一年氷 に冬期 に雪が積 もりそ こに海水

が浸透 して シャーベ ッ ト状 にな り、小 型のケイ

ソウの着色層が形成されるもので、比較的単純

なフローラと高いクロロフィル含量と共に色素

板を海水表面近くに挿入することによ り高い融

氷効果をもっている。

今回は、これらの未発表の表面型アイスアル

ジェーのデータを整理し、昭和基地沖合の表面

型及び基地周辺の底型アイスアル ジェーの地理

的分布を明 らかにし、これ らの分布を決定する

最大要因が積雪量であること、南極大陸を中心

に定着氷域の外側に年間降水量約30～50cm

のベル ト状の表面型アイスアルジェー帯の存在

を予測する仮設を提案する。この仮設によ り北

氷洋においては底型のアイスアル ジェーのみ見

出されることも合理的に理解することが可能で

ある。

East　 ongle　 lsland

Snow　 cover Pack　 lce Lθad　 Fast　ice/1
＼

lce　 biota

　 　 　 lce

－

Bottom　 type

　　　　lce　biota

Thlckness

0

2m

6667

.__-
　　　　　　　　　　　　　　　　　Latitude686830

Fig.　 Schematlcal　 proflles　 of　sea　 lce,　snow　 and　 ice　blota　 along　 40°E　Ltttzow　 Holm　 Bay.
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南大洋における植物色素の分布 と一次生産力

Algal　 pigment　 distribution　 and　 primary　 productivity　 in　the　 Southern　 Ocean

鈴木 光次,半 田 暢彦(名 古屋大 ・大気水圏研)

K.　SUZUKI　 and　 N.　HANDA　 (Nagoya　 Univ.,　 IHAS)

　 　 　 In　order　 to　investigate　 the　 abundance,　 composition　 and　 primary　 productivity　 of　phytoplankton

asscmblage　 in　 surfacc　 waters　 of　 thc　 Southem　 Ocean,　 samplcs　 for　 pigment　 analysis　 using　 high-

pcrformance　 liquid　 chromatography　 and　 for　 productivity　 mcasurement　 using　 13C　 technique　 were

collected　 during　 the　 KH94-4　 cruise　 of　 the　 R.V　 Hakuho-Maru　 on　 January,　 1995.　 Chlorophyllα

conccntrations　 and　 primary　 production　 ratcs　 、、・ere　<　0.6　 ptg　 L'i　 and　 <　 16μgC　 L-1　 d-1,　 respectively,　 in

all　sampling　 stations.　 Multiple　 regression　 analysis　 of　 chlorophyll　 a　and　 selected　 accessory　 pigments

indicatcd　 that　 prymnesiophytes　 (19Lhexanoyloxyfucoxanthin;　 11-49%)　 and　 diatoms　 (fucoxanthin;　 9-

49%)　 dominated　 the　 chlorophyll　 a　biomass　 out　 of　 the　 Antarctic　 Divergence,　 with　 diatoms　 dominating

in　 the　 Antarctic　 Divergence　 (58-65%).　 Chrysophytes　 (19t-butanoyloxyfucoxanthin;　 4-23%)　 and

dinoflagellates　 (peridinin;　 6-15%)　 were　 consistently　 secondary　 components　 of　 the　 microalgal

community

【は じめ に|南 大 洋表層 は、 主要栄養 塩類

(硝 酸塩 、 リ ン酸 塩 、 ケ イ酸 塩)が 豊富

に あ るの に もかか わ らず 、植 物 プ ラ ンク

トン(ク ロ ロ フ ィルa)量 が比 較 的少 な

い 海域 の1つ と して注 目 され てい る。本

研 究 は、 こ の 現象 の実 態 の一端 を明 らか

にす るた め に 、植 物色 素 を生 物 指標 物質

と して用い て 、南 大洋 表 層 におけ る植 物

プ ラ ンク トン量、 綱 レベ ルで の植 物 プラ

ン ク トン群 集構造 を推 定 す る とと もに、

一次生産速 度 を調査 した。

{方法11995年1月 、東 京 大学海 洋研 究所

白鳳 丸KH94-4次 航海 のLeg3に お いて試料

を採 取 した 。

1)植 物 色素分析:表 面 水5Lを プラスチ ッ

ク バ ケ ツ で 採 取 し 、 こ れ を47mm

Whatman　 GF/Fフ ィル ターで ろ過 した。

色 素 は90%ア セ トンで抽 出 し、多 波長 検

出器 お よび蛍 光検 出器 付 き高 速液体 クロ

マ トグラフで分析 した。

2)一 次 生 産速 度の測定:レ バ ーアク シ ョ

ン採水 器で採 取 した5m深 の海水 をポリカ

ーボ ネー トボ トルに移 した後、　NaH13CO3

を添加 し、 船上 に設 置 した水 槽で24時 間

培 養 を行 った 。培 養 後 、 海 水0.6Lを25mm

GF/Fフ ィル タ ー で ろ過 した 。懸 濁 態 有 機

炭 素 量 お よび13C同 位 体 比 は 、元 素 分 析 質

量 分析 計 で 測 定 した 。 一 次 生 産速 度 の算

出 は、Hamaetal.(1983)に 依 った 。

[結 果 と 考 察1全 観 測 点 に お い て 、5-

30μMの 高 硝 酸 塩 濃 度 が 認 め られ た の に も

か か わ らず 、 ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度 お よび

一 次 生 産 速 度 は
、 そ れ ぞ れ 、 常 に0.6μgL'1・

16μgCL'1d-1以 下 の 低 い 値 を示 した。 植 物

プ ラ ン ク トン の綱 レベ ル の 群 集 構 造 を把

握 す る た め に 、 ク ロ ロ フ ィルaと 補 助 色

素 色 素 を用 い て、 重 回帰 分析 を行 っ た 。

こ の 結 果 、 南 極 発 散域 内 で は 、顕 著 に珪

藻(フ コキ サ ンチ ン;ク ロ ロ フ ィ ルaバ

イ オマ ス で58-65%を 寄 与)が 優 占 してい

た が 、 南 極 発 散域 外 で は 、 プ リム ネ シ オ

藻(19㌧ ヘ キサ ノ イ ロ キ シ フ コ キ サ ンチ

ン;11-4g%)と 珪 藻(9-49%)が 優 占種

で あ っ た と推 測 さ れ た 。 また 、黄 金 色 藻

(19'一ブ タ ノ イ ロキ シ フ コキ サ ンチ ン;4-

23%)、 渦 鞭 毛 藻(ペ リ ジ ニ ン;6-15%)

は、 常 に副優 占種 で あ っ た と考 え られ る 。

一一54一 一
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南 緯64度40分 、 東 経140度00分 付 近 の 亜 表 層 ク ロ ロ フ ィ ル 極 大 に お け る

ク ロ ロ フ ィ ル 量 の 日周 変 動

Diel　 changes　 of　chlorophyllσin　 sub-surfoce　 chlorophyllσmaximum

loyers　 (SCM　 layers)　 neor　 seo-ice　 edge　 in　Sou†hern　 Oceqn　 (64°40'S,

140000'E)

工 藤 栄 ・福 地 光 男(極 地 研)・ 安 田 道 恵(総 研 大)・ 鈴 木 光 次(名 大)・

鈴 木 英 勝 ・佐 々 木 洋(石 巻 専 修 大)

Sqkoe　 KUDOH,　 Mitsuo　 FUKUCHI　 {NIPR),　 Michie　 YASUDA　 (Grod.　 Univ.　 Advonced

　　　　　　S†udies},　 Kohji　 SUZUKI　 (Nagoya　 Univ.)、　Hideka†su　 SUZUKI,　 (】nd

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Hiroshi　 SASAKI　 {lshinomaki　 Senshu　 Univ.)

　 Temporal　 changes　 in　Chlorophyll　 a　(Fluorescence),　 temperatUre　 and　 salinity　 in　the　 SCM　 (Sub-surface

chlorophyll　 maXimum)　 layer　 after　 sea　 i㏄disappearance　 in　 Southem　 Ocean　 (64°40'S,　 140°00'E)　 were

continuously　 monitored　 f}om　 20　 Dec.　 -　25　 Dec.　 1994　 ,　and　 f士om15Jan.-17Jan.1995.The

chlorophyll-fiuorescence　 showed　 clear　 diel　 changes:　 gradual　 increase　 during　 night　 and　 decrease　 during

daytime.　 AdielmaXimumandminimumvalueswererecordedaroundmidnightandnooqrespectively,

in　every　 day　 we　 observed.

南 大洋 の海 氷 が 消失 した直後 の海域 にお

い て、亜 表 層 に ク ロロフ ィル極大 を観 測、

そ こにcm付 きク ロロフ ィル蛍 光連続観

測機 器(ア クアパ ック)を 設 置 し、10分 間

隔 の連続 記 録 を1994年12月20日 か ら25

日と1995年1月15日 か ら17日 の2つ の期

間か ら得た。両観測期間でク ロロフィル蛍

光値 はおよそ2倍 以上増加 していた。 いず

れの観測期間においてもクロロフィル蛍光

は明瞭な 日周変化を示 し、夜間 に増加 し、

日中に減少す るとい うパター ンを示 した。
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夏季ベー リング海北部陸棚域におけ る植物 プランク トン量の鉛直分布

Vertical　 distribution　 of　phytoplankton　 ab皿dance

　 　 on　 the　 northern　 Bering　 shelf　 in　summer

今 井 圭 理,簗 田 満,米 田 義 昭'

(北 海 道 大 学 ・水 産 学 部)

　 　 K.　Imai,　M.　Yanada　 and　Y.　Maita

　 (Faculty　 Fisheries,　Hokkaido　 University)

Venical　 dis励utions　 of　phytoplankton　 abundance　 were　 investigated　 on　the　northern　 Bering　 shelf　 in　the　summer

of　l991,1992　 and　 l993.　 Based　 on　analysls　 of　temperature　 and　 salinity,　 the　investigated　 water　 columns　 occupied

Benng　 Shelf　 Water　 (saliniり ・,　31.8～32.5　 psu)　 and　 Alaska　 Coastal　 Water　 (<31.8　 psu).　 Nutnent　 concentrations

ln　bo廿om　 water　 were　 hlgh　 in　 the　 fbmer　 and　 low　 in　the　 la廿er.　 On由e　 other　 hand,　 high　 concen甘ation　 of

chlorophyll　 a　occurred　 at　the　depths　 between　 30m　 and　 bo廿omofBerlngShelfWater　 Suchthehlghchlorophyll

αwas　 not　 observed　 m　 Alaska　 Coastal　 Water.　 The　 present　 results　 show　 that　 vertical　 dlstribution　 of

phytoplankton　 abundance　 is　largely　 affected　 by　occurrence　 of　Bering　 Sheif　 Water.

1は じめに

ベー リング海陸棚域では、海氷が退行す る夏

季 に植物 プランク トンの生産が高まる。この時

期 に生産された一一次生産物は、食物連鎖 を通 し

てよ り高次の生物 生産を支えることになる。従

って、夏季の植物プランク トン群集の分布お よ

び現存量を知 ることは、当海域 における生物活

動 を介 した物質循環 を考える上で極 めて重要な

こ ととなる。本研究では、ベー リング海北部陸

棚域におけ る植物 プラ ンク トンの分布量 と水塊

構造の関連 を明 らかにす ることを目的とした。

2材 料 と方法

1991,1992,1993年7月 北海道大学水産学部練

習船 お しょろ丸の北洋航海期間 中、ベー リング

海北部陸棚域、セ ン トロー レンス島南側 の海域

において海洋観測および海水試料の採集を行 っ

た。水温および塩分はCTDに よ り測定された。

栄養塩はテ クニコンオー トアナライザーを用い

て測定 された。 またクロロフィルa濃 度の定量

は蛍光法 によった。なお水温、塩分および栄養

塩濃度の結果の一部は既に公表 されている(北

大水産、1992,1993,1994)。

3結 果 お よび 考察

水 温 ・塩 分 の 解 析 か ら、研 究海 域 をAnadyr

Water(塩 分 ほ ぼ32.5以 上)、Bering　 Shelf　Water

(同31.8～32.5)、 お よびAlaska　 Coasta1　 Water

(同31.8以 下)の3つ の異 な る水 塊 に分 け る こ

とが出 来 た(Walshら 、1989)。3年 間 とも、

研究 海 域の 東側 にAlaska　 Coastal　 Water、　西側

に　Anadyr　 Water　 が存 在 し、 それ らの 中央 には

Beri㎎Shelf　 Waterが み られ た 。 しか しな が ら、

それ らの 詳細 な分 布 には違 い が 見 られ た。本 研

究 に おい てはBering　 Shelf　Waterお よびAlaska

Coastal　 Water　 におい て植 物 プ ラ ン ク トン量 の

鉛 直分 布 を調べ た こ とに な る。 両水塊 中の底 層

付 近(水 深25～60m)に お け る硝 酸態 窒 素 お よ

び珪 酸態珪 素濃度 は、　Beri㎎Shelf　 Waterで 高

く(NO3:5μM,Si:30μM)　 Alaska　 Coastal　 Water

で低 か った(NO3:1pM,Si:10μM以 下)。 表層 に

お け る ク ロ ロ フ ィ ルa濃 度 は3箇 年 と も

0.1μg/1と 低 か った が、底 層付 近 に おいて は3

μg/1を 越 え る高い 濃 度 が 観察 され る こ とが あ

った。 この ような高 い ク ロロ フィルa濃 度 は、

Beri㎎ 　Shelf　 Water　 中 で の み み られ 、　Alaska

Coastal　 Water　 中 にお いて は観 測 され るこ とは

なか っ た。 以上 の ようにベ ー リング海北 部 陸棚

域 に おいて は分 布 す る水 塊 に よ って、 一次 生 産

を支 え る栄 養塩 量 お よび一 次生 産 を行 う植 物 プ

ラ ンク トン量 に違 いが あ る こ とが 明 らか とな っ

た。 この こ とは支 配 す る水 塊 に よ り生 物活 動 を

介 した物 質循環 に違い が生 ず る こ とを示唆 す る。
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サケ幼魚索餅回遊期のオホーツク海の低次生物生産機構

Biological　 process　 in　the　 lower　 trophic　 Ieveles　 in　the　 Okhotsk　 Sea

　 　 　 　 during　 the　 feeding　 migration　 of　juvenile　 salmon

清 水 幾 太 郎(さ け ・ま す ふ 化 場)・ 上 野 康 弘(遠 洋 水 研)

　 　 　 　 　 　 　 Shimizu,　 1　(Hokkaido　 Salmon　 Hatchery,　 Fisheries　 Agency)

　　 　　 　　　 　　 and　 Y.　Ueno　 (Natl.　Fish.　 Res.　 lnst.　Far　Seas　 Fisheries)

Biomass　 measurements　 for　primary　 and　 secondary　 producers　 were　 carried　 out　 on　the　survey　 R/V

Wakashio-maru　 in　the　southern　 part　of　the　Okhotsk　 Sea　 from　 early　 July　 to　early　 August,　 1995　 as

part　of　a　collaborative　 research　 on　Japanese　 juvenile　 salmon　 between　 Fisheries　 Agency　 of　Japan

and　 Pacific　 Research　 lnstitute　 of　Fisheries　 Oceanography　 of　Russia.　 Chlorophy11.a　 and　 C,　N

standing　 crop　 were　 measured　 for　size　fractioned　 producers.　 Zooplankton　 samples　 in　the　daytime

and　 night　 were　 collected　 with　 a　Neuston　 net　(mesh　 351μm)　 by　the　horizontal　 tow　 for　 lO　minuets,

1.5knots.　 Size　 fractioned　 samples　 were　 collected　 with　 a　Fraction　 net　 which　 has　 four

compartments　 (mesh　 35,　 lOO,　236　 and　 315　 Le　m)　 by　the　vertical　 tow　 at　a　depth　 of　20m.　 Standard

samples　 were　 collected　 with　 a　Norpac　 net　(mesh　 lOOμm)　 by　the　vertical　 tow　 at　a　depth　 of　150m.

Biomass　 of　secondary　 producers　 in　the　night　 was　 bigger　 50～200　 times　 than　 that　in　the　daytime　 in

epipelagic　 zone　 in　the　Okhotsk　 Sea.

1995年7月 上 旬 か ら8月 上 旬 に か け て,表 層 域 で の 動 物 プ ラ ン ク ト ン は 夜 間 に 口 中

北 海 道 教 育 庁 若 潮 丸 に よ る ロ ロ 共 同 さ け の50～200倍 の 現 存 量 を 示 し た が(Table　 l),

ま す 幼 魚 調 査 の 一 環 と し て,オ ホ ー ツ ク 植 物 プ ラ ン ク ト ン は 日 中 の 方 が 多 い 場 合 で

海 域 の 低 次 生 物 生 産 機 構 を 明 ら か に す る も10倍 以 下 と 低 く,昼 夜 の 差 が 見 ら れ な

た め,栄 養 塩 分 布 お よ び 動 ・ 植 物 プ ラ ン か っ た り,夜 間 に 現 存 量 が 多 い 海 域 も 見 ら

ク トンの 現 存 最 を調 査 した 。

50°N以 南 の オ ホ ー ツ ク 海 域 の 調 査 定

点 でCTD観 測 と 各 層 採 水 を 行 い,栄 養

塩,サ イ ズ 分 画 した ク ロ ロ フ ィル を 定 量

し た 。 ニ ュ ー ス ト ン ネ ッ ト(口 径

75x75cm,目 合351μm)で1.5ノ ッ ト10分

間,昼 と夜 に 水 平 曵 を 行 い,ノ ル パ ッ ク

ネ ッ ト(口 径45cm,目 合100μm)で は 水 深

150mか らの 鉛 直 曵 を行 い,ま た4種 類 の

ネ ッ ト(各 口径30x30cm,目 合35,100,

236,315μm)か ら構 成 され る フ ラ ク シ ョ

ン ネ ッ トに よ り 水 深20mか ら の 鉛 直 曵 を

行 いC,N,ク ロ ロフ ィル を定 量 した 。

千 島 列 島 沿 岸 部 と150°Eの 東 部海 域 で

は 混 合 層 が 深 く,表 層 か ら大 型 の 植 物 プ

ラ ン ク トンが 優 占 した の に対 し,150°E

の 西 部 海 域 で は 混 合 層 が 浅 く 水 深30m層

に ク ロ ロ フ ィ ル 極 大 が 見 られ,植 物 プ ラ

ン ク トン現 存 最 も少 な か っ た。

れ た。

Table　 l.　Biomass　 of　 secondary　 producers　 (dry

weight)　 in　the　 daytime　 and　 night　 collected　 with

a　Nueston　 net.

Station Daytime Night

St51

St52

St41

St42

St44

St45

St31

St32

St33

St34

St35

St23

St24

Stll

Stl2

0.110
b

O.05

0.24

0.16

0.06

0.17

3.74

0.09

0.17

0.12

0.22

1.51

0.62

1.73

0.24

20.949

7.2

28.41

8.13

4.65

9.87

22.68

3.84

9.69

23.93

8.69

16.9

11.98
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南 極 リ ュ ツ ォ ・ ホ ル ム 湾 東 部 の 更 新 統 一 完 新 統

海 成 堆 積 物 中 の 有 孔 虫 化 石 と 古 環 境 変 動

　 　 　 Late　 Pleistocene　 to　Holocene　 paleoceanographic　 changes　 of　the　 eastern　 part　 of　LUtzow-Holm　 Bay,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Antarctica　 based　 on　 the　 foraminiferal　 assemblages　 in　marine　 sediments

五 十 嵐 厚 夫(東 北 大),沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大),土 屋 泰 孝(筑 波 大),

福 地 光 男(極 地 研),斎 藤 常 正(東 北 大)

　 　 　 　 　 　 A.　 IGARASHI　 (Tohoku　 Univ.),　 H.　 NUMANAMI　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),

Y.　 TSUCHIYA　 (Univ.　 Tsu㎞ba),　 M.　 FUKUCHI　 (NIPR)　 and　 T.　 SAITO　 (Toho㎞Univ.)

　 　 　 　 Faunal　 compositions　 of　fossil　foraminifers　 were　analyzed　 in　order　to　reconstruct　 paleoceanographic　 changes　 since　the　late

　 　 Pleistocene　 around　 the　eastern　 part　of　IMtzow-Holm　 Bay,　Antarctica.　 With　 regard　 to　sediments　 deposited　 since　the　LGM,　 raised

　 　 　 beach　 deposits　 contain　 dominantly　 calcareous　 benthic　 assemblages.　 In　contrast,　 arenaceous　 assemblages　 dominate　 chiefly　 sea

　 　 　 bottom　 sediments.　 However,　 mixed　 populations　 comprising　 both　 calcareous　 and　arenaceous　 species　 are　recognized　 in　a

　 　 　 sediment　 core　obtained　 from　 the　drowned　 glacial　trough　 off　the　Honn6r　 Glacier　 whose　 water　depth　 possibly　 reached　 below　 the

　 　 　 CCD.　 The　distribution　 of　calcareous　 benthic　 foraminiferal　 assemblages　 suggest　 that,　since　the　LGM,　 relatively　 warm　 bottom

　 　 　 waters,　 which　 were　 saturated　 with　CaCO3,　 fiowed　 into　the　southern　 coastal　 area　of　the　Bay,　 thereby　 inducing　 the　melting　 of　ice

　 　 　 sheet　margin　 as　well　as　the　migration　 of　calcareous　 benthic　 foraminifers　 into　the　area.

南極氷 床 は,過 去 において気候 変動 と密接 に関わ

り合 い なが ら,拡 大 と縮小 を繰 り返 して きた とされ

る.こ の現象 に よ り,氷 床沿海 に生息す る海洋生物

群 は,そ れ までの生 息地 を追われ,逆 に再 び取 り戻

す こ とを繰 り返 して きたであ ろ う.特 に,氷 床 の融

水 の流入 と,そ の融解 を引 き起 こ した 高温水 の流入

とが絡む,氷 床縮小期 の海洋環境 変動 は,生 物 群 に

大 きな影響 を与 えていた と思 われ る.よ って,南 極

沿 海の古 環境変動 を復元 す ることは,第 四紀 の気 候

変動 に対 して地質学的 に寄与す るだけで な く,南 極

での海洋生物学 に対 して も重要 な意味 を持つ だろ う.

以 上を踏 まえ,本 研 究 は,海 氷 圏生物 の総合研 究

の…環 と して,JARE-33で 採取 された リュツオ ・ホ

ルム湾東 部の海底堆積物柱状 試料 と,同 湾東岸の露

岩上 の隆起海成堆積物 中 に含 まれ る有孔 虫化石か ら,

最終 氷期 の最寒期(LGM;約18,000年 前)を 含 む,

過 去数万 年 間の同湾 内古 環境 の復 元 を目的 と した.

この うち,露 岩上 の隆起 海成堆積物 に関 しては,

含 まれ る貝,有 孔 虫化石 のAMS14C年 代 によ り,3-

8kaと33-42kaの2グ ルー プに区別 され,有 孔虫 を

含 む堆積 物の うち,概 して前者 は中～南 部露 岩上,

後者 は北 部露岩上 に多 く分布 する.こ れ よ り,後 氷

期 の南部露岩域 にまで及ぶ海進 に先立ち,最 終氷期

中の一時期,北 部露 岩域へ の海進 と氷床 の縮小 が生

じた と推 定 され る.一 方,含 まれる有孔 虫は,殆 ど

石灰 質底 生有孔 虫群 か らな り,　Milam　and　Anderson

(1981)のShallow　 Shelf　Calcareous　Asemblagesに 類 似

する.こ れ は,比 較 的暖 かいfresh　shelf　waterを 反映

する とされ,こ れに よ り,3-8kaで の湾 中～南部沿

岸 の,比 較的温暖 な海洋環境 が示 唆 され る.
一一方

,海 底 堆積物 コァに関 しては,15本 中9本 の

計17層 準 につ いて,含 まれ る有機物 をAMSで14C年

代測 定 し,約12kaよ り若 い値 を得 た.よ って,こ れ

ら堆積物 は,　LGM以 降に堆積 した もの と思われ る.

含 まれる有孔虫 は,多 くのコアで膠着 質底生有孔 虫

群が 一連に優勢 である.特 に,オ ングル諸島周辺 で

は,200m以 浅で も石灰質 は殆 ど見 られず,概 して,

コア下部か ら中部 にか けては,個 体数,種 数 とも比

較 的少 ない.こ れ はAnderson　 (1975)の,　 severe

glacial　conditionを 示す ものに類似 し,後 氷期 は湾 中
～南部 に比べ湾北部沿岸 は冷温 な海洋環境で あった

と思 われる.し か し,表 層近 くか ら個体数,種 数 と

も急激 に増加す る傾向が あ り,か な り最近(2ka以 降

位?)に,湾 内全般 にわた り,底 生有孔虫 に とって以

前よ り生息 に適 した底層環境 に変化 した と思 われ る.
一方

,石 灰 質有孔 虫は,水 深232m,317mの 陸か

ら離れ た場所の コァで,下 位 か ら上位へ 比較的連続

して産 出 したが,ラ ング ホブデ以南 の400m以 深で

の コァで は殆 ど産 しなくなる.こ れに よ り,300-

400m間 に炭酸 カル シウム補 償深度(CCD)の 存 在が考

えられ る.し か し,　JARE22に よ り,ホ ノール氷河

沖の氷食海底 谷中の水 深683mか ら得 られた コァで

は,石 灰 質 と膠着 質両方 が連続 して産 出 し,こ の深

度 は,　CCD以 深 とな り矛盾 する.南 極海沿岸で は,

CCDは500m前 後 とされるが(Kennett,　1966な ど),南

極 海沖合 では,水 深3000-3900m付 近 に も石灰質

有孔 虫群 が見 られ,こ れ には北大西洋深層水

(NADW)に 由来する高温,高 炭 酸塩濃度の水塊 の,

南極 海深層へ の流入が大 きく作用 してい る とされ る

(米谷,井 上;ユ986).ラ ングホブデ,ス カーレ

ン近 くの水深251m,393mで の コァで は,あ る層準(約

7-10ka)で 石灰質有孔虫 の産 出がみ られ,こ れは,

上記水塊 の流入の強 い時期 を示すので はないか.つ

ま り,後 氷期 に上記水塊が,石 灰質底生有孔虫 を伴

いなが ら沖合 か ら氷食海底谷 に沿 って,湾 東部の 中

～南 部沿岸 付 近まで湧昇 し氷床 を融解 させ
,約4.5

-8kaに わた りス カル ブス ネス付近 な どの浅海域 に
,

豊富 な石灰質有孔虫群 を残 した と思われ る.
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統計 的 手法 に よる南極 海域 のCZCS画 像 か らの

クロ ロ フ ィル濃 度鉛 直分 布 の推 定

Estmation　 of　chlorophyll　 concentration　 vertical　 profile　 around　 the

Antarctic　 ocean　 derived　 from　 CZCS　 images　 by　 the　 statical　 method

木村 典嗣 ・岡 川喜 裕(東 海 大学 海洋 学 部)

N.Kimura　 and　 Y.Okada(Marille　 Science　 &　 Tech.　 TOKAI　 UNIV.)

　 　 By　 analyzed　 202　 ship　 observations　 in　 the　 Antarctic　 ocean,　 the　 vertical

profile　 of　 chlorophyll　 concentration　 was　 estimated　 using　 the　 statical

method　 frolll　 sea　 surfacee　 to　 150m　 depth.　 The　 model　 is　 established　 to

predict　 the　 vertical　 profile　 frorn　 CZCS-derived　 chlorophyll　 concentration・

The　 compartion　 in　 terms　 of　 vertical　 profile　 demonstrates　 the　 good

agreement(relative　 error　 =　 40%)　 between　 CZCS-derived　 and　 ship-

observed.

[は じめに]近 年、海洋にお いて植物 プラン

ク トン色素濃度を広範囲にわた り観測可能 な可

視域 リモー トセ ンシングが注目されてきている。

木村 ら(1993)は 南極半島周辺海域の海面射 出放

射輝度比 とク口口フィルーa濃度の関係か ら南極

海域用の生物光学アルゴリズム を開発 し、 同期

船舶観測との比較を行い、約30%の 誤差で推定

できると報告 している。木村 ・岡田(1994)は 南

極半島周辺海域の クロロフ ィル濃度の鉛直分布

を推定するために松村 ・塩本(1993)の モデルを

用いてアル ゴリズムの開発を行い、衛星画像か

ら得 られ たクロロフ ィル濃度の鉛直分布と船舶

観測デ ータを比較 し、相対誤差が43%で 推定で

きたと報告 している。

本研究では、南極海域のクロロフィル濃度の

鉛直分布を統計的手法(EOF解 析)に よ り推

定す るアル ゴリズムの開発を行 い、CZCS画

像か ら得 られた クロロフィル濃度の鉛直分布と

船舶観測デ ータとの比較 ・検討 を行 う。

[結果]水 産庁開洋丸によ り行われた第4次

・第5次 ・第6次 南極海調査航海 とLipski

(1982)に よ り観測された合計202点 のクロロ

フィル濃度の鉛直分布デー タ(0,10,20,30,50,

59

75,100,150m層)を 使 用 し た 。

　
θ(Zt)=姦 「(Zt)+Σ φi(Zt)Ai(T)

i=1

θ(Zt):各 深度 の ク ロロフ ィル 濃度

訳Zt):平 均 の ク ロ ロフ ィル濃 度

φ」(Zt):第i経 験 的 直行 関数

Ai(T):振 幅(第i主 成 分得点)

n:解 析 資料 の 総個 数

(1)

本研究 ではEOF解 析を用いてクロロフィル

濃度の鉛直分布 を推定す るために(1)式 を仮定 し

た。この ように して得 られたEOF解 析による

クロロフィル濃度鉛直分布推定 アル ゴリズム を

画像処理 システムに組み込み、1981年 月2月27

日と3月12日 のCZCS画 像に適用 した。同 日

に観測されていたThe　r/v"Profesor　 Siedleckj

"調 査航海でLipski(1982)に よ り得 られた3点 の

クロロフ ィル濃度の鉛直分布 とEOF解 析によ

る鉛直分布推定法との比較 をす ると相対誤差 が

40%程 度で推定できることがわかった。そこで、

この手法を1981年1月 か ら3月 までの南極半島

周辺海域の合成画像に適用することによ り、海

表面か ら150mま での標準観測層の クロロフィル

濃度画像を作成することが出来 るよ うになった。
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Interannual Variation in Summer Phytoplankton Blooms at an Inshore Antarctic site

J.A.E. Gibson', K.M.  Swadline and H.R. Burton'

 Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania 7050 Australia 

Department of Zoology, University of Tasmania, GPO Box 252C, Hobart, Tasmania 7001, 

 Australia

      Few, if any, studies of the Antarctic region have attempted to monitor the composition and 

intensity of phytoplankton blooms at a particular site over a number of summer seasons. Such 

observations are important, as the Antarctic region is thought to play a major role in the oceanic uptake of 

carbon dioxide, mediated in part by the photosynthetic activity of the phytoplankton, the distribution of 

which are inherently heterogeneous in time and space. In this paper we report a study of three consecutive 

summer phytoplankton blooms during the period  1992-5 at an inshore marine site (water depth 23 m) near 

Davis Station, east Antarctica. The aim of the study was not only to record phytoplankton variability, but 

also to attempt to ascertain which factors contributed to the variability. Chlorophyll a concentrations were 

measured as an indicator of bloom intensity, the identity and population of major phytoplankton species 

was determined, and a variety of physical and chemical parameters, including water temperature and salinity, 

and macronutrient concentration were measured. 

      The intensity of the phytoplankton blooms varied considerably between years. The highest 

recorded integrated chlorophyll a concentration measured was 555 mg  m-2 in late January 1994. During 

this summer, a single peak in chlorophyll a was observed after ice breakout, whereas in 1994-5, 3 major 

peaks, all of approximately 350 mg  m-2 occurred in early December, early January (both before ice 
breakout) and mid-February. Concentrations in 1992-3, when ice was present throughout the study, were 
significantly lower, reaching a maximum of only 68 mg  m-2. 

      The composition of the phytoplankton community also exhibited considerable differences 

between summers. In 1992-3, the community was initially dominated by the ice associated diatom 

 Entomoneis  kjellmanii, which was succeeded by Fragillariopsis spp. and Nitzschia sp. Phaeocystis cf 

antarctica was dominant at all depths briefly in mid - late December, and from the end of December till late 

January,  Coptomonas  criophyla was the most numerous species in the upper 10 m of the water column, with 

P.  cf antarctica in the lower water. In 1993-4, C. criophyla was dominant at all depths at the start of the study 

in mid-December, but was soon replaced by P. cf antarctica. An intense bloom consisting largely of the 

diatom Thalassiosira  dichotomica (maximum cell counts 1 x 107 cells  L-1) developed in mid-January, and 
this species remained dominant till the end of the summer. E. kjellmanii was again dominant in November 

1994, but was succeeded in early December by an intense bloom of C. criophyla (maximum cell counts 1 

x 108 cells  L-1). Diatoms, initially a mixture of Fragillariopsis spp. and Nitzschia sp. (Early to mid January) 

and then T. dichotomica, followed this flagellate bloom. P. cf antarctica, in contrast to the earlier years, was 

essentially absent in December 1994 and January 1995. 

       No significant differences in nutrient, temperature and salinity occurred between the summers, 

excepting that water temperature and salinity were lower in 1993-4 than in the other years. Nitrate appeared 

to be the limiting macronutrient, and with phosphate, became highly depleted by late January in summer. 

       The variation in intensity and make-up of the summer phytoplankton blooms was probably the 

result of the effect of a number of factors, including ice cover, water circulation patterns in the Prydz Bay 

Gyre, and micronutrient availability. 
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冬 期 昭 和 基 地 周 辺 定 着 氷 下 に お け るOithona　 similisお よ び

Oncaea　 curvata　 (模 脚 類)の 鉛 直 分 布

Vertical　 distribution　 of　 Oithαnasimilisan""Oncsescuryete

(Cアclopoida,　 Copepoda)　 under　 the　 fast　 ice　 near　 Syowa　 Statio皿,

A皿tarctica　 duri皿g　 winter.

谷 村 篤(極 地 研)、 星 野 一 也(北 海 道 東 海 大)、 野 中 友 喜(北 海 道 東 海 大)、

服 部 寛(北 海 道 東 海 大)、 宮 本 佳 則(東 水 大)、

　 A.Tanimura　 (NIPR),　 K.　HOSHINO、 　T.　NONAKA、 　H.　HATTORI　 (HokkaidoTokai　 Univ.),

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 and　Y.　MIYAMO'rO　 (Tokyo　 Univ.　 Fish.)

The　 diel　 vertical　 distribution　 of　two　 small　 c)7clopoid　 copepods,　 (llrthoiia　 st?niliis　 and乙)1?caeaeur・yvata

was　 investigated　 under　 the　 fast　 ice　 at　Syowa　 Station　 in　winter　 1993　 when　 the　 sun　 did　 not　 rise　 above

horizon　 at　a11.　Stage-specific　 difference　 in　diel　 vertical　 distribution　 of乙2　 suZnthirwere　 not　 found.

All　 developmellt　 stages　 from　 copepodite　 stage　 I　(CI)　 to　adult　 exhibited　 similar　 vertical　 distribution

patterns　 throughout　 the　 investigation:　 t止1e>i　were　 abundant　 just　 beneath　 the　 sea　 ice　 and　 decreased

with　 depth.　 01?caea　 cwvatatended　 tobe　 abundant　 below　 10mla)7er.　 However,　 clear　 diel　 vertical

migration　 was　 also　 not　 found　 in　any　 stagefrom　 CI　 to　adult　 of　O'　 curvata.　 In　the　 present

Symposium,　 the　 ecological　 significance　 of　diel　 vertical　 distribution　 of　these　 copepods　 in　the

Antarctic　 dark　 winter　 period　 will　 be　 discussed.

昭和基地は南緯69度 に位置す るため夏季は 太陽か 水斗線、下に没するこ とがなく、 「白夜 」 となる.方 、

冬季 は全 く太陽 が水平線上に現われる ことな く、 「暗 夜」 とな る。こ うした白夜期 、暗夜期 にお いて昭和

基地 周辺の定着氷 下に分 布す る動物プ ランク トンか どの ような分 布パ タ…ン を示すかは 、南極沿 岸海 氷域

の物質循環の 中で動物プ ラン ク トンの 果たす役割 を明 かにする上で重 要であ る と考え られ る。木 シ ンポ シ

ウムで は昭和基地周辺の定着氷下において優占して出現す る小型の かいあ し類 である αψα7β劃励 鉋 およ

びORcaea.　curvataの 暗夜期に おけ る鉛直 分布の 結果 を報告す る、

調査は1993年7月1～2日 の間、昭和基地周辺の北の浦の定 着氷上のStn.K　 (水深32m)に おい て4時

間毎 に7回 　(12hrs,　16hrs,　20hsr,　OOhrs,　04hrs、　08hrs、　12hrs)　、　NIPR型 採集器に よる各 層採集(海 氷 直下0血 、

5m、10m、15血 、20m、25mお よび海底直上0.5mの7層)を 行った、各採集時 には北原式採 水器によ る各

層採 水(海 氷直Om、5血 、10血 、15血 、20血 、25血 お よび海底直上0.5mの7層)、 　CTD観 測 および海氷 コア

の採集 も同時 に行 った。

木調査期間中、氷下の水温は1.85～1.78℃ の範囲にあ り、海氷直下で低 く低 層に 行 くに従 って高 くな

る傾向を示 した。 一方、塩分は33,666～34.02°/・ ・の範 囲にあ り、その値は 海氷直下で低 く低層に 行 くに

従 って高 くな る傾向を示 した。水中の クロロフ ィルa量 はO.　05　Lt　gi1以下であったが、海氷下部5cmの クロ

ロフ ィル〃量 は1--10iug!1の 範囲にあ・)た。

Oithalla　simnllN/　CIか ら成体 まで出現 したが、その うちCIII(28%)が 最 も優 占して出現 したu(,i"

励 功5の 各発育 ステージの鉛直 分布パ ターンには明瞭 な時刻に よる違いは見 られ ず、 般 的に鉛直 分布パ

ター ンは海氷 直下 で多 く.深 層に行 くに従って減少する傾 向にあ ったu方 、6セ α纈 αm沼aも またCIか

ら成体 まで出現 したが、その うちCIII(78%)が 最 も優 占して出現 したw　O'　cu"・stfi海氷直下 よ りもむ し

ろ5m以 深で個体数の極 大が現われたがs各 発育 ステー ジとも顕著な鉛 直移動 は認め られ なかったL/以 上

か ら暗夜期には これ ら2種 はほ とん ど日周鉛直移動 を行っていない ことが推 察 され た、
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 moAraiRthL  A-4-7 

     COINCIDENCE OF CLIMATE FLUCTUATIONS WITH VARIABILITY 
 IN THE  ANTARCTIC  KR  I  LL  (EUPHAUS  1  A  SUPERBA DANA)  RECRUITMENT

*1415R  (ilk71(fiff)  •WHINU  (C14))  -ti4tik--  (Ati) 
N. NAGANOBU  (NRIFSF), K.  KUTSUWADA  (Toka  i  Univ.) and Y.  SASAI (Hokkaido  Univ.)

     Detection of environment processes controlling  variability  in the 

 Antarctic  marine ecosystem  i  s  a genuine subject  in researches such as CCAMLR, 

GLOBEC, JGOFS and WOCE. Especially, variability of Antarctic krill 

distribution and abundance, which  is a key species  in the Antarctic marine 

ecosystem, and its predators have been studied by many researchers. Above 

 all, after  year-variability of  krill recruitment became  clear  (Siegel and 

Loeb  (1995)  : Mar.  Ecol.Prog.  Ser.123), the path for the study of processes 

controlling the variability opened widely. 

     Here, we demonstrated the long-term relationship between  krill 

recruitment variability and  sea-level pressure gradients  in Drake Passage 

for 1982 - 1994. The years with high pressure differences coincide with 

the good  recruitment of  krill (the 1980/81,  1985/86,1987/88 and  1990/91). 

The years of the extremely low differences coincide with the extreme poor 

recruitment of  kri  II (the 1982/83, 1983/84, 1988/89,  1991/92 and  1992/93). 

This suggests that the strength of the Westerly Winds evidently affects 

the variability of the Antarctic marine ecosystem. 

     We presume that years with the strong  Westerlies are  characterised 

by the following features:  (i) the northward-wide distribution of the 

Winter Water masses on account of the strong northward Ekman transport, 

 (ii)  northward-wide  distribution and  lowdensity (thin) of sea ice and  (iii) 

prevailing warm-water upwelling, being related with high primary 

production, north of the South Shetland Islands and at the edge of sea ice. 

These phenomena may result in good recruitment of  krill. 

     Conversely, in years with the weak  Westerlies year cause (i) the 

northward-narrow distribution of the Winter Water masses, (ii) 

northward-narrow distribution and high density (thick) of sea ice and 

(iii) the extended duration of sea-ice concentration in the coastal zone 

 in spring month  is associated with  low primary production. These phenomena 

may  result  in poor recruitment of  krill.
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ナ ン キ ョ ク オ キ ア ミ に よ る 動 物 プ ラ ン ク トン 捕 食(サ ル パ を 中 心 に)

Cannibalism　 of　Antarctic　 kr川(Focusing　 on　 salps)

川 口 創(遠 洋 水 研)・ 高 橋 裕 子

So　 Kawaguchi　 (NRlFSF)　 ・　Yuko　 Takahashi

Antarctic　 krill　(E乙 ノphaus/a　 s(ノperba)　 has　 been　 studied　 as　a　key　 species　 in　the

Antarctic　 marine　 ecosystem.　 They　 were　 considered　 as　a　typical　 herbivore.　 ln　the

Antarctic　 ocean,　 season　 of　high　 productivity　 is　very　 short,　 and　 during　 the　 other　 seasons,

they　 have　 to　rely　 on　 other　 food　 sources.　 From　 this　 point　 of　view,　 many　 feeding

experiments　 of　krill　using　 zooplankton,　 mainly　 copepods　 were　 undertaken　 until　 now.

During　 1　994/95　 Kajyo　 Maru　 Antarctic　 Ocean　 Research　 Cruise,　 feeding　 behavior　 of

Antarctic　 kr川on　 macro　 zooplankton,　 such　 as　salps,　 polychaets,　 and　 kr川,　 were　 observed

in　shipboard　 experiments.　 Moreover,　 when　 offered　 ethanol　 extracts　 of　4　prey　 items,

salps,　 phytoplankton,　 krill,　and　 polychaetes,　 kr川preferred　 the　 salp　 extracts.

ナ ンキ ョクオキア ミ(Euhphausja

superba、　以下ナ ンキ ョクオキア ミ)は 南

極海生態系 の鍵種 として古 くか ら多くの研

究が行われ てきた。 ナ ンキ ョクオキア ミ

は、オ キア ミ類 の中で も植食性 が強 い とい

わ れてきたが、南極海 において植物 プ ラン

ク トンが豊富な時期は、夏の ごく短 い時期

に限 られて お り、それ以外の時期 には他の

食物源 に依存 して いると考え られ る。近

年、ナ ンキ ョクオ キアミの動物 プラ ンク ト

ンに対 する捕食実験が行われ るよ うにな っ

たが、その多 くがカイアシ類 を中心 とした

ものである。 そ こで、1994/95年 開洋丸南

極海 調査 においてナ ンキ ョクオキア ミを船

上飼育 し、 カイ アシ類以外の動物 プ ランク

トンに対す る捕食実験を行 った。その結

果 、サルパ 、ポ リキ一夕、およびナ ンキ ョ

クオキ アミ自身対す る捕 食が観察 され た。

また、 これ ら3種 の動物 プラ ンク トン、お よ

び植物 プランク トンのEtOH抽 出物 を用 い て

行 った 実験で はサルパ に対 する好みが 最 も

強か った。

Ｔable1.　 Frequency(Numberoftime

/30min)　 of　attack　 behavior　 against　 each

cotton　 pieces　 soaked　 with　 ethanol

extracts.

Bucket　 No.

Species　 of　 extracts

Salp　 Phyto　 Kr川 　 Poly　 Cont.

28

23

28

33

27

28

27

16

17

21

32

20

18

3

15

21

24

19

10

11

17

9

9

4

4

1

3

3

只
)

つ
り

-
-

2

つ
」

4

5

(◎

Average27.822.216.710.03.2

(S.D.)(3.2)(8.1)(73)(4.2)(2.3)
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北太 平洋 亜寒帯 水域 における魚類 に よるプランク トン量の トップダウンコン トロールの可能性

Possible　 top-down　 control　 of　 regional　 plankton　 abundance　 by　 salmonids　 and

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 other　 fishes　 in　 the　 oceanjc　 subarctic　 Pacific

長澤和 也(遠 水研),塩 本 明弘(遠 水研),田 所和 明(東 大 ・海洋研),石 田行 正(遠 水研)

K.　 NAGASAWA　 (Nat.　 Res.　 Inst.　 Far　 Seas　 Fish　 [NRIFSF]),　 A.　 SHIOMOTO　 (NRIFSF),

　 　 K.　 TADOKORO　 (Ocean　 Res.　 Inst.,　 Univ.　 Tokyo),　 and　 Y.　 ISHIDA　 (NRIFSF)

　 Latitudinal　 changes　 in　 the　 distribution　 and　 abundance　 of　 phytoPlankton,　 macro-

zooplankton　 and　 epipelagic　 fishes　 were　 surveyed　 from　 mid-June　 to　 early　 July　 in　 1992

and　 1993　 ill　the　 central　 North　 Pacific　 and　 Bering　 Sea　 along　 a　transect　 at　 l79° 　30,W　 from

38° 　30,-58° 　30,N.　 In　 the　 Bering　 Sea　 where　 salmonids　 were　 abundant,　 macrozooplankton

biomass　 was　 low　 whereas　 phytoplankton　 abundance　 was　 high.　 However,　 in　 the　 transi-

tion　 domain　 where　 salmonid　 catch　 was　 low,　 macrozooplankton　 biomass　 was　 high　 but

phytoplankton　 stock　 was　 at　 a　low　 leve1.　 In　 the　 subarctic　 domain,　 salmonid　 abundance

varied　 between　 years　 but　 it　had　 a　 negative　 relationship　 to　 macrozooplankton　 biomass

and　 a　 positive　 relationship　 to　 phytoplanktoll　 stock.　 These　 imply　 that　 salmonid

predation　 may　 have　 resulted　 in　 the　 low　 abundance　 of　 macrozooplankton,　 which　 may

have　 enhanced　 the　 phytoPlankton　 stock.

【は じめ に 】近 年,北 太 平洋亜寒帯 水域 にお けるサ ケ ・マ ス類 を中心 とす る生物生産 に対す る関心
が高 ま って い る.そ れ は,こ の海域 に生息す る主要な魚類であるサケ ・マス類 に小型化 ・高齢化現

象が認 め られ,そ の 原 因究明が求 め られ ていること,さ らには地球温 暖化な ど地球 的規模の環境変

動が 亜寒 帯 水域 の生 物 生産 にどの よ うな影響を及ぼすか,注 目され ているか らである.こ こでは,
北部 中央 太 平 洋 とべー リング海 に設 け られ た南北定線 で得 られ た研究結果の うち,サ ケ ・マス類 を

含 む表層性 魚類 と動 ・植 物プ ラ ンク トンとの量的関係 に関する知見を紹介す る.

【方 法 】1992年 と1993年 の6月 中 旬 ～7月 上 旬 に,西 経179度30分 上 の 北 緯38度30分 か ら北 緯

58度30分 ま で の 南 北 定 線 に お い て 緯 度1度 ご と に調 査 を行 な った.海 表面 か ら採 水 を行 な い,研

究 室 に て ク ロ ロ フ ィ ルa量 を サ イ ズ別(<2μm,2～10μm,>10μm)に 求 め た.ま た,北 太 平洋

標 準 ネ ッ トを 水 深150mか ら海 表 面 ま で 垂 直 に曵 き,動 物 プ ラ ンク トンを採 集 した.こ れ を研 究 室

で 主 要 な 分 類 群 に 分 け,1m当 り湿 重 量 を各 地 点 にお け る現存 量 と した.さ らに延縄 を用 いて表

層 性 魚 類 の 採 集 を 行 な い,サ ケ ・マ ス類 と他 の魚 類 に分 けて,そ れ らの 分布 様 式 を調 べ た.

【結 果 】南北 定 線 上 の海域 は,移 行 帯,移 行領域,亜 寒帯領域お よびべー リング海 の4水 域 に分け

られ,移 行 領域 か ら北側 の3水 域 か亜寒帯 水域であった.

移 行 帯 で は シマ ガ ツオが極め て多か ったが,移 行領域 にな ると魚類の漁獲 は少な く,サ ケ ・マス

類 が お も に漁獲 され た.亜 寒 帯領域 では,サ ケ ・マス類 だけが採集 されたが,調 査年によって個体

数 は 変わ り,1992年 は少 な く,1993年 は多 か った.ベ ー リング海 におけるサ ケ ・マ ス類の漁獲 は

多か った.

動物 プ ラ ン ク トン現 存量は,こ う した表層性魚類,特 にサケ ・マス類の南北分布 と明 らかに逆の

分 布 パ ター ンを示 した.す なわ ち,サ ケ ・マ ス類の漁獲 が少なかった移行領域 では動物 プランク ト

ン現存 量 が高 く,サ ケ ・マ ス類 の漁獲 が 多かったベー リング海では現存量が低 かった.亜 寒帯領域

では,サ ケ ・マ ス類 の漁獲が多 かっ た1993年 には動物 プランク トン現存量は低 く,漁 獲 が少なかっ

た1992年 には現 存量 が高か った.
ク ロ ロフ ィルa量 か らみ た植 物 プラ ンク トン量は,移 行領域で低 く,ペ ー リング海 で高 かった.

亜寒 帯領 域 で は,植 物 プ ラ ンク トン量 は1992fiiに は低 かったが,1993年 には高 かった.こ の分布

パター ンは動物 プ ラ ン ク トン量の南北 分布 と逆であった.ま た,植 物プランク トン量が低 かった移

行領 域 では,10μm以 上の植物 プ ランク トンの割合 が減少 し,動 物 プランク トン現存量に占めるカ

イア シ類 の割合 が高 か った.

【結論 】以上 の結果 を まとめ る と,下 の ようにな る.

①サ ケ ・マ ス類 が 多 い海 域 お よび 年:低 い動物 プ ランク トン量 と高 い植物 プランク トン量
② サ ケ ・マ ス類 が少な い海域 お よび年:高 い動物プ ランク トン量 と低 い植物 プランク トン量

これ らか ら,北 太平 洋亜寒帯 水域の 動物 プランク トンおよび植物 プランク トンに対 して,サ ケ ・

マ ス類 を高位 捕食 者 とす る トップ ダウ ンコン トロール(サ ケ ・マ ス類→動物 プランク トン→植物 プ

ラ ンク トン)が ある こ とが示唆 され た.
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COMMUNITY GRAZING RATES OF COASTAL ANTARCTIC 

              ZOOPLANKTON

K.M  Swadling', J.A.E.  Gibson', D.A. Ritz', P.D.  Nichols' and D.E.  Hughes'

Department of Zoology, University of Tasmania, GPO Box 252C, Hobart, Tasmania 

 7001, Australia 

Australian Antarctic Division, Channel Highway, Kingston, Tasmania 7050, Australia 

3 Division of Oceanography
, CSIRO, GPO Box  1538, Hobart, Tasmania 7001, 

 Australia

Grazing by zooplankton on phytoplankton was measured before and after sea-ice break 

out at a shallow, inshore site near Davis Station in Eastern Antarctica (68°30'S, 78°00'E). 

In situ experiments using  14C-methylamine were designed to estimate grazing rates of 

commonly occurring taxa. During each experiment primary production was also measured. 

Experiments were conducted immediately beneath the ice (which was 1.5 m thick) on two 

occasions early in the 1994-5 summer, and on three dates at a depth of 2 m after the ice 

had broken out (14 January 1995). Before sea-ice breakout, the zooplankton community 

was dominated by copepods which fed on the under-ice surface, and which were able to 

clear approximately 60% of the available phytoplankton. Clearance rates for the dominant 

species, Paralabidocera antarctica, was 6 - 9 mL/individual/day for females and 2 - 4 

mL/individual/day for males. Once the sea-ice disappeared, overall community 

consumption of phytoplankton was lowest during the time of maximum phytoplankton 

abundance (approximately 20% of available phytoplankton cleared) and highest towards 

the end of summer (40 to 50% clearance). The zooplankton was dominated after ice 

breakout by the small cyclopoid copepods Oncaea curvata and Oithona  sinzilis. Clearance 

rates for  0. curvata were highest just before (3  mL/individual/day) and decreased slightly 

afterwards. Rates for  0.  similis were highest just before and after ice breakout  (5 

mL/individual/day) then decreased towards the end of summer. Copepod nauplii were 

usually abundant in the water column but generally had low clearance rates, except for 

early February (2 mL/individual/day). At this time polychaetes were present in large 

numbers and cleared up to 18 mL/individual/day. It is hypothesised that once the short 

phytoplankton growing season is over, most zooplankton stop feeding and survive on 
large accumulated lipid stores.
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南 シェ トラン ド諸島周辺海域でのナ ンキ ョクオキア ミ漁業混獲物に

おける魚類の出現状況 と胃内容物組成

Aspects　 of　the　 biology　 of　fishes　 caught　 along　 with　 the　 Antarctic　 krill

　　　　　　　　 in　the　 vicinity　 of　the　 South　 Shetland　 Islands

渡辺美代子 ・岩見哲夫 ・沼波秀樹

(東京家政学院大)

Watanabe,　 M.,　 Iwami,　 T.　 and　 Numanami,　 H.　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University)

　 　 Observations　 on　 abundance　 of　by-catch　 fishes　 were　 made　 during　 the　austral　 summer　 months　 of　 1995

(from　 January　 30　 to　February　 18)　in　the　north　 of　the　South　 Shetland　 Islands.　 Among　 78　net　 hauls　 examined,

a　total　 of　95　 specimens　 of　fishes　 belonging　 to　4　species　 were　 found　 in　19　trawl　 catches.　 Among　 by-catch

fishes,　 Electrona　 antarctica　 was　 the　most　 abundant　 (84　 individuals)　 and　 most　 common　 species　 (found　 in　15

hauls).　 To　 compare　 abundance　 of　each　 fish　 species,　 the　 index　 of　 its　occurrence　 in　 l　ton　 of　 krill　 was

calculated.　 Fish　 abundance　 could　 have　 been　 depended　 on　 the　 density　 of　 krill　concentration.　 The　 large

incidental　 catch　 of　fishes　 occurred　 in　hauls　 with　 the　 low　 krill　catch　 rates　 (Hauls.　 237　 and　 266),　 and　 fishes　 are

not　 found　 or　rare　 within　 krill　swarms　 of　higher　 density.　 Myctophid　 fishes　 mainly　 fed　 on　 euphausiids　 and,　 in

the　 larger　 individuals,　 The/nisto　 gaudicaudii　 was　 also　 found　 in　their　 stornachs.　 Electrona　 species　 were

usually　 caught　 during　 the　 nighttime,　 while　 K.α η4er∬oni　 could　 be　found　 in　catches　 in　the　daytime.

[は じめ に]ナ ンキ ョクオ キア ミ漁 業 で は,

しば しば魚 類 の 混 獲 が 問題 視 され て お り,

企 業 船 に よ る混 獲 魚 類 調査 が1992年 よ り

継 続 的 に行 わ れ て い る。今 回1995年1月30

日～2月18日 の期 間,南 シ ェ トラ ン ド諸 島

北岸 沖 にお い て 行 わ れ た調 査 にお い て,従

来 の 混 獲 魚 類 組 成 とは異 な る結 果 が得 られ

た の で これ を 報 告 す る。 ま た,ハ ダ カ イ ワ

シ科 魚 類 の 生 態 につ い て も興 味 あ る知 見 が

得 られ た の で,併 せ て報 告 す る。

[結 果 ・考 察]定 量 採 集 調 査 網 数 は78網 。

そ の うち 定 量採 集 物 中 に混 獲 魚 類 が確 認 さ

れ た の は19網 で あ っ た。定 量採 集 の 混 獲 物

と して 認 め られ た 種 類 は,　Electronaantarc-

tica　(84個 体),　Electrona　carlsbergi　(9個 体),

Pl・otomyctophumtenisoni〈1個 体),　 Kr(ifft－

ichthys　ander∬oni(1個 体)の4種 計95個 体

で あ っ た。 定 量 採 集 物 以 外 に も,少 数 な が

ら,　Gymnoscopelus　 brαueri,Notolepiscoαtsi

やNototheniacoriiceps,Lepidonotothenlαr－

seni,　Chαenodrαcowilsoniな どの ノ トセ ニア

亜 目魚 類 稚 魚 の混 獲 が認 め られ た。

混 獲 状 況 と して は,最 大 の個 体 数 を記 録

した の がHaul266(61°52,S,62°02'W;90min

曳網;depth40-80m;漁 獲 量9t)で500個 体

/t・krillであ った 。 重 量 で最 も大 き な割 合 を

占 めた の はNet237(62°03'S,62°02'W;95

min曳 網;depth　 55　m;漁 獲 量10t)の1730g/t・

krillで,い ず れ の混 獲 もす べ てE.　antarctica

で 占め られ て い た。 他 の調 査 網 で は個 体 数

は20～360個 体/t　・　krill,重 量 は32～1682g/t・

krill程 度 で あ った 。

胃内容 物 と して は 主 に,Thysanoessamαc-

rurα,Euphαusiasuperbα,　 Themisto　gαudi－

caudiiの3種 が 見 い だ され た がT.　gaudi-

caudiiは よ り大 型 の 個 体 に捕 食 され る傾 向

が認 め られ た。

従 来 の結 果 と同様,混 獲魚 類 の 多 く見 ら

れ た調 査 網 は,同 じ時刻 帯 の 混 獲魚 類 の 多

い調 査 網 に比 べ て オ キ ア ミ漁 獲 効 率 が 悪 い

傾 向 が見 られ た。 ま た,ハ ダ カイ ワ シ科4

種 の 出現 状 況 を解 析 した とこ ろ,　Electrona

類 が夜 間 に多 く混獲 され るの に対 して,K.

anderssoniは 個 体 数 は少 な い もの の,地 種 の

混 獲 され ない 昼 間 の調 査網 で も記録 され た。

この こ とは,本 種 がElectronaの よ うな 明瞭

な 日周 鉛 直移動 を行 って い な い 可 能性 を示

唆 す る もの と思 わ れ た 。
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シ ー ル 島 の ア ゴ ヒ ゲ ペ ン ギ ン お よ び ナ ン キ ョ ク オ ッ ト セ イ の 餌 場 形 成 に お け る

ハ ダ カ イ ワ シ 分 布 の 重 要 性

　 　 　 lmportance　 of　myctophid　 fish　distributions　 for　formation　 of　foraging　 areas

　　　　　　 　　of　chinstrap　 penguins　 and　 Antarctic　 fur　seals　 at　Seal　 lsland

－ 井 太 郎(遠 水 研) ,高 尾 芳 三(水 工 研),J.Lベ ン グ ス ト ン,P.ボ ー ベ ン グ(ア ラ ス カ

漁 業 科 学 セ ン タ ー),馬 場 徳 寿,永 延 幹 男,川 口 創(遠 水 研),荻 島 隆(東 北 水 研)

　 　 T.　Ichii　(NRIFSF),　 T.　Takao　 (NRIFE),　 J.L　 Bengtson,　 P.　Boveng　 (NMML),

　 　N.　Baba,　 M.　 Naganobu,　 S.　Kawaguchi　 (NRIFSF),　 T.　Ogishima　 (Tohoku　 NFR1)

The　 foraging　 joumeys　 of　chinstrap　 Penguins　 and　 Antarctic　 fur　seals　 at　Seal　 Island　 were　 tracked

by　 VHF　 radio　 during　 the　 incubation　 (December)　 and　 early　 offspring　 rearing　 (January)　 periods　 in

order　 to　identify　 their　 foraging　 areas　 in　relation　 to　Antarctic　 krill　and　 myctophid　 fish　 abundance.

Krill　 densities　 were　 higher　 over　 the　shelf　 and　 lower　 in　offshore　 areas　 where　 myctophids　 were

available　 at　night　 within　 the　depth　 foraging　 range　 of　penguins　 and　 fur　seals.　 The　 most

individual　 predators　 actually　 tracked,　 however,　 traveled　 to　offshore　 areas　 in　both　 December　 and

January.　 The　 availability　 of　myctophids　 was　 regarded　 as　the　key　 element　 detemining　 the

foraging　 strategy　 of　predators　 which　 incorporated　 an　ovemight　 period　 into　 their　 foraging　 trip

(i.e.　all　fur　seals　 and　 ovemight　 foraging　 chinstrap　 penguins).

【は じめ に】南極半島域に位置す るシール

島の周辺海域には、夏 になるとナ ンキ ョク

オキア ミの高密度分布域が出現 し、漁場が

形成 され る。同島で繁殖中のアゴヒゲペ ン

ギ ンとナンキ ョクオ ッ トセイも、この時期、

活発に採食活動を行 うが、やは りオキア ミ

高密度域を選んで採食す るのであろうか。

この ことを確かめるために、米国と共同調

査を行 い、捕食者の採食域を餌生物 の分布

密度および分布生態 との関係で調べ た。

【方法】調査 は、捕食者の繁殖期の初期

(1994年12月)と 中期(1995年1月)に そ

れぞれ実施 した。水産庁開洋丸あるいは人

工衛星を用いた電波追跡法 によ り捕食者を

追跡 し、採食域の特定を行 った。調査海域

の餌生物の分布は計量魚探(占 野電気(株)、

FQ-72)に よ りモニター し、計量魚探の周

波数は120kHz(オ キア ミ用)の 他に50kHz

(ハ ダカイワシ用)も 用いた。採食域では

KYMTネ ッ トおよび中層 トロールを用いた餌

生物採集 も実施 した。

【結果】調査期間中、一部の捕食者(昼 間

採食す るペ ンギ ン)の みがオキア ミ分布密

度の高 い陸棚域を餌場 とし、あとの捕食者

(すべてのオ ッ トセイおよび夜間採食す る

ペ ンギ ン)は 、オキア ミ密度 の低い沖合域

を餌場 と した。オ キア ミ密度 が低 く、繁殖

地か らも遠 い沖合域を採食域 と した理 由と

して次の3つ が考え られた。①沖合域のオ

キア ミ群は陸棚域の ものと異な り、表層付

近に一 日中分布す るので、捕食者 は深 く潜

水す ることな しにオキア ミを捕まえ られ る。

②沖合域のオキア ミは陸棚域 に比べ、体サ

イズ も大きい。③沖合域では夜間ハ ダカイ

ワシ類が表層付近 に多 く出現す るため、捕

食者がオキア ミ以外にハダカイワシ類 も利

用できる。以上の うち、沖合域で採食 した

捕食者 は、夜間に活発 に採食 した こと、 さ

らにその胃内容物か らハダカイ ワシの耳石

が見つか った ことより、③ が最 も重要な要

因であ ろうと考え られ た。

【まとめ】シール 島の捕食者 は必ず しもオ

キア ミ密度の高い陸棚域で採食 しない。特

に夜間はオキア ミ密度 は低 いがハ ダカイ ワ

シも採食で きる沖合域で採食す る。
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東南極陸棚周辺海域 における ソコダラ科魚類の分布および繁殖

　 　 Distribution　 patterns　 and　 reproduction　 of　fishes

of　 the　 family　 Macrouridae　 in　the　 Antarctic　 shelf　 waters

岩見哲夫(東 京家政学院大)・ 内藤靖彦(極 地研)

Iwami,　 T.　(Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 University)　 and　 Naito,　 Y.　 (NIPR)

　 　 During　 JARE34,　 a　total　 of　 13　 specimens　 of　the　 Macrouridae　 were　 collected　 frorn　 the　 slope　 areas　 of

LUtzow-Holm　 Bay,　 Casey　 Bay　 and　 Prydz　 Bay,　 East　 Antarctica.　 Those　 macrourids　 were　 referred　 to　be

Macrourus　 whitsoni,　 known　 as　an　endemic　 species　 to　the　Southern　 Ocean.　 Based　 on　 the　 histological　 study

of　their　 gonads,　 larger　 specimens　 (468-623mm　 in　SL)　 were　 well　 matured　 with　 developed　 ovaries　 and　 testes,

while　 the　 others　 were　 immature　 with　 small　 gonads.　 These　 large　 mature　 specimens　 were　 collected　 from　 the

deeper　 areas,　 at　depths　 of　 about　 1830m.　 The　 occurrence　 of　sexually　 mature　 individuals　 at　great　 depths

suggested　 that　 the　 spawning　 ground　 of　this　species　 exsits　 on　 the　slope　 areas　 at　depths　 of　more　 than　 1000m.

The　 stomach　 contents　 of　3　specimens　 could　 be　 examined,　 which　 included　 polychaets　 and　 small　 crustaceans,

such　 as　mysids,　 gammarids　 and　 decapods.　 No　 remain　 of　euphausids　 was　 found　 in　all　stomachs　 examined.

[は じめ に]第34次 南極 地域 観 測(JARE34)

で は,底 生 動 物 群 集 の構 造 に 関す る研 究 と

して,リ ュ ツ ォ ・ホル ム湾,ケ ー シ ー湾 お

よび ブ リッ ツ湾 の大 陸 棚域 ・大 陸斜 面域 に

お け る底 生魚 類 相 調 査 を行 っ た。そ の結 果,

大 陸斜 面 域 で 行 っ た調 査 に お い て,合 計13

個 体 の ソ コ ダ ラ科 魚 類 を採 集 す る こ とが で

き た 。 本 報 告 で は,こ れ らの ソ コダ ラ科 魚

類 の 分 布 状 況 や 成 熟 段 階,胃 内容 物 組 成 等

に つ い て報 告 す る。

[結 果 ・考 察]JARE34に お い て 採 集 され た

13個 体 の ソ コ ダ ラ科 魚 類 は,す べ て南 大 洋

固 有 種 のMacrouruswhitsoniで あ った 。こ の

.M　whitsoniが 採 集 され た の は,大 陸 斜 面 域

に 設 定 され た観 測 点 か らの み で,他 の観 測

点 か らは採 集 され な か った。 特 に,ケ ー シ
ー 湾 域 お よび ブ リッ ツ湾 域 で は

,比 較 的 近

接 した海 域 で,大 陸 棚 部分 に も調 査 点 を設

定 した が,こ れ ら水 深400m以 浅 の海 域 で は

ソ コ ダ ラ科 魚 類 は全 く採 集 され な か った。

13個 体 のM　 whitsoniの 内,ケ ー シ ー湾域

(水 深737～842m)お よ び ブ リッツ湾 域(水 深

391～776m)か ら採 集 され た 計9個 体 は 体 長

192～330mmと 比 較 的 小 型 の個 体 で あ っ た の

に 対 して,リ ュ ツ ォ ・ホル ム湾 域(水 深ca.

1830m)か ら採 集 され た もの は体 長468～623

mmと 大型 の 個 体 で あ った。

採集 された13個 体 の うち,雌 は9個 体,

雄は4個 体であった。 体長500mm以 上の,

大型の3個 体 はす べて雌 で,そ の卵巣 は十

分に成熟 していた。雄 で最大の個 体 は体長

468mmで あったが,こ の個 体の精 巣 も成 熟

状態 にあ り,摘 出 した際,精 子の流出が観

察 された。 これ ら4個 体はすべて リュツォ

ホルム湾域(水 深ca.1830m)か ら採集 され た

ものであった。一方,他 の雌6個 体 と雄3

個 体の生殖巣 はいずれ も未発 達で,上 記 の

大型4個 体 の生殖巣 の状態 とは明 らか に異

な るものであった。 これ らの ことか ら,検

討標 本数 は少 ない ものの,本 種 の成 熟段 階

と生息深度 には強 い関連 があ ることが推察

された。 北大西洋産 の ソコダ ラ科魚類 にお

いて,成 熟段階が進 むにつれ て深所 に移動

し,1000m以 深 を産卵場 とす る生態 が知 ら

れているので,本 極 につ いて も同様 の繁殖

様 式がある もの と考 え られ るが,こ の点 に

ついては よ り詳細 な解析 が必要 である。

ほ とん どの個 体 の胃が反転 してい るため,

胃内容物 について は,体 長192～258mmの 小

型の3個 体 のみ解析 できた。そ の結果,多

毛類 が3個 体,端 脚類が2個 体 の胃内容物

中に確認 された。他 に,エ ビ類 ・ア ミ類 の

捕食 も確認 された が,オ キア ミ類 は見 出 さ

れなかった。
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マイ クロデ ータロガーによ り記録 された シロサケの鉛 直移動行動

Vertical　 movements　 of　 adult　 chum　 salmon　 as　recorded　 by　 micro　 data　 logger

田中秀二(総研大 ・極域科学),都 木靖彰(東大海洋研),岩 田宗彦(北里大水),内 藤靖彦(極地研)

H.　TANAKA(Grad.　 Univ.　 Advanced　 Studies),　 Y.　TAKAGI(Tokyo　 Univ.),

　 　 　 　 　 M.　 IWATA(Kitazato　 Univ.),　 Y.　NAITO(NIPR)

　 Chum　 salmon,　 Oncorhynchus　 keta,　 retum　 to　their　 natal　 river　 for　 breeding　 across　 the

ocean.　 Patterns　 of　the　 fish　 movement　 may　 reflect　 their　 physiological　 needs　 and　 migratory

orientation.　 To　 study　 them,　 a　number　 of　experiments　 had　 been　 conducted　 using　 ultrasonic

telemetry.　 However,　 the　 difficulty　 of　tracking　 the　 fish　 limited　 the　 study　 site　to　coastal　 waters

and　 a　data　 length　 to　3-4　 days　 .　Employment　 of　a　micro　 data　 logger,　 which　 was　 recently

improved,　 will　 eliminate　 such　 difficulty.　 In　order　 to　establish　 the　 experiment　 procedure,　 we

carried　 a　preliminary　 experiment　 in　Otuti　 bay.　 We　 attached　 8　adult　 salmon　 with　 data　 loggers,

which　 record　 depth,　 temperature　 and　 salinity,　 and　 released　 the　 fish　 at　the　 bay　 mouth　 .　Two

were　 recaptured　 by　 trap　 nets　 in　the　 bay　 after　 19.7　 and　 29.9　 hours.　 Median　 rate　 of　vertical

movement　 was　 O.20　 and　 O.41　 fl/sec.　 Duration　 got　 shorter　 in　relation　 to　rate,　 so　 vertical

distance　 were　 relatively　 constant.　 There　 was　 no　 consistent　 swimming　 behavior　 pattern　 in

relation　 to　temperature　 and　 salinity.

【は じめ に】 日本産 シロサ ケは広 く北太平洋 を回遊 し,2-5年 後母川 に産卵 回帰す る.サ ケの遊 泳行動 の

パ ター ンは,母 川 回帰 の メカニズム と環境へ の生理 的応答 を反映 している.そ のパ ター ンを明 らかにす

るため これ まで に多 くの研 究が な された.ほ とん どの研 究では超音波 テ レメ トリーが観測 に用 い られ,

サケ を追跡 す る困難 のために,調 査域 は沿岸 と河川 に限 られ,調 査期 間は1-4日 に留 まってい た.近 年開

発 され小 型化の進 むマイ クロデー タロガーを用 いれば,広 い空間スケールで移動 す るサ ケか ら長期 間 に

わた る精密 なデ ー タが得 られる.そ の研 究手法 の確立 のために,昨 年予備実験 を沿岸域 で行 った.

【方法|岩 手県沿岸 には,10-12月 頃 シロサケが産卵 回帰す る.1994年11月,大 槌湾 内の定置網 で漁獲

された8個 体の シ ロサケ に,マ イ クロデー タロガーを装着 し湾口で放流 した.マ イクロデー タロガー は5-

10秒 間隔でサ ケの遊 泳深度,経 験水 温,塩 分 を記録 する.翌 日湾内の定 置網 で3個 体が再捕 され,2個 体

から19.7,29.9時 間のデ ー タを得た.

{結果】サ ケは多 くの時 間を表層(<=3.Om)で 過 ご し,朝 方 に遊 泳深度 がやや深 か った.遊 泳 深度 の中央値

は7.3,4.2mで あ った.サ ケの2体 長(fl)以上 の鉛直移動 では,移 動速度 の中央値 は0.20,0.41fl/sで あ り,

夜間 よ りも昼間 に速 かった.鉛 直移動 の持続時間 は,速 度の上昇 に応 じて低下 した.す なわち,鉛 直移

動距離は比較的一定 であ った.サ ケの鉛直移動 と経験水温 ・塩分 の明瞭 な関係 はなか った.

【考察】 遊泳行動のパ ター ンには,環 境 には明瞭 な影響 を受 けない もの もあ る可能性 があ る.今 後,よ り

長時 間で広 い空 間スケールのデー タの蓄積が求め られる.
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北方圏不凍湖におけるサケ科魚類の母川回帰機構

Homing　 mechanisms　 of　salmonid　 fishes　 in　the　northern　 unfreezable　 lake

上田 宏(北 海道大学水産学部)、 帰山雅秀(北 海道 さけ ・ますふ化場)、

山内晧平(北 海道大学水産学部)

H.　Ueda　 (Hokkaido　 Univ.　 Fac.　 Fish.)　 ,　M.　 Kaeriyama　 (Hokkaido　 Salmon　 Hachery),

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 K.　Yamauchi　 (Hokkaido　 Univ.　 Fac.　 Fish.)

　 　 The　 mcchanisms　 undcrlying　 thc　 amazing　 ability　 of　salmon　 to　migrate　 a　long　 distance　 from　 open

water　 to　natal　 streamg.　 for　 spawning　 are　still　unknown.　 Kokanee　 salmon　 (Oncorliynchus　 iterka)　 and

masusalmon(σ'nasou)　 in　Lakc　 Toya　 offcr　 an　 cxccllcnt　 modcl　 system　 f()r　studying　 the　 salmonid

homing　 mcchanisms.　 Wc　 tclcmctrically　 trackcd　 maturc　 malcs,　 and　 f()und　 that　 kokanec　 salmon

released　 at　a　long　 dista㏄from　 the　 natal　 area　 returncd　 dircctly　 to　the　 natal　 area　 mainly　 using　 visual

cues,　 and　 that　 masu　 salmon　 rcturncd　 to　thc　 natal　 rivcr　 along　 the　 coast　 using　 olfactory　 cucs.　 In

addition,　 wc　 cxamincd　 biochemical　 and　 cytophysiological　 changcs　 in　a　salmonid　 olfactory　 systcm-

specific　 protcin　 (N24).　 Quantitativc　 changc　 in　olfactory　 N24　 were　 apparently　 correlated　 to　 thc

homing　 bchavior　 in　 g.almonids.　 Thcsc　 findings　 suggcst　 that　 kokancc　 salmon　 rctum　 first　 to　 thc

vicinity　 of　 thc　 natal　 area　 by　 visual　 oricntat　 on　 mcchanisms,　 but　 masu　 salmon　 do　 not　 have　 the

orientation　 mechanisms.　 And　 thcn　 both　 salmon　 rccognizc　 the　 natal　 stream　 odorants　 using　 olfactory

discrimination.

[は じめに]サ ケが北洋を何千キロも回遊 し

た後、産卵ため 自分の生まれた川(母 川)に 回

帰することはよく知 られているが、どのような

感覚機能を用いているかは不明の点が多い。北

方圏の不凍湖である洞爺湖に生息す るヒメマス

とサクラマスは湖を3～4年 回遊 して必ず放流

された地点に産卵のたあ回帰するので、サケの

母川回帰機構を解明す る絶好のモデル実験系と

なり得 る。ここでは洞爺湖の ヒメマスとサクラ

マスが どのような感覚機能を用いて母川に回帰

するかを明 らかにす る目的で行った、バイオテ

レメ トリーを用いた行動学的解析と、嗅神経組

織におけるサケ科魚類嗅神経組織特異蛋 白質

(N24)の 生化学的的解析を紹介する。

1.行 動学的解析

洞爺湖の放流地点に回帰 した成熟雄 ヒメマス

とサクラマスに小型超音波発信 ピンが一夕グま

たは遊泳深度センサー付 ピンが一夕グを装着 し

て、湖に再び放 し回帰行動を船で追跡 した。産

卵期の雄 ヒメマスは直線的に放流地点に回帰で

きる驚異的方向定位能力を有 していることが明

らかにな った。 この直線的回帰能力は小型強力

磁石を装着 して磁気コンパスを妨害 しても影響

されなかったが、網膜剥離をおこさせ視覚を妨

害すると迷走行動を示 した。 しかし、雌 と遭遇

すると直線性が失われたり、回帰行動を中止す

る雄 も認め られた。遊泳深度は放流直後100m

付近まで急降下 したが、約1時 間かけ5-20mに

浮上 し、ほぼ一定深度を上下運動 しなが ら回帰

した。一方、サクラマスはヒメマスのような直

線的回帰行動は示さず、湖岸沿いに行動 し嗅覚

を用いて河川を識別 しなが ら母川回帰す ると考

え られ、サケ科魚類の種により母川回帰に用い

る感覚機能が異なる可能性が示唆された。

2.生 化学的解析

サケ科魚類の嗅神経組織にのみ存在す る分子

量24kDaの 蛋白質(N24)を 分子指標として、

母川記銘と母川識別時の嗅覚機能の解明を試み

ている。N24は 繊毛性および微絨毛性嗅覚受容

細胞で産生され、嗅神経を経て嗅球の糸球体層

にまで局在 し、組織中ではサイ トゾール分画に

二量体 として存在する可溶性蛋 白質で、母川回

帰時に雌雄サケで異なる量的変化を示す ことが

明らかとなった。また、産卵場に回帰したアオ

ウミガメの 嗅神経組織に存在 したことか ら、

N24が 回遊現象に関連す る可能性が示唆された。
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コ マ イ の 寒 冷 適 応 と サ ケ プ ロ ラ ク チ ン の 効 果

C。ld　 adaptati・n　 in　 saffr・n　 c・d　 and　 the　 effect　 ・f　 salm・n　 p「 °1actin

小 川瑞 穂(埼 玉大学 ・理 ・分 子生物),菅 井敏行,村 田淳,綿 貫哲(同 ・生 体制御),

福 地光 雄(極 地研)

M.OGAWA(Dept.Mol.Bio1.,Fac.Sci.,),　 T.SUGAI,　 J.MURATA,　 T.WATANUKI

(Dept.Reg.Bio1.,Fac.Sci.,Saitama　 Univ.)　 and　 M.FUKUCHI(NIPR)

Saffron　 cod,　 Eleginus　 gracilis,　 survives　 in　 七he　 ice-laden　 coas七al　 water　 during

win七er　 possessing　 a　 high　 concen七ra七ion　 of　 antifreeze　 glycopro七ein(AFGP)　 and　 七he

shrunk　 glomeruli　 in七he　 kidney.　 This　 may　 be　 reユa七ed七he　 conserva七ion　 of　 AFGP　 for

cold　 wa七er(Kitagawa　 e七 　al.,,gO).　 Plasma　 osmolality　 was　 increased　 during　 win七er

七han　 summer(Ogasawara　 e七al.,'g2).　 We　 repor七ed　 previously,　 七he　 decreased　 I)lasma

osmolali七y　 was　 ob七ained　 by　 salmon　 prolac七in(sPRL)　 injec七ion　 during　 win七er,　 t)u七

not　 by　 salmon　 growth　 hormone(sGH).　 The　 sizes　 of　 glomeruユi　 increased　 significan七ly

by　 sPRL　 treatmen七.

We　 employed　 the　 BCA　 protein　 assay　 for　 pro七ein　 contents　 in　 plasma.　 The

decreased　 plasma　 pro七ein　 con七en七was　 observed　 by　 sPRL七reatmen七.　 Therefore,　 the

decreased　 plasma　 osmolali七y　 by　 sPRL　 may　 due　 to七he　 decreased　 pro七ein　 con七en七.

The　 sarne　 experimen七s　 during　 summer,　 sPRL　 and　 sGH　 have　 no　 effec七bo七h　 on七he

plasma　 osmolality　 and　 protein　 conten七 ・

The　 resul七s　 ob七ained　 reconfirmed　 七he　 considera七ion　 in　 which　 PRL　 may　 ac七 〇n

the　 kidney　 and　 possib].y　 on　 clearing　 of　 AFGP　 by　 increasing　 glomeruユar　 fil七ra七ion.

[は じめ に]不 凍 糖 タ ンパ ク(AFGP)

は 南極 産 硬 骨 魚 の み な らず,コ マ イ等 の 北 半

球 高緯 度 の硬 骨 魚 に も存 在 す る　(Burcham　 et

al.,'84).冬 期 の コ マ イ の 腎 は糸 球 体 が 萎

縮 し,AFGPの 保 持 に 関与 して い る と推 察

した　(Kitagawa　 et　a1.,'90)　 ,　又,冬 期 の

コマ イ は 血 漿 浸 透 圧 が 夏 期 に比 して著 し く高

く,こ れ はAFGPに よ る もの と判 断 され る

(Ogasawara　 et　a1.,'92)　 .更 に サ ケ プ ロ ラ

クチ ンの 投 与 で 冬 期 の コ マ イは 血漿 浸 透 圧 が

有 意 に 低 下 す る こ とか ら,プ ロ ラ クチ ンは 糸

球 体 を拡 張 させAFGPの 排 出 に関 与 して い

る と考 え た(Ogawaeta1.,'94).

この 時,本 当 にAFGPは 減 少 し,排 出 さ

れ てい る か?こ の 問 題 を解 決 す る ため に 血漿

タ ンパ ク 量 の 定 量 を試 み た,

[方 法]冬.と 夏 の コマ イ にサ ケプ ロ ラ クチ

ン(sPRL)や サ ケ成 長 ホ ルモ ン(sGH)

を20pg/Kg/D　 X3投 与 し,血 漿 浸 透 圧 とNa
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濃 度を測 定 した他,血 漿 タ ンパ ク量 をBCA

タ ンパ ク質定量 試薬 を用 い562nmの 吸 光

度 で測 定 した.

[結 果]冬 期 の コマ イにsPRLを 投与 す

る と,血 漿浸透 圧は有意 に低下 し,血 漿 タ ン

パ ク量 も減少 す る.一 方,sGHの 投 与では

血漿 浸透 圧,タ ンパ ク量の 変化 は共 に なか っ

た.夏 期 のコマ イで は,す で に血漿 浸 透圧 は

低下 してAFGPは 殆 ど存 在せ ず,sPRL

やsGHの 投 与で血漿浸透 圧 もタ ンパ ク量 い

ず れも変 化 しな か った.

[考 察]カ レイで はGHが 肝臓 での 不凍 タ

ンパ ク(AFP)のmRNAの 転写 を 阻害 し.

その結果 夏期のAFPの 消 失を説 明 し ている

(Idlereta1.,'89).今 回の結果 は,GH

によるAFGPの 生 産停止 と共 に,我 々の以

前 か らの 推論で あ るPRLが 糸球 体 を拡張 さ

せ,AFGPを 濾過,排 出 して夏のAFGP

の消 失に関与 してい る可能性 を再確認 した.
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    INTESTINE CELLS AND THE  EXCOCRINE PANCREAS OF THE ANTARCTIC FISH 

      TREAMATOMUS  NEWNESI,  NOTOTHENIA  NEGLECTA AND NOTOTHENIOPS 

 NUDIFRONS (NOTOTHENIIDAE) AND ITS RELATIONS WITH THEIR  FEEDING HABITS

FANTA, E and VIANNA, A.  C.

Universidade Federal do Parana, Departamento de Biologia Celular. Cx.P. 19031 

             8153 1-970 Curitiba. PR, Brazil (fax +55-41-2662G42)

     The feeding behavior strategies, sensorial structures and stomach content of Antarctic fish 

have been studied, but the intestinal cell morphology is equally important to understand the feeding 

preferences and digestive capacity of Antarctic fish. The intestine of  Trematomus  new  nesi, 

Nototheniops  rudifrons, and  Notothenia  neglecta (Nototheniidae), obtained from the same region and 

depth in the Admiralty Bay, King George Island, during the Antarctic summer, was compared. 

Fixation was in Bouin' s fluid and embedding in Paraplast Plus. 2 to 4  pm sections were stained with 

 Haematoxylin-Eosin. Periodic Acid Shiff, Alcian Blue pH 2.5 and 0.5. The structure of the 

median intestine was similar in the three species and characteristic for carnivorous fish. Four cell 

types were identified; (i) absorptive cylindrical cells with brush border, basal nucleus and apical 

 basophilia; (ii) goblet cells that produce neutral and acid ghrcosaminoglycans, present along the 

whole medium intestine; (iii) granular cells with acidophilic grains, and (iv) lymphocytes. 

Between medium and posterior intestine, there is an ileo rectal valve. The posterior intestinal 

mucosa is different in the three species: in T. newnesi there are cells with acidophilic grains; in N. 

nudifrons the apical cytoplasm was not positive to any of the stains used and in N. neglecta, besides 

goblet cells. Other secretory cells produce neutral and sulfated glyeosaminoglycans. In all species 
the pancreas extends along the whole  intestine. having various connections with the intestinal lumen, 

even else to the ileo rectal valve. Thus, the release of pancreatic juices and acid glycosaminoglycans 

along the whole intestine suggests that these fish may ingest great amounts of food at one time. 

replenishing not only the esophagus but also the intestine completely. Digestion, even of entire 

preys, may occur along the whole intestine. This may be useful for the species as the food supply? 
may not be constant in their surroundings.

Financial support: CNPq/Proantar, logistical support: SECIRM/Proantar and the Brazilian Antarctic 

Station Comandante  Ferraz staff.
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 KIDNEY CELL MORPHOLOGY OF THE ANTARCTIC FISH TREMATOMUS 

NEWNESI, NOTOTHENIOPS NUDIFRONS, NOTOTHENIA NEGLECTA N.  (G.) 

             GIBBERFRONS (NOTOTHENIIDAE) 

        AND OPHTALMOLYCUS CONCOLOR (ZOARCIDAE)

FANTA  E  . CRUZ, S.Z. da

Universidade Federal do Parana, Departamento de Biologia Celular. Cx.P. 1903 1 

 81531-970 Curitiba. PR Brazil. (fax +55-41-2662042)

       Geological events that resulted in the isolation of fish in the Antarctic region and the low temperatures affected 

the evolution of morphofunctional characteristics Among these characteristics the production of anti-freezing substances 

were essential to allow the survival of fishes in temperatures close to 0°C and have been related to a  tendency of 

aglomerulism in Antarctic fish  kidneys. To compare the structure of nephrons indifferent genera of Antarctic fish, the 

kidneys of Nototheniops  nudifmns,  Nototheniops neglecta, N.  (G).gihherifrons,  Trematomus newnesi (Nototheniidae) and 

 Ophthalmol  ycus concolor  (Zoarcic]ae) were obtained in the Admiralty Bay, King George Island during the summer. 

Kidneys were  fixed  in Bouin's fluid, embedded in Paraplast Plus and  sections  of  Z  tm stained with Haematoxylin-Eosin, 

PAS, Alcian blue at pH 2.5 and 0.5. 

      Two different structural patterns were observed aglomerular and glomerular nephrons. All observed species of the 

family  Nototheniidae presented aglomerular nephrons, and showed 4 distinct tubular regions:  (i)} Type I, lined by short 

cylindrical epithelial cells moderately acidophilic, with central nucleus and a brush border that is weakly positive to Alcian 

blue pH 2,5 and PAS: (ii) Type II with cubic simple epithelium, acidophilic cells, central or apical nucleus, cilia and the 

apical region very slightly positive to Alcian blue; (iii) Type III with short cylindrical cells, basophilia, basal nucleus. 

negative to Alcian blue and PAS? (iv) collecting tubules ?type IV, with  cylindrical cells, central nucleus, lateral 

intercellular spaces  and  heavily positive to PAS  and  Alcian blue pH 2.5 at the apical region. indicating secretory activity 

The Zoarcid 0. councolorhad well  developedglomeruli, followed by only two regions both negative to PAS andAlcian 

blue andstructurally andhistologically  differentfrom  those of the Nototheniidaefamily  These  results  are  opposite to some 

descriptions in the  literature of glomerular marine teleost V4 with four or five tubular regions andaglomerular ones with 

two tubular regions. 0 concolor, a  glomerular  marine teleost, possibly has channels with negatively chargedproteins for 

glomerular filtration, repelling anionic  products,  andthis species would not,  therefore,needtubular  regions  for  reabsorption. 

The function of all the regions observedin Nototheniidaeis not clear as the urine is producedby secretion andit seems that 

so many different specializedregions would not be necessary.

Financial support CNPq/Proantar; logistical support; SECTRM/Proantar and the 

Brazilian Antarctic Station Comandante Ferraz staff.
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南 極 海 の 深 海 域 で 採 集 さ れ た 軟 体 動 物 の 分 類 学 的 研 究

Molluscs　 collected　 from　 abyssal　 depth　 off　Antarctica.

沼 波 秀 樹(東 京 家 政 学 院 大),奥 谷 喬 司(日 大 ・農 獣 医),竹 内 …郎(東 大 ・海 洋 研)

H.　NUMANAMI　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.),　T.　OKUTANI　 (Nihon　 Univ.)　 and　I.　TAKEuCHI　 (ORI)

The　 benthic　 Mollusca　 collected　 with　 the　 bo廿om　 trawl　 from　 abyssal　 depth　 (2430　 m　 and　 3170　 m)　 in　the

offshore　 area　 of　Enderby　 Land,　 East　 Antarctica　 Four　 species　 (l　gastropod　 and　 3　bivalves)　 were　 identified.

Two　 species　 of　 bivalves,　 Limopsis　 scαbrαThiele,　 1912　 (Limopsidae)　 andノ{磁c〃 ακ αnitens　 Pelseneer,

1903　 (Phylobryidae)　 were　 collected　 from　 depth　 of　2430　 m.　 Skeneidae　 gen.　 et　sp.　 and　 Cyclopecten　 sp.

(Propeamussiidae)　 were　 collected丘om　 depth　 of　3170　 m　 L肋()psis　 scabra　 had　 hitherto　 been　 know　 from

Davis　 Sea,　 Ross　 Sea　 and　 the　 offshore　 area　 of　Enderby　 Land,　 193-830　 m　 in　deep.　 The　 vertical　 distribution

range　 of　this　 species　 is　remarkably　 extended　 down　 over　 2000　 m　 deep　 The　 present　 finding　 of.4血c〃arca

痂 θ〃　is　the　 second　 record　 from　 the　 East　 Antarctica.　 This　 specimen　 (5.5　 mm　 in　shell　 length)　 has　 59　 eggs

in　mantle　 cavity,　 and　 it　seems　 to　be　 ovoviviparity.　 The　 radula　 of　Skeneidae　 gen.　 et　sp.　has　 only　 two　 lateral

teeth.　 The　 Atlantic　 and　 Mediterranean　 genera　 of　Skeneidae,　 e.　g.　Akritogyra,　 Anekes　 and　 Rθ 〃g脚,have

similar　 type　 of　radula,　 however,　 the　 sculpture　 of　shell　 and　 the　 denticles　 of　the　 central　 tooth　 and　 the　 imer

lateral　 tooth　 are　 different　 from　 them.　 The　 sculpture　 of　the　left　valve　 of　Cンclopecten　 sp.　 is　similar　 to　that　 of

C　 theilei,　 but　 the　 size　 and　 the　 details　 of　auricles　 were　 different　 from　 those　 of　the　 latter.

南極 海 の深海 域 にお け る底生 生物 の 調査 ・研

究 は極 めて 少 な く、南 極海 生 態 系の構 造 を把

握 す る上 で、 そ の分類 ・分布 上 の知 見 の蓄積

が必 要 で あ る。 第35次 南極観 測で は,「 海 氷 圏

生物 の総 合研 究」の一環 として南極大 陸沿岸 の

深海 域 にお い て底 生 生物 群集 の構 造 に 関す る

研 究 の た めの 調査 ・採 集 を行 った。 そ の採 集

物 に含 まれ ていた軟体動物 について報 告す る。

【材 料 】 採 集 は1994年2月 に エ ン ダ ー

ビー ・ラ ン ド沖67°43.0'S,41°14.9'E(水 深2430

m)と67°36.3'S,40°39.7'E(水 深3170m)の2地

点 に お いて,砕 氷船 し らせ に よ り間 口2mの

ビー ム トロール を用 いて行 われ た。

【結 果 及び 論議 】 本 調査 にお い て腹 足類1

科1種,二 枚 貝類3科3種 が採集 された。

・腹 足類

1)　Skeneidae　gen.　et　sp.　(ウ ミコハ クガイ科)

水深3170mの 地点 か ら2個 体(生 貝1,死 殻1)

が採 集 され た 。 本 極 は殻 長63㎜,殻 幅8.3

㎜ で,殻 に顕 著な螺 条 を有す る。歯 舌 は1個

の 中歯 と2対 の側 歯,6対 の縁 歯 を有 し(歯 式

6-2-1-2-6),原 始腹 足 目貝類 と して は特 異で あ

る。 同様 な歯 舌 を持 つ 属 と して は,地 中海 や

北 大 西 洋 に分 布 す るAkritogyrama,　 Anekesma,

Retigyra属 が知 られ て い るが,本 極 は 中歯 と内

側 の側 歯に顕著 な歯尖 を持た ない点 で異 な る。

これ らの属 の殻 表 は平 滑 も しくは細 かな網 目

状 の 彫 刻 が あ り,本 種 とは 区別 され る。 殻 や

歯 舌 の 特 徴 か ら,新 た な 属 を創 設 す る の が 適

当 で あ る と考 え られ る。

・二枚 貝類

1)　Limopsis　 scabrαThiele,1912(シ ラ スナ ガ イ 科)

水深2430mの 地 点 か ら左 殻1殻 片(殻 長9㎜)

が採 集 され た 。 本 極 は これ ま で デ ー ビス 海,

ロス海,エ ンダ ー ビー ・ラ ン ド沿 岸 の 水 深193

～830mか ら報 告 され て い た が ,今 回,2000m

を超 え る 深 海 に も 分 布 す る こ とが 明 ら か に

な っ た。

2)　Adacnarca　 nitens　Pelseneer,　1903　(Phylobryidae)

水深2430mの 地 点 か ら生 貝1個 体 が 採 集 され

た 。 本 種 は ロ ス海 とサ ウス ・シ ェ ッ トラ ン ド

諸 島 か らサ ウス ・ジ ョー ジ ア 諸 島 の 水 深8～

2350mに 分 布 し,南 極 半 島 を 除 く大 陸 沿 岸 か

らは2番 目の 報 告 とな る。 採 集 され た 個 体 は

殻長5.5㎜ で,殻 内 に直 径0.25㎜ の 卵59個 が

見 られ る こ とか ら卵 胎 生 で あ る と考 る。

3)　Cyclopecte〃 　sp.(ワ タ ゾ コツ キ ビガ イ 科)

水深3170mの 地 点 か ら生 貝1個 体(殻 長9㎜)

が採 集 され た 。 本 科 の 貝 類 は 南 極 ・亜 南 極 海

域 か ら8種 報 告 され て い る が,本 極 は 最 も深

い と こ ろ か ら 採 集 さ れ た 。 同 じ エ ン ダ ー

ビー ・ラ ン ド沖 か ら報告 され たC .　theileiに 似 る

が,前 後 耳 の形 態 が 異 な る。
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リ ュ ツ ォ ・ホ ル ム 湾 、 ケ ー シ ー 湾 の 陸 棚 域 に お け る 底 生 生 物 相

Contributions　 to　the　benthic　 f加m　 of　shelf　areas　 of　LUtzow-Holm　 Bay

　　　　　　　　　　 an(l　Casey　 Bay,　 East　 Antarctica.

渋 谷 真 里 ・沼 波 秀 樹 ・岩 見 哲 夫(東 京 家 政 学 院 大 学)

Mari　 SHIBUYA,　 Hideki　 NUMANAMI　 and　Tetsuo　 IWAMI　 (Tokyo　 Kasei　 Gakuin　 Univ.)

The　 benthic　 invertebrate　 fauna　 of　tlle　continental　 shelf　 areas　 of　the　LUtzow-Holm　 Bay　 and　 Casey　 Bay　 was　 studied.

The　 bottom　 trawl　 samplings　 were　 canied　 out　in　the　offshore　 areas　 of　LUtzow-Holm　 Bay　 (68°42.7'S,　 38°47.ぴE,231

m　 in　depth)　 and　 Casey　 Bay　 (66°41.1'S,　 49°20.0'E,　 199　 m　 in　depth).　 A　total　of　3433　 individuals　 (35819.1g　 in　wet

weight)　 of　benthos　 were　 collected　 from　 the　 LUtzow-Holm　 Bay.　 In　this　 area,　 the　 Porifera　 was　 most　 dominant,

occupying　 53%　 of　total　weight,　 and　 the　Bryozoa　 was　 the　next　 abundant　 (44%　 of　total　weight).　 In　the　Casey　 Bay,　 a

total　of　858　 individuals　 (5627.2g　 in　wet　 weight)　 of　benthos　 were　 obtained,　 and　 the　Comatulina　 was　 most　 dominant

(82%　 of　total　weight)　 in　this　collection.

「海 氷 圏 生 物 の総 合 研 究 」 の 一環 と して,第34

次 南極 観 測 で は リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾,ケ ー シー

湾 及 び ブ リ ッツ湾 の 沖合 域 にお い て底 生 生 物 群

集 の構 造 に 関 す る研 究 の た め の ビー ム トロー ル

に よ る調 査 ・採 集 が行 われ た。 これ らの調 査 域

の 内,こ れ まで 情 報 が極 め て少 な い リュ ツ ォ ・

ホ ル ム 湾 とケー シー 湾 の 陸棚 域 の底 生生 物 相 に

つ いて解 析 した。

【材 料 及 び 方 法 】 採 集 は1992年12月 か ら1993

年2月 に リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾3点,ケ ー シー 湾

3点 で,砕 氷 船 し らせ に よっ て間 口2mと3m

の ビー ム トロー ル を用 い て行 われ た 。 これ らの

内,2mビ ー ム トロー ル を用 いた りュツ ォ ・ホ

ル ム 湾 と ケ ー シ ー 湾 の ほ ぼ 同 水 深 の2地 点

(68°42.7'S,38°47.0'E,水 深231m;66°41.1'S,

49°20.0'E,水 深199m)か らの採集 物 を材料 とした 。

採集 物 は セ デ イ メ ン トと共 に船 上 で 一20℃ で 冷

凍 され た 後,東 京 家 政 学 院大 学 の研 究 室 で解 凍

し,生 物 を選 別 した。 選 別 作 業 は,は じめに セ

デ ィメ ン トを含む 採集 物全 体 の湿 重量 を秤 量 し,

そ の後2.On㎜,1.Onlln,0.5nlm,0.25n㎜ の箭 に

か け,　2.O　rmnの 箭 に残 った 生物 に っい て行 った。

選 別 した 生 物 は 各 分 類 群 毎 に個 体 数 と湿 重 量 を

計 測 した。

【結 果 及び 論議 】

1)リ ュ ツ ォ ・ホル ム湾;45342.7kgの 採 集 物 か

ら3433個 体35819.lgの 無脊 椎 動物 が出 現 した。 そ

の 内 湿 重 量 で 最 も多 か っ た の は カ イ メ ン類 で

53%(1063個 体;19079.9g),次 い で コ ケム シ類 が

44%(158364g)を 占め た。 カイ メ ン類 の 中 には,

1個 体 当た り100～2000gの 大 型 の ガ ラ ス カ イ メ

ン類 も含 まれ て い た。 一 方 コ ケ ム シ類 の ほ とん

どは オ ウギ コ ケ ム シ類 や ア ミコ ケ ム シ 類 で,採

集 時 に破 損 して しま い 計数 で き な か っ た が,個

体 数 が 最 も多 い と考 え られ た 。 ま た移 動 性 動 物

の重 量 は わず か で あ る が,個 体 数 で は ウ ミグ モ

類,ク モ ヒ トデ 類,多 毛類 が 多 く,全 体 の8～

13%を 占 めた 。 他 に大 型 の 背 循 類Bathyberthella

antarcticaや これ ま で リュ ツ ォ ・ホ ル ム湾 域 で は

沿 岸 浅 所 か ら の み 採 集 さ れ て い た 鯉 曳 動 物

Pr吻)漁 ∫　tubercuiatospinOSUSが 出現 し,分 布 域 に

つ い て も新 た な 知 見 が得 られ た 。 底 質 は岩 な ど

に 固着 す る コ ケム シ類 と泥 底 に 生 息 す るガ ラ ス

カイ メ ンの 仲 間 が 出現 す る こ とか ら,岩 と泥 で

あ る と考 え られ た。

2)ケ ー シー 湾;現 在 まで に10511.2gの 採 集 物 を

選別 し,858個 体5627.2gの 無脊 椎 動 物 が 出 現 した。

そ の 内 ウ ミシダ類 が304個 体4603.Ogと 個 体 数 ・重

量 共 に 優 占 した。 この 他,湿 重 量 で は ウニ類,

コケ ム シ類,カ イ メ ン類 が 多 く,個 体 数 で は 端

脚 類 と ウ ミグモ 類 が 多 か った 。 底 質 は 表 在 性 の

ウ ミシ ダ類 が 多 く,カ イ メ ン類 が 少 な い こ とか

ら,岩 質で 堆積 物 は極 め て少 な い と推 定 され た 。

2地 点 で の セ デ ィ メ ン ト1kg当 た りの 生 物 量

を 比 較 す る と リュ ツ ォ ・ホル ム 湾789.3g,ケ ー

シー 湾535.4gと 前者 の方 が 多か った。 しか しど ち

らの地 点 も少数 の分 類 群 が 著 し く卓 越 して い る

の で,生 態 的 に は 単純 な構 造 で あ る と推 測 され

た。
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P52
Biogeography of the Antarctic Ocean with reference to 

        the order Cumacea (Crustacea)

Vassilenko, S. V. (Zoological Inst., RUSSIA)
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P53
POSSIBLE WAYS IN FORMATION OF THE SPECIFIC FEATURES 

 OF RECENT ARCTIC AND ANTARCTIC MALACOFAUNAS 

                     Emma N. EGOROVA 

            Zoological Institute, Russian Academy of Sciensis 

                Sankt-Petersburg 199034 RUSSIA

     Two recent cold-water malacofaunas were formed under different paleogeological and 

paleogeographical conditions. The main directions in evolution of  polar biotas and  their age were 

definded by Cretaceous cooling, then strong Oligocene and last Pleistocene  glaciations. The Antarctic 

glaciation is older and more stable: during about 38  m.  y. might be decisive factor to progressive 

evolution of cold-water benthic species. Undoubtedly, part of the molluscs species became extinct, 

but  part of them could adapt to new environments and provided the basis for the progressive 

transformations. The strengthening of the Antarctic glaciation with opening of the Drake Strait (about 

 14  m. y. a. ) was not fatal for molluscs. Part of species most probably was migrated to the lower part of 

antarctic shelf or on the upper part of continental slope, where changes of environmental conditions 

were not so catastrophic. By this means the time of accommodation to ice conditions in the South 

Hemisphere was more prolonged than in the North Hemisphere. The age of the Arctic glaciation are 

dated at between 5.2 and 6.5 million years. The history of the Arctic ocean in this period is very 

expressive and unstable marked by the alternating transgression and regression, geological 

reorganisations and climatic changes. Cold-water arctic species with old genesis might preserve on 

great depths in more or less stable conditions. This molluscs make up the group of endemic species, 

but an endemism in the Arctic malacofauna is lower than in the Antarctic (28% of endemic species 

against 80%), what testifies that the Arctic malacofauna may be younger than the Antarctic 

malacofauna, which has isolated over much long time. Glaciation events are reflected in a great range 

of the vertical distribution of numerous species on each of the polar shelvs. Shallow-water molluscs 

almost absent in Antarctica: only 19% molluscs inhibit on depthes up to 50  m. At the same time arctic 

species from this depthes forms 59%. The distinctive property of antarctic molluscs are their small 

sizes: about two third gastropods and bivalves have height or length up to 1 cm in the contrast to the 

arctic molluscs among which such dimensionally group encloses one third species. It is difficult to 

explain this phenomenon: may be it related to more prolonged glaciation. Non-pelagic reproduction, 

oviviviparous and protected development are common adaptations to the ice conditions in both  polar 

malacofaunas. 

    Probably, the Antarctic malacofauna comprises near twice number of species to the Arctic, what 

may be results from more long glacial history of the Southern polar region too. 

    The recent conditions for molluscs existence on the polar shelves are different. The Arctic shelf 

with its soft deposits are much comfortable for infauna, and the antarctic shelf with stones, rocks, 

with fast currents on their surface are more suitable for epifauna. 

    This work was made due to supporting of Russian State Programm (Biodiversity).
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P54
Relationship between type of development and 

type of distribution of Antarctic brittle-stars

 I.S.Smirnov 

(Zoological Institute, St.Petersburg, Russia)

    The nineteen main types of area/distribution have been established on the analysis 

of distribution of 93 antarctic and subantarctic ophiuroids species  (Smirnov, 1994). 

    Connection between various types of distribution and types of reproduction for 

antarctic ophiuroids was investigated. The largest number of known viviparous species 

was found with Low Antarctic and Notal-Antarctic types of distribution. 

    This implies a large influence of the West Wind Drift not only on distribution of the 

brittle stars in the Southern hemisphere, but also on formation of the viviparous species, 

which have not floating larvae, which the current could carry in the open ocean from the 

narrow subantarctic island shelves.
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Symbiotic relations of polar ophiuroids in connection 

       with history of fauna formation.

I.S.Smirnov, S.D.Stepanjants,  V.M.  Koltun, A.Svoboda (*) 

     (Zoological Institute,  St.Petersburg, Russia; 
       * Ruhr-Universitat Bochum , Germany)

    Owing to abundance in various biocenoses, Antarctic and the Subantarctic brittle-

stars play an essential role in functioning of communities of cold and temperate waters of 

a Southern hemisphere (Koltun, 1964; Dearborn, 1972, 1977; Smirnov, 1984, 1990 and 

others). The special interest presents symbiosis of these animals with sponges and 

hydroids, which is marked so far only in antarctic waters (Smirnov, Stepanjants, 1980, 

Smirnov, Koltun, in press). In our collections are available specimens of Ophirolepis 

gelida and  brevirima with putting up on them sponges lophon  radiates and specimens of 

Theodoria  relegata with Hydractinis wallini. Despite on disputeness of the statement, on 

the basis of viewing big material, there is the impression, that quantity of symbionts at 

antarctic ophiuroids (not on number of species, but on a degree of abundance) in 

Antarctica considerably is higher, than in Arctic. That lets to state the assumption of 

youth of simbiotic connections at arctic brittle-stars or general impoverishness of young 

arctic fauna. That indirectly confirms later formation of Arctic fauna, shown by the 

other authors.
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Creation of computer data bank for investigation of marine polar faunas.

 I.S.Smirnov, A.L.Lobanov,  M.B.Dianov, A.V.Smirnov 

    (Zoological Institute, St.Petersburg, Russia)

    At the Zoological Institute collection on Arctic and Antarctic faunas counts more 

than 500,000 specimens. Russian scientists have sampled more then 14,000 stations in 

Arctic seas and more then  1,000 stations in Antarctic. Five years ago we have started 

creation of a computer data bank of collections. 

    The organization of faunistic databank has the main problem as reflection of 

biological variety of group or classification of taxa (for example account of synonyms). 

For storage of  taxonomic information the next approach was used. It consists in 

creation of independent from other databases computer taxonomical classifier (Lobanov, 

Sergeev, 1986; Zaitsev, Lobanov, 1993; Scarlato, Starobogatov, Lobanov, Smirnov, 

1994). The classifier enables to operate with any number of taxonomical categories (for 

example not frequently used Legio, Cahors, Infraordo, Section,  etc.). Other important 

advantage of classifier using is opportunity to not change contents of working databases 

(on geographical distribution, ecology, collections, bibliography and other) during the 

changes in systematic and nomenclature of investigated species group. 

    Using of the created polar ophiuroid classifier has let to develop a databank, 

consisting of 4 data bases: 1. The classifier (nomenclature of brittle-stars, about 200 

species). 2. Data base of stations with data on geography, depth, bottom and other 

parameters (about 15,000 stations). 3. Data base of findings - short records about met 

of a certain species on given station. 4. Collection data base, connecting the numbers 

of finding with collection data. 

    This method of creation data bank on polar ophiuroids can be applied to any group 

of marine animals and algae. It' s necessary to note the important role in creation of 

similar databanks for environmental monitoring and storage of ecological information for 

studying of long-term changes in polar ecosystems.
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コシジロウミツバメの絶食状態における深部体温と代謝速度の変化

Body　 core　 temperature　 and　 metabolic　 rate　 of　 fasting　 Leach's　 storm-petrels

新妻靖章(北 大、農学部)、 高橋晃周(北 大 、理学部)、 綿貫豊(北 大、農学部)

Y.Niizuma,　 A.Takahashi,　 and　 Y.Watanuki　 (Hokkaido　 Univ.)

　 Leach's　 storm-petrel　 is　 one　 of　 the　 smaIlest　 nocturnal　 Procellariforms.　 Their

incubation　 spell　 is　 about　 three　 days　 while　 they　 do　 not　 stay　 in　 their　 breeding

burrows　 except　 that　 each　 parent　 feeds　 chick　 once　 per　 night　 or　 every　 two　 night.

Therefore　 parents　 need　 to　 tolerate　 a　 fast　 lasting　 for　 three　 days　 during

incubation　 period　 and　 they　 usualiy　 may　 not　 fast　 after　 hatching.　 They　 wouId

change　 physiological　 conditions　 due　 to　 cope　 with　 energy　 budgets.　 As　 the　 result

of　 measurements　 of　 core　 body　 temperature　 and　 resting　 metabolic　 rate,　 both

values　 for　 incubation　 stage　 birds　 were　 higher　 than　 that　 for　 chick　 rearing

stage　 ones,　 suggesting　 that　 the　 birds　 changed　 physiological　 conditions　 between

breeding　 seasons.　 They　 feIl　 progressing　 fasting　 period,indicating　 that　 the

birds　 saved　 reserved　 energy.

コシジロウミツバメは ミズナギ ドリ類に属する約5Zgの 外洋性の海鳥で、日本近海で

は北海道厚岸沖の大黒島で繁殖 している。コシジロウミツバメは4月 中旬から来島 し初

め、6月 中旬に産卵の ピークを迎える。そ して9月初旬を過 ぎたころになると巣立 ちと

なる。抱卵 日数は約42日 間で、抱卵中は水分や餌を採食することな く、抱卵開始前に蓄

えたエネルギーのみで、雌雄約3日間交代で卵を暖める。また、育雛期間は約62日 間で、

雛に餌を与えるために雌雄交代で1-2日 毎に巣穴に戻るのみなので、抱卵期に見られた

ような3日間にも及ぶ絶食は見 られな くなる。このように、コシジロウミツバメは繁殖

期 というわずかな期間に、エネルギー収支の面で劇的な変化に対応 しなければならない

ため、生理的なメカニズムを変化させていると考えられる。今回は抱卵期と育雛期の間

でなんらかの生理的な変化が起きているかどうかの証拠を得るため、深部体温 と休息時

の代謝量を同時に測定 した。その結果、育雛期の親鳥の方が抱卵期の親鳥に比べて深部

体温と代謝量の両値で高いことが分かった。内温動物の場合、恒常性の維持において体

温の保持は重要であるので、今回の結果のように体温が抱卵期 と育雛期で違 う値を得た

ということは、繁殖期の間に親鳥が生理的に変化 したことを示唆する。また、絶食が続

くと体温が次第に低下することも見 られた。これはエネルギーを節約するため と考えら

れた。
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ウ トウの潜水行動 について

　 　 　 　 　 　 　 　 DMng　 Patterns　 of　Rhinoceros　 Auklet

黒 木 麻 希(東 大 農),加 藤 明子(極 地 研),綿 貫 豊(北 大農),内 藤 靖 彦(極 地研)

M.Kuroki　 (Univ.　 of　Tokyo),　 A.Kato　 (NiPR),　 Y.Watanuki　 (Hokkaido.Univ),Y.Naito　 (NIPR)

The　 measurements　 of　 dive　 profiles　 of　 seabirds　 such　 as　 cormorants　 and　 penguins

showed　 that　 they　 had　 high　 abilities　 of　dMng　 and　 these　 abiiities　 were　 correlated　 to　their

body　 sizes.　 Using　 small　 micro　 data　 |099ers　 developed　 by　 NIPR,　 dMng　 behavior　 of

Rhinoceros　 Auklet　 Cerorhlnca　 Monocerata,　 which　 is　the　 smallest　 among　 other　 seabirds

ever　 studied　 by　 time　 depth　 recorder,　 was　 measured　 in　Teuri　 lsland.　 Most　 dives　 were

occurred　 in　bouts　 from　 O4:00　 to　18:00.　 Dives　 averaged　 66　 s　in　duration,　 and　 15.9　 m　 in

depth.　 Maximum　 dive　 duration　 was　 148　 s,　while　 maximum　 dive　 depth　 was　 46.9　 m.　 Dive

depths　 distributed　 bimodaly　 with　 tWo　 peaks　 at　Iess　 than　 5　m　 and　 28　 m.　 DMng　 parameters

of　Rhinoceros　 Auklet　 were　 compared　 to　those　 of　other　 seabirds　 in　relation　 to　their　 body

sizes.

【は じめ に】近 年,小 型 の水深記録計 が開発 されたこ とに よ り,大 型の海鳥類 で あるペ ン

ギ ン類,ウ 類 が高い潜水能 力 を有 し,ま たその潜水能力 は体サ イズ と正 の相 関関係 が あ る

こ とが明 らかに なった.し か し,Croll(1993)ら によって,ウ ミガラス(体 重1kg)は,

その体 サ イズに比 して,長 い潜水 を行 っているこ とが明 らかに な り,長 い潜水 を行 うため

の生理 的適応機構 を備 えてい るとい う可能性 が示唆 された.現 在,小 型海鳥類 に関す る潜

水記録 は,小 型 測定機 器 の開発 の遅 れか らほ とん ど得 られていない.我 々 は,極 地研 究 所

が開発 した軽量 小型化 されたマ イクロデータ ロガー を用 いて,さ らに小型 の ウ トウ(体 重

0.5kg)の 潜水 行動 を記録 するこ とに成功 した.ウ トウは,中 型の ウ ミスズ メ科 の海鳥 で,

翼 を使 って潜水 し,中 層性 の浮魚 を捕食 して いる.繁 殖期 には,1日 一 回 夕方 か ら夜間 に

餌 を くわ えて営巣地 に戻 り雛 に給餌 を行い,昼 間は海上 にいる事 が分 か ってい るが,海 上

での行動 は全 く分 か っていなかった.

【方 法】本研 究 は,1995年6月 に,北 海 道天 売島で行われた.夜,雛 に給餌 す るために帰

って きた親 鳥 を巣 内で捕獲 して,マ イ クロデー タロガー(014mm×80mm,重 量:約20g)

を装着 した.4日 後,給 餌 に帰 って きた親鳥 を再捕獲 し,マ イク ロデー タロガーを回収 し

た.マ イ ク ロデー タ ロガー は,潜 水 深度 と環境温度 を,2秒 間隔 で計測 す るよ うに設定 し

た.

【結 果】2羽 の ウ トウに ロガー を装 着 し,1羽 か ら回収 に成功 した.38時 間分 の深度 と温

度 の時系列 デー タが得 られ,そ の間 に ウ トウは228回 の潜水 を行 っていた.ウ トウは海

上 で過 ごす早朝 か ら夕方 までの 間(04:00・-1S:00)断 続的 に潜水 を行 い,潜 水深度 は,平

均15.9m(最 大46.9m)で,潜 水時 間 は,平 均66秒(最 大148秒)で あ った.潜 水深度

の分布 はs5m以 浅 と28m付 近 に二 つの ピー クを持 つ分布 であった.こ れ らのデー タに

つ いて,他 の体 サ イズの異 な る海鳥 の潜水行 動に関す るデータ と比較 し,ウ トウの潜水 行

動 の特徴 につい て考察 す る.
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餌条件の変動に伴うウミウの採食および繁殖行動の年変化

Foraging　 and　 breeding　 performance　 of　Japanese　 cormorants　 in　relation　 to

　　　　　　　　　　　　　　　　amual　 change　 in　prey　 type

加 藤 明 子(極 地 研)、 綿 貫 豊 、 林 英 子(北 大 農)、 内 藤 靖 彦(極 地 研)

A.　KATO(NIPR),　 Y.　WATANUKI,　 E.　HAYASHI　 (Hokkaido　 Univ.),　 Y.　NAITO　 (NIPR)

Interannual　 variations　 in　 foraging　 and　 breeding　 perfo㎜an㏄ 　 of　 Japanese　 cormorantS

Phalacrocoraxノ'ilαaneRtos〃5　 were　 studied　 at　Teuri　 Island,　 Hokkaido　 in　1992　 -　1995.　 In　 1992,

the　birds　 mainly　 fed　 on　 Japanese　 sand　 lan㏄ ん 〃 ηodytes　 personatus　 (pelagic　 fish),　 whereas　 in

1993血ey　 fed　 on　 tWospecies　 of　greenlings　 (Hexagrammidae)　 (demersal　 fish),　 and　 in　1994　 0n

Japanese　 anchovy　 En8raulis　 j巧りonたa　 (pelagic　 fish).　 In　 l995,　 they　 fed　 on　 greenlings　 and

Sebastes　 spp.　 (demersal　 fish)　 in　early　 season　 and　 shifted　 to　sand　 lan㏄later.　 Clutch　 size　 was

larger　 and　 timing　 of　breeding　 was　 earlier　 in　1993　 and　 1994　 than　 in　1992　 and　 l995.　 Although

brood　 size　and　 chick　 growth　 rate　did　 not　 differ　 betw㏄n　 years,　 fledging　 su㏄ess　 was　 lower　 in

1993　 and　 1995　 than　in　1992　 and　 1994.　 The　 birds　 dived　 deeper　 and　 longer　 in　1993　 than　 the　other

years.　 They　 foraged　 for　 alonger　 time　 in　1993　 and　 l995　 than　 in　1992　 and　 1994.　 These　 data

altOgether　 suggest　 that　Japanese　 cormorants　 rely　 on　 pelagic　 fish　 when　 it　is　abundant　 and　 on

demersal　 fish　when　 pelagic　 resources　 are　poor,　 the　fledging　 success　 then　 being　 lower.

北海道天売島周辺は多 くの海鳥類の採食場となってお り、また漁業が盛んで良い漁

場 ともなっている。漁獲量は年によって大 きく変動するが、天候や魚種の商業価値に

よって漁獲努力量が異なるため、海洋環境を直接反映 していない。それに対 し海鳥類

は餌条件の年変動によって採食繁殖行動を大き く変化させることが知 られてお り、海

洋環境の年変動を示す指標 となると考え られる。1992年 か ら1995年 のウ ミウの餌、

潜水行動、繁殖成功 と、餌条件の年変動 との関連について報告する。

ウミウは92年 と94年 には主に浮魚であるイカナゴ、カタクチイワシを採食 してお

り繁殖成功が高かったが、93年 はホヅケなどの低層魚を多 く採食 してお り、繁殖成功

は低かった。95年 は繁殖初期はホ ヅケ、　Sebastesspp.などの底層魚を採食 していたが、

6月 半ば頃からイカナゴに変化 した。ウミウはオスの方がメスよ りも体重が約25%重

く、潜水深度には性差が見 られ、すべての年でオスの方がメスよ りも深い深度で採食

していたが、雌雄 とも潜水深度 に年変化が見 られ、93年 は他の年に比べ潜水深度が深

かった。また93年 、95年 には親鳥がヒナをガー ドする時間は少な く、採食にかける

時間が長かった。漁業統計によると、イカナゴのみでな くホ ヅケなどの底層魚の漁獲

高も92年 に比べ93年 は低 くなっていた。ウミウは92年 と94年 は豊富な浮魚資源 を

利用 してお り、浮魚資源の乏 しかった93年 と95年 の繁殖初期 には採餌 にかける時間

を増加させ、底層魚を採食 していたが繁殖成功は低かった。ウミウは餌条件の変化 に

よって餌の種類や採食深度を変化 させてお り、海洋環境のモニター として利用で きる

と考えられ る。
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水 生 大 型 爬 虫 類 に 見 られ た 体 温 維 持 に つ い て

Body　 temperature　 regulation　 in　aquatic　 large　 reptiles

佐 藤 克 文(極 地 研),内 藤 靖 彦(極 地 研),坂 本 亘(京 大 農),田 中 秀 二(総 研 大),

松 沢 慶 将(京 大 農),南 川 真 吾(京 大 理)

K.　Sato　 (NIPR),　 Y.　Naito　 (NIPR),　 W.　 Sakamoto　 (Kyoto　 Univ.),　H.　Tanaka　 (Grad.　 Univ.

　 Advanced　 Studies),　 Y.　Matsuzawa　 (Kyoto　 Univ.),　 S.　Minamikawa　 (Kyoto　 Univ.)

　 　 　 There　 were　 some　 examples　 that　 large　 reptiles,　 sea　 turtles　 and　 alligators,　 had　 their　 body

temperatures　 higher　 than　 ambient　 temperatures・ 　 In　 order　 to　 investigate　 the　 relationship　 between

body　 temperature　 and　 water　 temperature　 in　 loggerhead　 turtle,　 Caretta　 caretta,　 we　 continuously

measured　 body　 temperature　 of　adult　 females　 under　 natural　 condition・ 　Body　 temperatures　 of　lo99erhead

turtles　 were　 kept　 higher　 than　 water　 temperatures　 throughout　 their　 intemesting　 Periods.　 Each　 turtle

had　 their　 own　 mean　 thermal　 differences　 between　 body　 and　 water.　 Larger　 turtle　 had　 significantly

larger　 mean　 thermal　 difference.　 Vertical　 movements　 of　 turtle　 caused　 sudden　 changes　 in　 water

temperature,　 but　 body　 temperature　 indicated　 no　 reaction　 to　such　 short-tem　 (<　 90　 min)　 fluctuations.

Body　 temperature　 responded　 to　long-term　 (>　 24　 h)　water　 temperature　 fluctuations　 with　 a　time　 lag　 of

2　-　3　h.　 Then,　 we　 tried　 to　verify　 the　 mechanism　 of　body　 temperature　 response　 to　water　 temperature

fluctuation　 using　 dynamic　 heat　 transfer　 model.　 The　 body　 temperature　 response　 to　water　 temperature

fluctuations　 could　 be　 explained　 as　heat　 conduction　 within　 a　body　 under　 constant　 thermal　 diffusivity

and　 heat　 production　 rate.　 Lo99erhead　 turtles　 seemed　 not　 to　 regulate　 their　 body　 temperatures　 by

physiological　 means.　 A　 degree　 of　 regulation　 would　 be　 caused　 by　 their　 large　 body　 mass　 and　 large

heat　 capacity.

[は じめに]環 境 よ りい くらか高 い体 温 を もつ爬 虫類 がいる ことが 報告 されてい る.大 型
の水 生爬虫類 であ るアカ ウ ミガメの体 温 と水 温の関係 を調べ るために,自 然 環境 下で 自由

に泳 ぎ回る成体 雌 か ら,体 温 と水温 の記 録 を連続 的 に得 た.得 られたデー タを用 い て,非

平 衡の熱伝導 モ デル による数値 実験 を行 い,変 動 す る水温 に対 する体温 の決定機構 を調べ
た.さ らに,体 温 を環境水温 よ り高 く保 つ こ とが,ア カウ ミガメの生 活 に対 して及 ぼす影

響 を知 るため に,水 温 や体 温 と産卵 間隔の関係 について調べ た.

[方法]ア カ ウ ミガメ は1シ ー ズ ンに同 じ砂浜で複 数回 の産卵 を行 う.産 卵期初 期 に和歌
山県 の産卵場 において産卵 を終 えた個体の背 甲上 に記録計 を装着 した.記 録計 はそれ ぞれ
水 温 ・深度 ・光 の強 さを記 録で きる.ま た,体 温 を記録す るため に温度記録計 を胃に挿入
し固定 した.毎 晩砂 浜 を1時 間間隔 で見 回るこ とに よって,記 録計装着個体 の次 の産卵上

陸 を発見 し,産 卵 終了後 に記録計 を回収 した.1990年 か ら1994年 にかけ て15個 体 か ら,体
温 と水温 の記録 を得 るこ とが 出来 た.

[結果 ・考 察]ア カウ ミガメの体 温 は,産 卵 と産卵 の間の全期 間 を通 して水 温 よ り高 く保
たれてい た.体 温 と水 温 の平均温度差 は個体毎 に異 な り(0.7-1.7℃),大 きな個 体 ほ ど温度

差 が大 き く,小 さな個体 ほ ど温度差 は小 さくなる傾 向があ った.個 体 の潜水 ・浮上行動 に
よって,経 験水温 は激 し く変動 したが,体 温 はその ような時間スケールの短い水 温変動 に

対 して一定 に保 たれ ていた.一 方,24時 間以上 の時 間スケールの長 い水温変動 に対 しては,

体温 は追随 したが,2-3時 間 の遅 れ時 間が見 られ た.産 卵 期の アカウ ミガメ成 体雌 の体温
は,あ る程度一 定 で水温 よ り高 く維持 されていた.以 上の ような水 温変動 に対す る体温 の

決定機構 を明 らかにす るため に,個 体 の体の大 きさ ・体 内の熱拡散率 ・発熱速度 をパ ラメー
タに持 つ,非 平 衡 の熱拡散 モデル を用 いた数値実験 を行 った.熱 拡散率 と発熱速度が 一定
とい うモ デル に よって経験水温 よ り計算 された体温 と,個 体 より実際 に得 られ た体温 が非

常 に良 く一致 した.こ の ことか ら,ア カウ ミガメは生理 的体温調節 を行 っていなか った と
思 われ る.仮 に体 が小 さい場 合の水 温変動 に対す る体温 の挙動 を,モ デル を用 いて計算 し
てみ る と,激 しい水 温変動 に対 して体 温 は追随 して変動 して しまうとい う結果 となった.
これは,ア カウ ミガメに見 られ たある程度の体温維持 は,大 きな体 に よって もた らされ た
ことを意 味 してい る.ア カウ ミガメの産卵 間隔 は,水 温や体温が高 い個体 で短 くなる こと

が わか った.経 験 水温が等 しい場合,体 が大 きく体 温 を高 く保 つ ことが出来 る個体 の方が

短 い間隔で産卵 を行 うようであ った.
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Advances in studying the foraging behaviour of Weddell seals

                Horst Bomemann and Joachim Plotz. 

Alfred Wegener Institute for Polar and Marine Research, Bremerhaven, Germany

The Weddell seal is known to be an important consumer of marine resources of the 

Antarctic shelves. Most of our information about its diet has been obtained from the 

analysis of stomach contents or faeces which allows biologists to determine type and size 

of prey ingested. To obtain a more comprehensive picture of the seals' foraging activities 

in the three-dimensional environment we conceived a system of microprocessor-

controlled recorders potted in epoxy resin or encased in titanium pressure housings. 

Multi-channel recorders which were attached to free-ranging Weddell seals 

simultaneously measured swimming velocity, horizontal swimming direction and dive 

depth. Internal one-channel units were used to measure temperature changes in the seal 

stomach caused by the ingestion of fish or other cold prey. An externally attached jaw 

activity counter provided additional information on the timing of feeding activity during 

the seals' foraging trips. The new technics and results presented in the poster outline our 

step-by-step approach to provide new insights into the underwater life of Weddell seals 

with special regard to where and when feeding actually takes place.
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飼 育 下 で の ネ ズ ミ イ ル カ の 遊 泳 行 動 と 酸 素 消 費 量

　 　 Oxygen　 consumption　 of　harbor　porpoise　 in　relation　to　sWimming　 behavior　 in　captivity

大 谷 誠 司(三 重 大)、 内 藤 靖 彦(極 地 研)、 河 村 章 人(三 重 大)

　 　 　 　 S.　OTANI　 (Mie　 Univ.),　 Y.　NAITO　 (NIPR),　 A.　KAWAMURA　 (Mie　 Univ.)

Swimming　 velocity　 and　 oxygen　 consumption　 rate　 were　 measured　 at　a　 male

harbor　 porpoise　 (Phocoena　 phocoena)　 in　captivity,　 which　 caught　 incidentally

by　 set　 net　 o什Usujiri,　 Hokkaido.　 We　 kept　 it　in　the　 outdoor　 circular　 tank　 6m　 in

diameterand　 1　.3m　 depth.　 The　 porpoise　 was　 attached　 a　micro　 data　 logger　 to

its　dorsal　 fin　and　 the　 oxygen　 consumption　 was　 measured　 in　the　 pool　 covered

with　 vinyl　 dome.　 Oxygen　 consumption　 rate　 (ml・02/kg/min)　 was　 increased

after　 feeding,　 indicating　 that　 metabolic　 rate　 was　 increased　 by　 digestion　 of　food.

The　 relationship　 between　 oxygen　 consumption　 and　 swimming　 velocity　 or

distance　 w川be　 disdussed,

ネズ ミイル カ は、春 か ら夏 にか けて北海道沿 岸 を北上 する沿 岸性 の小型ハ ク

ジラであ り、 日本沿岸 での本種 の生 態 はほ とん ど分 か っていな い。昨年の研 究

か ら、ネズ ミイ ルカは昼夜 を問 わず連続的 に潜 水 してい ることが分 か ったが 、

自然 環境下 でイ ルカが どれ く らいの エネルギー を使 って潜水 してい るの か知 る

こ とは困難 であ る。 そ こで本研 究 で は、飼育下 でのネズ ミイル カの遊 泳 と酸 素

消 費量 との関係 を調べ た。

1995年5月22日 に臼尻沖の定置網 に より混獲 されたオスのネズ ミイル カを、

直径6m、 深 さ1.5mの 円形水槽 で蓄 養 した。円形水槽 の水面 を直径5m、 高 さ1m

の円錐形 の ビニ ール製 ドームで覆 い 、その中で流速計付 きのマ イ クロデ ータ ロ

ガ ー を背 ビ レに装着 したイル カ を泳がせた。 この密閉 ドーム内 の空気 を扇風 機

に よ り撹拝 しな が ら、酸素濃度 測 定器 によ り酸 素量 を測定 した。 また測定 期 間

中の イル カの呼 吸数 を数 えた。 ドーム内の酸素濃度 が2～3%程 減少 す ると、 空

気 を入 れ換 え再 び実験 を行 った。水槽 内での遊 泳速度 あるいは遊泳距離 と、酸

素 消費量 との関係 を調 べた。

ネズ ミイルカの酸素 消費率 と呼 吸回数 は、水 面滞在時 間が長 くなるにつれ て

増加 す る傾 向が あった。食後1～3時 間の酸素消 費率 は、それ以外 の時 の もの よ

りやや高 く、餌 の消化 により代 謝量 が上が った と考 えられる。 酸素消 費率 と遊

泳速度 につ いて は現在 詳 しく解析 中 である。
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1994/95年 鯨 類 捕 獲 調 査 に よ る ミンククシ'ラ分 布 に 対 す る 海 洋 環 境 の 解 析

Oceanographical　 analysis　 on　 the　 southern　 minke　 whale　 distribution

　　　　　　　 based　 on　 the　 data　 during　 Japanese　 research　 take　 in　 1994/95

永 延 幹 男(遠 洋水 研)・ 狩 野 弘 昭(ア ジア 航 測)・ 藤 瀬 良 弘(日 鯨 研)・ 西 脇 茂 利(日 鯨 研)

60`S

M.　NAGANOBU　 (NRlFSF.　 ) H.KANO(ASIA　 AIR　 SURVEY)　 Y.FUJISE(CETACEAN　 RES.)

　 　 　 　 　 　 　 　 and

　　 S.NlSHIWAKl(CETACEAN　 RES.)

　　 　 The　 eighth　 cruise　 of　 the　 Japanese　 whale　 research　 programme　 under　 special

permit　 in　 the　 Antarctic　 (JARPA)　 was　 carried　 out　 in　 the　 Antarctic　 Area　 V　 from　 3

December　 1994　 to　 21　 March　 1995.　 The　 survey　 covered　 the　 waters　 among　 130° 　 E　 and

170°W,among60°Sand80°S.

　　 　 The　 research　 used　 one　 base　 and　 three　 sighting/sampling　 vessels.　 The　 research

vessels　 were　 engaged　 in　 a　 systematic　 sighting/sampling　 survey　 on　 minke　 whale　 ,

and　 93　 XBT　 observations　 in　 order　 to　 analyze　 oceanic　 structure.

　　　 The　 relationship　 between　 oceanic　 structure　 and　 distribution　 pattern　 of　 minke

whale　 was　 examined　 using　 the　 data　 obtained　 from　 this　 survey.

　　 　 The　 environmental　 gradient　 indices　 were　 introduced　 to　 express　 upper　 strata

of　 oceanic　 structure　 simply.　 First　 index　 was　 the　 integrated　 value　 of　 water

temperature　 from　 the　 surface　 to　 50m　 in　 depth　 (Q5・)　 which　 indicated　 the　 condition

of　 Summer　 Surface　 Water　 (SSW).　 Second　 index　 was　 the　 integrated　 value　 of　 water

temperature　 from　 the　 surface　 to　 200m　 in　 depth　 (Q200)　 which　 indicated　 the

distribution　 pattern　 of　 the　 Antarctic　 Surface　 Water　 (ASW).

　　 　 The　 density　 indices　 (number　 school/100　 nautical　 miles　 searched)　 of　 minke

whale　 distribution　 were　 compared　 with　 the　 isotherm　 of　 temperature　 at　 each　 depth

and　 the　 environmentaI　 gradient　 indices　 ;　 Qso　 and　 Q2。o.

70'S・
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Symposium I
"Arctic Terrestrial Biology"

 01-3 1000-1210

 SymposiumII

"Biology processes in the Southern Ocean"

07-10 1000-1200

Lunch 1210-1330 Lunch 1200-1300

Symposium I

04-6 1330-1500

 SymposiumII

 011-13 1300-1430

Coffee Break  1500-1515 Coffee Break 1430-1500

Poster Session I  1515-1645

Terrestrial Biology

A.Terrestrial community in deglaciated area

P1-4

B.Ecology of alpine zone

P5-9

C.Taxonomy of lichens and algae

P10-13

D.Others

 P14-19

Poster Session II 1500-1650

Marine Biology

E.Marine Physical/Chemical Environments

P20-24

 F.Flux/Ice Algae

P25-29

 G.Phytoplankton/Others

P30-36

H.Zooplankton

P37-41

I.Krill/Fish

P42-49

J.Benthos

P50-56

K.Seabirds/Marine Mammal

P57-63

Reception 1730-1900 Closing Remarks 1700
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Wednesday, 6 December 

Opening Remarks : Hirasawa, T.(Director-General, NIPR) 

Arctic Terretrial Biology 
    Chairpersons : Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.), Ohyama, Y. 

Introduction to the survey of 95 season 
           Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)

01

02

03

04

05

06

 1000-1010

(NIPR) 

  1010-1025

Structure of Dryas octoperala community in Arctic and Japan. 1025-1055 

     Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.), Kanda, H. (NIPR), Nishitani, S. (Tokyo Met. Univ.)

Soil respiration in relation to primary succession in Spitsbergen 

     Koizumi. H. (NIAES), Bekku, Y. (Tokyo Met. Univ.), Kume, A. (Waseda Univ.), 

     Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.) 

Soil microarthropods at the glacier foreland in Spitsbergen Island. 

     Yoshida, K. (Ohu Univ.), Ohyama, Y. (NIPR) 

 Discussion   

 Lunch  

Chairperson : Koizumi, H. (NIAES) 

Conservation genetics and biodiversity of arctic vascular plants: 
lessons from molecular and evolutionary studies. 

     Brochmann, C. (Univ. Oslo, NORWAY) 

Soil microbiological and botanical observations at Taimyr Peninsula 
and  Severnaja  Semlji. 

     Bolter, M. (Univ. Kiel, GERMANY), Kanda, H. (NIPR) 

Activity of lichens under the influence of snow and ice. 
     Kappen, L. (Botanisches Inst. der CAU, GERMANY) 

 Coffee  Break-----

  Poster Session I. Terrestrial Biology  

 Reception  

1055-1125

1125-1155

1155-1210 

 1210-1330

 1330-1400

 1400-1430

1430-1500

 1500-1515 

 1515-1645 

 1730-1900
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Thursday, 7 December 

Biological Processes in the Southern Ocean 

    Chairperson : Watanabe, K. (NIPR)

07

08

09

010

SIEFS related activities during  1991/92(JARE33)-1995/96(JARE37). 1000-1030 

     Fukuchi, M. (NIPR) 

Research activities during the R/V Hakuho Maru cruise(KH-94-4)  1030-1100 

in the Antarctic divergence area in 1994 austral summer. 

     Kawaguchi, K. (Univ. Tokyo) 

An outline of the Antarctic research cruise by the R/V Kaiyo Maru around 1100-1130 

the south shetland islands in 1994/95. 

     Naganobu, M., Ichii. T., Kawaguchi, S. (NRIFSF), Ogishima, T. (Tohoku NFRI), Takao, Y. (NRIFE) 

A review of recent ANARE marine biological cruise. Has the new ship performed? 1130-1200 

     Hosie, G., Marchant, H.J., Mare, W.  di, Nicol, S., Pauly, T., Williams, R. (Antarct.Div., AUSTRALIA) 

 Lunch  1200-1300 

Chairpersons :Tanimura, A. (NIPR), Hosie, G. (Antarct.Div., AUSTRALIA)

011 The potential role of melted "Brown Ice" as sources of ammonia and chelators to 

     the surface waters of the Weddell Sea, Antarctica. 

          Brandini, F. (CEM/UFPR, BRASIL), Baumann, M.E.M.  (AWI, GERMANY) 

012 The zooplankton community structure of Pryds Bay, January-February 1993. 

     Where are the krill? 

           Hosie, G., Cochran, T.G. (Antarct. Div., AUSTRALIA) 

013 Respiration and oxidative phosphorylation in isolated mithochondria from 

     Antarctic fish tissues and organs. 

          Sugizaki, M., Lucchiari, P.H., Bacila, M. (UNESP, BRAZIL) 

 Coffee Break  

 Poster Session II. Marine Biology  

 1300-1330

 1330-1400

 1400-1430

1430-1500 

 1500-1650
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December 6 (Wednesday), 1995

Poster Session I: Terrestrial Biology

A. Terrestrial community in deglaciated area 

     Chairperson : Masuzawa, T.(Shizuoka  Univ.)

 P1 Microbial biomass in relation to primary succession in Spitsbergen. 

         Bekku, Y. (Tokyo Met. Univ.), Kume, A. (Waseda Univ.), Koizumi, H. (NIAES)

P2 Geoecology of arctic vegetation of Ellesemere Island, Arctic Canada. 

         Koizumi, T. (Tokyo Gakugei Univ.)

P3 Shoot form variation of Purple Saxifragae  (Saxifrage oppositefolia L). 

          Kume, A.,  In°, Y. (Waseda Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)

P4 Reproductive characteristics of  Polygonum viviparum L. 

         Nishitani, S. (Tokyo Met. Univ.), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)

B. Ecology of alpine zone 

    Chairperson : Ohtani, S. (Shimane  Univ.)

P5 Ecophysiological studies of  Saussurea triptera  Maxim. community in alpine zone on Mt. Fuji. 

          Tabuchi, Y., Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.)

P6 Establishment of Carex  doenitzii on the alpine zone of Mt. Fuji. 

         Kibe, T. (Grad. Univ. Advanced Studies), Masuzawa, T. (Shizuoka Univ.), Kanda, H. (NIPR)

P7 Growth responses of alpine plants to an artificially manipulated environment. 

          Tsubota, M., Wada, N., Kojima. S. (Toyama Univ.)

P8 Green house effect on alpine plants - Phenological and climatic monitoring by experimental warming, Mt. 

     Kisokomagatake, Central Japanese Alps  - 

          Nakashinden, I. (Univ. Tokyo), Mizuno, K., Takaoka, S.,  Iijima, Y. (Tokyo Met. Univ.), Masuzawa, T., 

         Fukuyo, S., Yamamoto, S. (Tokyo Univ. Agr. and Tech.), Kobayashi, S. (Ehime Pref. Sci. Museum), 

 Yamamoto, T., Kimura, K. (Univ. Tokyo.), Machida, H. (Nichidai Sano High School)

P9 Distribution and growth of Larix gmelinii (Rupr.) Rupr. at the forest limit of Mt. Proskaya, central Kamchatka. 

         Okitsu, S. (Chiba Univ.) 
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C.

 P10

 Pll

P12

P13

D.

P14

P15

P16

P17

P18

 P19

Taxonomy of lichens and algae 

 Chairperson :  Inoue, M. (Akita Univ.)

Photobionts of some species of lichen collected from alpine areas in Japan. 

 Iida, T., Nakano, T. (Hiroshima Univ.), Kanda, H. (NIPR), Deguchi, H. (Hiroshima Univ.)

Photobionts of some species of lichen in Antarctica. 

    Aoki, M., Nakano, T. (Hiroshima Univ.), Kanda, K. (NIPR), Deguchi, H. (Hiroshima Univ.)

Taxonomical study of soil algae in Antarctic. 

    Yamasaki, F., Nakano, T. (Hiroshima Univ.), Kanda, K. (NIPR), Deguchi, H. (Hiroshima Univ.)

Species composition of snow algae at Yala Glacier, Nepal Himalaya. 

    Ohtani, S. (Shimane Univ.), Yoshimura, Y., Kohshima, S. (Tokyo Inst. Tech.)

Others 

 Chairperson : Ohyama, Y.(NIPR)

Biogeochemical features of organic compoumds in cryptoendolithic microbial communities from the McMurdo 

Dry Valleys, Antarctica. 

    Matsumoto, G.I. (Otsuma Women's Univ.), Friedmann, E.I. (Florida State Univ.), Sekiya, E., Kosaku, S 

    Motohashi, T. (Otsuma Women's Univ.), Watanuki, K. (Univ. Tokyo), Ocampo-Friedmann, R. 

   (Florida A&M Univ.)

cis-trans Isomerase of unsaturated fatty acid in psychrophilic bacteria. 

    Enari, D., Kusano, T., Okuyama, H. (Hokkaido Univ.)

Changes in glycerol content of Antarctic Dunaliella at low temperature and light-shielded conditions. 

    Watanuki, T. (Kanagawa Pref. Public Health), Matsushita, K., Nishina, M. (Saitama Medical School), 

    Kato, K. (Natl Inst. of Health)

Geographical variation in the period gene of  Chymonlyza. 

    Shimada, K., Hayakawa, Y. (Hokkaido Univ.)

Response of Antarctic ecosystem to climate changes. 

    Tatur, A. (Inst. Ecology, POLAND)

Local island populations of reindeers in the Russian Arctic  : status and protection. 

    Belikov, S., Boltunov, A. (All Russian Res. Inst. for Nature Protection)

•3
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December 7(Thursday), 1995

Poster Session II. Marine Biology

E. Marine Physical/Chemical Environments 

    Chairperson : Naganobu, M. (NRIFSF)

P20 Distribution of total dissolved inorganic carbon in the upper layer of the Southern Ocean. 

          Ishii, M., Yoshikawa, H., Tanoue, E. (Meteorological Res. Inst.)

P21 Temporal and spatial variations in oceanic CO2 observed during the KH94-4 Cruise. 

          Inoue, H. Y., Ishii, M., Matsueda, H. (Meteorological Res. Inst.)

P22 Growth responses of Antarctic phytoplankton to iron stress. 

         Takeda, S., Sakaguchi, I. (CRIEPI), Watanabe, K. (NIPR)

P23 Vertical distribution and potential sources and sinks of organic ligands for cropper in the Southern 

 Ocean  . 

          Midorikawa, T., Tanoue, E. (Meteorological Res. Inst.)

P24 Photosythetic production of organic compoundsin Antarctic marine phytoplankton in presence

of ultraviolet radation : Implications of the antarctic marine  food  . 

    Goes, J.I., Handa, N., Suzuki, K. (Nagoya Univ.), Taguchi, S 

    (Nagoya Univ.)

. (Soka Univ.), Hama, T.

F.  Flux. Ice Algae 

    Chairperson : Sasaki, H. (Ishinomaki Senshu  Univ.)

P25 Vertical fluxes of organic materials in the Southern Ocean. 

         Hayakawa, K., Handa, N. (Nagoya Univ.), Fukuchi, M. (NIPR)

P26 Variability in the flux of sinking particles in austral summer in the ice-edge area of the Antarctic

Ocean. 

    Suzuki, H., Sasaki, H., Takayama, M. 

    Suzuki, K. (Nagoya Univ.), Kudoh, S.

Inamura, T. (Ishinomaki Senshu Univ.), 

Fukuchi, M. (NIPR)
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P27

P28

P29

G.

P30

P31

P32

P33

P34

Seasonal variability of particle flux under the coastal fast ice near Syowa, Antarctica. 

    Watanabe, K. (NIPR), Sato, T. (Tsukuba Univ.), Fukuchi, M. (NIPR)

Vertical flux of ice algae during a melting season of sea ice in Saroma-ko Lagoon. 

    Taguchi, S. (Soka Univ.), Saito, H. (Hokkaido Natl. Fish. Res. Inst.), Hattori, H. 

    (Hokkaido Tokai Univ.), Shirasawa, K. (Hokkaido Univ.)

Distribution of the two types of ice diatom communities in the polar seas. Precipitation determine 

the type? 

    Meguro, H. (Tohoku Univ.), Fukushima, H., Matsuda, T.

 Phitoplankton• Others 

 Chairpersons : Taguchi, S. (Soka  Univ.), 

               Midorikawa, T. (Meteorological Res. Inst.)

Algal  pugment distribution and primary productivity in the  Southrn Ocean. 

    Suzuki, K., Handa, N. (Nagoya Univ.)

Diel changes of chlorophyll a in sub-surface chrilophyll a maximum layers (SCM layers) near 

sea-ice edge in Southern Ocean (64°40'S,  140°00'E). 

    Kudoh, S., Fukuchi, M. (NIPR), Yasuda, M. (Grad. Univ. Advanced Studies), Suzuki, K. 

    (Nagoya Univ.), Suzuki, H., Sasaki H. (Ishinomaki Senshu Univ.)

Vertical distribution of phytoplankton abundance on the northern Bering shelf in summer. 

    Imai, K., Yanada, M., Maita, Y. (Hokkaido Univ.)

Biological process in the lower trophic levels in the Okhotsk Sea during the feeding migration 

of juvenile salmon. 

    Shimizu, I. (Hokkaido Salmon Hatchery), Ueno, Y. (NRIFSF)

Late Pleistocene to Holocene paleoceanographic changes of the eastern part of  Liitzow-Holm 

Bay, Antarctica based on the foraminiferal assemblages in marine sediments. 

    Igarashi, A. (Tohoku Univ.), Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Tsuchiya, Y. 

    (Univ. Tsukuba), Fukuchi, M. (NIPR), Saito, T. (Tohoku Univ.)
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P35 Estimation of chlorophyll concentration vertical profile around the Antarctic ocean derived from 

     CZCS images by the statistical method. 

          Kimura, N., Okada, Y. (Tokai Univ.)

P36 Interannual variation in summer phytoplankton blooms at an inshore Antarctic site. 

          Gibson, J.A.E. (Antarct. Div.), Swadling, K.M. (Univ. Tasmania), Burton, H.R. 

          (Antarct. Div.)

H. Zooplankton 

    Chairperson : Ichii, T.(NRIFSF)

P37 Vertical distribution of Oithona  simil  is and Oncaea  curvata (Cyclopoida Copepoda) under the fast

ice near Syowa Station, Antarctica during winter. 

    Tanimura, A. (NIPR), Hoshno, K., Nonaka, T. 

    Miyamoto, Y. (Tokyo Univ. Fish),

Hattori, H. (Hokkaido Tokai Univ.),

P38 Coincidence of climate fluctuations with variability in the Antarctic Krill (Euphausia superba 

     dana) recruitment. 

         Naganobu, M. (NRIFSF), Kutsuwada, K. (Tokai Univ.), Sasaki, Y. (Hokkaido Univ.)

P39 Cannibalism of Antarctic krill (Focusing on salps). 

         Kawaguchi, S. (NRIFSF), Takahashi, Y.

P40 Possible top-down control of regional plankton abundance by salmonids and other fishes in the 

     oceanic subarctic Pacific. 

          Nagasawa, K., Shiomoto, A., Tadokoro, K., Ishida, Y. (NRIFSF)

P41 Community grazing rates of coastal Antarctic zooplankton. 

          Swadling, K. (Univ. Tasmania), Gibson, J.A.E. (Antarct. Div.), Ritz, D.A. 

          (Univ. Tasmania), Nichols, P.D. (CSIRO),. Hughes, D.E. (Antarctic Div.)

I.  Krill/Fish 

    Chairperson : Fukuchi, M. (NIPR)

— 95



P42

P43

 P44

P45

P46

P47

P48

P49

J.

Aspects of the biology of fishes caught along with the Antarctic krill in the vicinity of the 

South Shetland Islands. 

    Watanabe, M., Iwami, T.,  Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.)

Importance of myctophid fish distributions for formation of foraging areas of chinstrap penguins 

and Antarctic fur seals at Seal Island. 

    Ichii, T. (NRIFSF), Takao, T. (NRIFE), Bengson, J.L., Boveng, P. (NOAA), Baba, N., 

    Naganobu, M., Kawaguchi, S. (NRIFSF),  Ogishima, T. (Tohoku NFRI)

Distribution patterns and reproduction of fishes of the family  Macrouridae in the Antarctic shelf 

water. 

 Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Naito, Y. (NIPR)

Vertical movements of adult chum salmon as recorded by micro data logger. 

    Tanaka, H. (Grad. Univ. Advanced Studies), Takagi, Y. (Univ. Tokyo.), Iwata, M. 

    (Kitazato Univ.), Naito, Y. (NIPR)

 Horning mechanisms of salmonid fishes in the northern unfreezable lake. 

    Ueda,  H. (Hokkaido Univ), Kaeriyama, M. (Hokkaido Salmon Hachery), 

 Yamauchi, K. (Hokkaido Univ.)

Cold adaptation in saffron cod and the effect of salmon prolactin. 

    Ogawa, M., Sugai, T., Murata, J., Watanuki, T. (Saitama Univ.), Fukuchi, M. (NIPR)

Intestine cells and the exocrine pancreas of the Antarctic fish  Trematomus newnesi, Notothenia 

neglecta and Nototheniops nudifrons (Nototheniidae) and its relation with their feeding habits. 

    Fanta, E., Vianna, A.C. (UFPR, BRASIL)

Kidney cell morphology of the Antarctic fish  Trematomus newnesi, Nototheniops  nudifrons, 

 Notothenia  Neglera. N. (G.) gibberifrons (Nototheniidae) and  Ophthalmolycus concolor 

(Zoarcidae). 

    Fanta, E., Cruz, S.Z.da (UFPR, BRASIL)

Benthos 

  Chairperson : Iwami, T. (Tokyo Kasei Gakuin  Univ.)
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P50 Molluscs collected from abyssal depth off Antarctica. 

         Numanami, H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.), Okutani, T. (Nihon Univ.), Takeuchi, I. 

         (Tokyo Univ.) 

P51 Contributions to the benthic fauna of shelf areas of  Liitzow-Holm Bay and Casy Bay, East 

      Antarctica. 

         Shibuya, M., Numanami H. (Tokyo Kasei Gakuin Univ.) 

P52 Biogeography of the Arctic Ocean with reference to the order Cumacea (Crustacea). 

         Vassilenko, S.V. (Zoological Inst., RUSSIA) 

P53 Possible ways in formation of the specific features of recent Arctic and Antarctic 

      malacofaunas. 

         Egorova,  E.N. (Zoological Inst., RUSSIA) 

P54 Relationship between type of development and type of distribution of Antarctic brittle-stars. 

         Smirnov,  I.S. (Zoological Inst., RUSSIA) 

P55 Symbiotic relations of polar ophiuroids in connection with history of fauna formation. 

          Smirnov,  I.S, Stepanjants, S.D., Koltun, V.M. (Zoological Inst., RUSSIA), Svoboda, 

         A. (Ruhr-Universitat Bochum, GERMANY) 

P56 Creation of computer  data bank for investigation of marine polar faunas. 

 Smirnov,  I.S. , Lotanov, A.L., Dianov, M.B., Smornov, A.V. 

         (Zoological Inst., RUSSIA) 

K. Seanbirds/Marine Mammal 

    Chairpersons : Imafuku, M. (Kyoto Univ.), Kato, A. (NIPR) 

 P57 Body core temperature and metabolic rate of fasting Leach's storm-petrels. 

 Niizuma, Y., Takahashi, A., Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.) 

P58 Diving patterns of Rhinoceros Auklet. 

         Kuroki, M. (Univ. Tokyo), Kato, A. (NIPR), Watanuki, Y. (Hokkaido Univ.), 

         Naito, Y. (NIPR)
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 P59

P60

P61

P62

P63

Foraging and breeding performance of Japanese Cormorants in relation to annual change in prey 

type. 

    Kato, A.(NIPR), Watanuki, Y., Hayashi, E. (Hokkaido Univ.), Naito, Y. (NIPR)

Body temperature regulation in aquatic large reptiles. 

    Sato, K., Naito, Y. (NIPR),  Sakamoto, W. (Kyoto Univ.), Tanaka, H. (Grad. Univ. Advanced 

    Studies), Matsuzawa, Y., Minamikawa, S. (Kyoto Univ.)

Advances in studying the foraging behaviour of Weddell seals 

    Bornemann, H., Plotz, J.  (AWI, GERMANY)

Oxygen consumption of harbor porpoise in relation to swimming behavior in captivity 

    Otani, S. (Mie Univ.), Naito, Y. (NIPR), Kawamura, A. (Mie Univ.)

Oceanographical analysis on the southern minke whale distribution based on the data during 

Japanese research take in  1994/95. 

    Naganobu, M. (NRIFSF), Kano, H. (Asia Air Survey), Fujise, Y., Nishikawa,  S. 

    (Cetacean Res.)
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